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　　　１




「……頼たのむ……今夜は、私と一いつ緒しよにいてくれないか」




　耳みみ許もとで響ひびいた囁ささやき声ごえが、意味を持つ言葉となるまでに数秒を要した。

　普ふ段だんのハルユキなら、脅かされた子豚のように跳とび上がり、間投詞を連発しまくった挙げ句に走って逃げてしまっただろう。しかしいまは背後から真っ白な両りよう腕うでがしっかりとハルユキの体に回されているし、たとえそうでなくても涙なみだを堪こらえるような声の震ふるえが深く胸に染しみ込んできて、動くことはおろか息さえもできない。

　……やっぱり、先せん輩ぱいは……元気そうに振ふる舞まっていたけど、でも、本当は。

　ホワイトアウトしそうな頭でそんなことを考えながら、ハルユキは胸むねの奥おくにつかえる空気を懸けん命めいに吐はき出し、ゆっくりと吸い込んだ。心臓の鼓こ動どうは際限なく加速し、両手は完全に痺しびれて感覚もないが、それでもハルユキはたった一人の剣の主に──レギオン《ネガ・ネビュラス》頭首にしてハルユキの《親》である黒クロ雪ユキ姫ヒメに向けて、精せい一いつ杯ぱいの言葉を返した。

「はい……もちろんです。先せん輩ぱいのためにできることがあるなら、なんだって……」

　すると、今度は黒雪姫が三秒ほど沈ちん黙もくしてから、幾いくらか落ち着きの戻もどった声を響ひびかせた。

「ありがとう……でも、少しだけ驚おどろいたな。てっきりシルバー・クロウ並みの速さで帰ってしまうかと思った」

「あ、あはは……僕も、ちょっとびっくりしてます……」

「ふふ、キミも、いつまでも出遭った頃ころのキミじゃないんだな」

　そう囁ささやくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは両りよう腕うでを解き、ハルユキの両りよう肩かたに手を置いて振り向かせた。少し高いところにある黒い瞳ひとみは水すい晶しようのような輝かがやきを湛たたえ、長い睫まつ毛げにはごく小さな水すい滴てきが宿っていたが、それでも黒雪姫は穏おだやかに微笑ほほえむと言った。

「それじゃ、さっそくキミが買ってきてくれたご飯を頂くとするか。私はスープを温めるから、ハルユキ君は料理を皿に取り分けてくれ」




　自宅での一人ご飯だったら、わざわざ皿に移したりせずテイクアウト用の容器のまま食べてしまうところだが、黒雪姫が出してくれた高級そうなオーバルプレートに盛り付けてみると、出来合いの料理が五割増しで美お味いしそうに見えた。

　ちょうど一ヶ月前、《災さい禍かの鎧よろい》事件のさなかにこのタウンハウスを訪おとずれた時と同じように、小さめのダイニングテーブルに料理の皿を並べ、向かい合って座すわる。顔を見合わせて、どちらからともなく口を綻ほころばせる。

　あの日は黒雪姫に「和洋中イタスペドイフラどれがいい？」と訊きかれて、冷れい凍とう庫こにぎっしり詰つまっている紙箱入りの高級ディナーをご馳ち走そうになったのだった。料理は文句なく美お味いしかったのだが、黒雪姫は毎日一人でこれを食べているのだろうかと想像すると胸を締しめ付つけられるような思いがしたのを憶おぼえている。

　以来ハルユキは、チユリやタクムの協力を得て、何かにつけて《ネガ・ネビュラスご飯の会》を開かい催さいしてきた。有アリ田タ家のリビングルームで、楓フウ子コや謡ウタイ、あきらと楽しそうにお喋しやべりしながら意外な健けん啖たんぶりを発揮する黒雪姫を見ているだけで幸せな気分になれたのだが、しかしそれも結局ハルユキの自己満足に過ぎなかったのかもしれない。このタウンハウスではいつだって一人きりという黒雪姫の複雑な家庭事情そのものをどうにかする力など、ハルユキにはないのだから。

　そんな胸の痛みを押し殺して、ハルユキは黒雪姫と声を合わせて「いただきます」を言い、まずは湯気を立ち上らせるスープカップに手を伸ばした。音を立てないよう気をつけて含ふくむと、濃のう厚こうなコンソメの風味が口いっぱいに広がる。

「あ……これ、すごく美お味いしいです」

　思わずそう言うと、黒雪姫は一度瞬まばたきしてからくすっと笑った。

「そうか、それは良かった……缶かん詰づめを開けて手て鍋なべで温めただけだけどな」

「え、えと、きっとレンジじゃなくて鍋なべを使ったから美お味いしいんですよ」

「ＩＨヒーターだから電気の力には変わりないけどな……ああ、しまった。心しん意い力りよくで温めたと言えばよかった」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが珍めずらしく冗じよう談だんらしい冗じよう談だんを言ったので、ハルユキも声を上げて笑った。もう一口スープを飲んでから、ふと思いついて言う。

「……物理的に温度を上げるのは無理かもですけど……でも、そういうのって本当にあると思いますよ」

「そういうって、心しん意いの話か？」

「ええ。昔、百モモ恵エおばさん……チユのお母さんが言ってたんです。まったく同じ材料と手順で作っても、気持ちが籠こもった料理のほうが美お味いしいって。僕、相当ひねくれた子供だったんで……それはいまもかもですけど、とにかくそれを聞いても本当かなあなんて疑ったりしたんですが……」

　両手でスープカップを包み込み、陶とう磁じ器きから伝わってくる熱を感じながら、ハルユキは訥とつ々とつと思考を言葉に変え続けた。

「気持ちを込めるって、食べる人のことを考えるって意味ですよね……ただ機械的に料理するんじゃなくて。だとしたら、料理する人が自覚できなくても、ほんのちょこっとだけ味付けを調節するとか、温度を加減するとか、そういうことをするんじゃないでしょうか。加速世界の心意システムみたいに、イメージするだけでとんでもない現象を起こすわけじゃないですけど、気持ちが結果に影えい響きようを及およぼすなら、それも広い意味の心意なのかな、って」

「ふむ……」

　なぜか少しだけ驚おどろいたような顔で黒雪姫は相づちを打ち、視線を自分のスープカップに落とした。

「言われてみれば、これを温める時、私はあまり熱々にしないよう気をつけたかもしれん……そそっかしいハルユキ君が口を火傷やけどしないようにな」

「あ、そ、そうでしたか。お気き遣づかい頂きまして……」

　ハルユキが首を縮めると、黒雪姫は顔を上げ、もう一度微笑ほほえんだ。

「なるほど、確かにこのスープにもほんの少しの心意力が働いているのかもしれんな。ならば、ハルユキ君が買ってきてくれた料理にも同じことが言えるはずだ。キミはこれらを、何も考えず適当に選んだわけではないんだろう？」

「え……？」

　予想外の問いかけに、今度はハルユキが卓たく上じようを見た。

　楕だ円えん形けいの大皿には、コブサラダ、かぼちゃのコロッケ、サーモンリエットが取り分けられ、少し小さめの別皿にトルティーヤロールとバゲットサンドが並び、デザートのレモンタルトは冷蔵庫で冷やされている。この料理たちを、無む作さく為いに選んだわけではもちろんない。ハルユキは黒雪姫の食べ物の好みをよく知らないので、少しでも食べて貰もらえそうなものをと考えたうえでのセレクトだ。しかしその当否はまだ解わからない。

「え、ええ、まあ……先せん輩ぱいはいつも野菜が多めな料理を食べてる印象なので、そんな方向で選んだんですが……」

「ありがとう、どれもとても美お味いしそうだ。この機会に伝えておくが、私は取り立てて嫌きらいな食べ物はないよ。強しいて言えばイカスミのパスタぐらいか……。子供の頃ころは、好すき嫌きらいをすると厳しく[image: ]しかられたからな。その反動なのか、明確な好物というのもないんだけどな」

「そ、そうなんですか……」

　これだけ買ってくれば、一つくらいは黒クロ雪ユキ姫ヒメの好きな物にヒットするのではないかと思っていたのに──というハルユキの思考をあっさり看破したのだろう、黒雪姫は淡あわい苦く笑しようを交えて言った。

「だから、嫌きらいなものはないと言ったじゃないか……よし、それでは、今日からこれらは全部大好物だということにする」

「え、ええ!?」

「さあ、食べようじゃないか。キミもお腹なかが空いただろう」

　フォークを手に取り、「頂きます」と言ってからコブサラダを口に運ぶ黒雪姫を見た途と端たん、ハルユキの腹部から軽けい妙みような振しん動どう音おんが響ひびいた。

　確かに、大変な一日だった。夏休み一日目となる七月二十一日、ハルユキは午前中から大量の宿題に挑いどみ、午後は楓フウ子コの運転する車で千ち代よ田だエリアまで移動して、今年四回目の七王会議に出席した。そこで予定どおりに白の王の全権代理アイボリー・タワーを追つい及きゆうし、ついにオシラトリ・ユニヴァースの悪行を認めさせることに成功した……と思ったのも束つかの間ま、ステージに潜せん伏ぷくしていたウルフラム・サーベラスによって会議の出席者全員が無制限中立フィールドに引き込まれ、ハルユキは加速研究会のアルゴン・アレイやシャドウ・クローカーと激げき闘とうを繰くり広ひろげて、そしてその果てに……。

　強く目をつぶって追想を断たち切きり、ハルユキもフォークを握にぎった。それをかぼちゃコロッケに突き刺し、大口を開けてかぶりつく。衣ころもに粗あらめのパン粉を使っているせいか時間が経たってもかりっとした歯は触ざわりが保たれていて、滑なめらかな口当たりのかぼちゃピューレとの対比が楽しい。たちまち一つ食べ終えてしまってから顔を上げると、微笑ほほえむ黒雪姫と目が合った。

「美お味いしいな」

「はい！」

　頷うなずくと、再び胸に込み上げてくるものがあって、ハルユキはスープをカップから直接ごくりと飲んだ。途と端たん──。

「あっち！」

　喉のどが焼ける感覚に、思わず悲鳴を上げてしまう。黒雪姫が慌あわてて差し出した氷水で口と食道を冷やし、ふうっとひと息。

「まったく……いくら何でも、そんな飲み方をしたら熱いに決まっているじゃないか。相変わらずそそっかしいなあ、キミは」

「えへへ……」

　照れ笑いをしながら、今度はサーモンリエットを口に運ぶ。本来はバゲットやクラッカーに塗ぬって食べる物らしいが、ハルユキが買ってきたリエットは一口サイズのチコリーに載のっていて、そのままサラダ感覚で食べられる。生のチコリーは強い苦みがあるが、濃のう厚こうなリエットと一いつ緒しよになるとそれも気にならない。

「うん、これも美お味いしい。いい店を知っているな、ハルユキ君」

　同時にリエットを食べた黒クロ雪ユキ姫ヒメのコメントに、ハルユキは首を縮めた。

「いえ、僕も初めて入ったお店で……普ふ段だんはお総菜をテイクアウトすることなんかないですから」

「はは、それもそうか」

「あ、でも、最近は自分で料理できるようになりたいと思って、スーパーで食材を買ったりはしてるんです。まだ簡単なものしか作れないんですが……」

「…………ほう」

　途と端たん、黒雪姫の顔から笑えみが消える。

「たとえば、どんなものを作れるんだ」

「ひえ!?　え、えっと、最近作ったのだと野菜炒いためとか、チャーハンとか、トマトソースのスパゲティとか……そろそろカレーに挑ちよう戦せんしてみようかなって思ってるんですが、じゃがいもの皮むきが意外と高難易度なんですよね」

「…………ほほう」

　真顔のまま頷うなずいた黒雪姫は、なぜか自分の手をちらりと見てから質問を重ねた。

「いったいどうして急に料理に目覚めたんだ？　何か具体的な理由があるのか？」

「えと……と、特に理由があるわけじゃないんですが、冷れい凍とうピザばっかりじゃ健康に悪いかな、って……」

　そう答えはしたものの、本当は理由らしきものがなくもないのだ。しかしこればかりは黒雪姫にも打ち明けられない。いつか努力の成果を実感できる時が来るまでは。

「……なるほどな。まあ、確かにインスタント食品よりは自作したほうが健康的ではあるだろうな」

　ハルユキの言葉を疑う様子もなくそう応じると、黒雪姫は軽く咳せき払ばらいしてから続けた。

「実はなハルユキ君、私も最近……」

「最近、なんですか？」

「うー、あー、いや、何でもない」

「え、ええ……!?」

「まあ、気にするな。ン、このブリトーもかなりイケるな……」

　その後も色々なお喋しやべりをしながら、二人は食事を続けた。多めに買ってきたつもりだったが、気付けば大皿の料理とスープはほぼ消しよう滅めつし、別皿にバゲットサンドが一つ残るだけとなった。

「ハルユキ君、食べていいぞ」

「え、いえ、これ先せん輩ぱいのぶんですよ」

「食べ盛ざかりだろう、遠えん慮りよするな」

「せ、先せん輩ぱいとは一歳しか違ちがわないじゃないですか」

　言い合いを続けるうちに、ふと思いついて言う。

「あ、じゃあ、こうしましょう。直結対戦して、勝ったほうが食べるってことで」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは対戦で手を抜ける性格ではないし、これなら確実に……と策を巡めぐらせたハルユキは、制服のポケットからＸＳＢケーブルを取り出そうとして、ようやく気付いた。

　いま、黒雪姫は暢のん気きに対戦などできるような心理状態ではないはずだ。なぜならブラック・ロータスのアバターが白のレギオンの罠わなに囚とらわれてしまったのは、ほんの三、四時間前のことなのだ。

　システム的には、直結対戦を含ふくむ通常対戦や領土戦への参加は一いつ切さい制限されない。レギオンマスターとしての役割を果たす上で、さしたる問題は起きないだろう。

　しかし、かつて黒雪姫自身が言っていたように、ブレイン・バースト２０３９の本質にして核かく心しんは無制限中立フィールドそのものだ。あの世界こそが真の加速世界──だが、いま黒雪姫が《アンリミテッド・バースト》コマンドを唱えれば、ブラック・ロータスは神獣レジエンド級きゆうエネミー《太陽神インティ》の内部に出現し、鉄をも溶とかす超高温の炎ほのおによって一いつ瞬しゆんで死んでしまう。アーダー・メイデンやアクア・カレントが封ふう印いんされていた四し神じんの祭さい壇だんすらも超こえる、完全無欠な無限ＥＫ状態。

　そもそもハルユキが差し入れを持ってこのタウンハウスを訪おとずれたのは、デュエルアバターを封ふう印いんされてしまった黒雪姫が落ち込んでいるのではないかと心配したからだ。実際、黒雪姫はいつもの彼女ではない、ように思えた。ハルユキを出で迎むかえた時は目の縁ふちが赤くなっていたし、突とつ然ぜんの訪問の理由を告げた時は少しだけ涙なみだぐんだりもした。向かい合って食事をしているうちにすっかり普ふ段だんの様子に戻もどったのでつい「直結対戦を」などと言ってしまったが、たとえシステム的には可能でも、いまの黒雪姫がそんな気分になれないことは明らかではないか。

「あの、す、すみません、僕……」

　下を向いてもごもご呟つぶやきながら、ハルユキはＸＳＢケーブルをポケットに押し込もうとした。だが寸前、目の前に真っ白な手が伸ばされる。

「よかろう、その挑ちよう戦せん、受けて立とう」

「え……」

　顔を上げると、テーブルの向こうに、黒雪姫の穏おだやかな……そして少しだけ悪いた戯ずらっぽい笑え顔がおがあった。漆しつ黒こくの瞳ひとみをじっと見つめ、無理をしている気配がないか探さぐろうとしたが、視線を合わせていられるのは三秒が限界で、ハルユキは再び俯うつむいてしまった。

　謝罪して対戦の申し出を撤てつ回かいしようかとも思ったが、黒クロ雪ユキ姫ヒメの手は微び動どうだにせずテーブル上に留とどまり続けている。これじゃどっちが励はげまされてるのか解わからない、と思いながらハルユキはケーブルの一いつ端たんを自分のニューロリンカーに接続し、反対側のプラグを黒雪姫に手て渡わたした。

　黒雪姫がそれをピアノブラックのニューロリンカーに繫つなぐと、目の前にワイヤード・コネクション警告が浮うき上がり、消える。自動的に視界の色調補正が行われ、接続相手の姿だけが色いろ鮮あざやかに浮うき上がる。

『こうしていると思い出すな……あの日のことを』

　脳のう裏りに囁ささやくような思考音声が響ひびき、ハルユキはこくりと頷うなずいた。

『はい……まだ一年も経たっていないのに、ずいぶん昔のことみたいに感じます』

《あの日》とはもちろん、去年の十月二十四日……ハルユキがバーストリンカーになった日のことだ。梅うめ郷さと中ちゆうローカルネットのスカッシュゲームコーナーに現れた黒くろ揚あげ羽は蝶ちようのアバターに誘いざなわれ、学生食堂のラウンジを訪おとずれたハルユキは、周囲の生徒たちが向けてくる視線に気絶しそうになりながら黒雪姫と直結し──そして与あたえられたのだ。《ＢＢ２０３９・ｅｘｅ》の名を持つ実行ファイルを。

　旧世代のＰＣ用ＯＳで使われていた拡張子が付ふ与よされている理由、そしてそれがニューロリンカーで動く理由もハルユキには解わからなかった。ただ無む我が夢む中ちゆうでアイコンをタップし、視界が赤々とした炎ほのおに包まれて、ハルユキはバーストリンカーになった。

『我々加速者にとって、一年は長いからな……。でも、そうだな、今年の十月二十四日が来たら、シルバー・クロウ誕生一周年のお祝いをしようか。その時は私も手りょ……いや、何でもない』

　思念ではなく実際に咳せき払ばらいすると、黒雪姫は居住まいを正した。

『それで、どちらが乱入するんだ？』

『あ、も、もちろん僕から挑ちよう戦せんさせてもらいます！』

　きっぱりと宣言し、深く息を吸うと、ハルユキは控ひかえめな音量で叫さけんだ。

「バースト・リンク！」










　　　２




　久しぶりの直結対戦の舞ぶ台たいとなったのは、フィールドのあちこちに正八面体のクリスタルが浮ふ遊ゆうする《霊れい域いき》ステージだった。十階建て程度のビルの屋上に降り立ったハルユキは、銀面の下でアイレンズを細めながら地上を見み渡わたした。

　厚い雲の切れ間から差さし込む陽光がクリスタルを虹にじ色いろに輝かがやかせる眺ながめは、数多あまたある対戦ステージの中でもかなり上位の美しさだ。しかし、正八面体という形状は、どうしても加速研究会のブラック・バイスの心しん意い技わざ《八面断絶オクタヘドラル・アイソレーシヨン》を連想してしまう。黒クロ雪ユキ姫ヒメと他の王たちを捕ほ獲かくしたのは《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》なる上位の技わざなのだが、やはり気分は盛り上がらない。

　離はなれた場所に出現したはずの黒雪姫が、クリスタルを見て沈しずんでいなければいいけど、と思いながら改めて地形を確かく認にんする。

　杉すぎ並なみエリアは、中央線の北側が第一エリア、南側の環かん状じよう八号線から東が第二エリア、西側が第三エリアと分ぶん割かつされていて、黒雪姫の家は梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうと同じく第二エリアに含ふくまれている。直結対戦は、通常対戦と異なりステージ内のランダムな位置からスタートすることになるが、すぐ南には青梅おうめ街かい道どうであろう広い道路、北側には中央線の高こう架かが見えるので、現在地は杉並区役所の庁舎らしい。直結対戦なのでギャラリーの姿はない。

　一九九〇年代に建設されたという区庁舎ビルは縦よりも横に大きいが、杉並区のこのあたりは高いビルが少ないのでかなり遠くまで見通せる。黒雪姫が青梅おうめ街かい道どうを移動してくれば確実に発見できるはずだが、視界中央に表示されるガイドカーソルは真南を向いていて、そちらには異国の神しん殿でんふうに変へん貌ぼうした建物が無数に建ち並んでいるので、いまはまだ黒の王の姿を見つけることはできない。

　挑ちよう戦せん者しやとしては、ビルの屋上で接近を待つよりも自ら距きよ離りを詰つめるべきだろう──と判断し、ハルユキは背中の銀ぎん翼よくを広げて十階建ての庁舎屋上から躊ちゆう躇ちよなく飛び降りた。必ひつ殺さつ技わざゲージが空っぽなので飛行はできないが、螺ら旋せんを描えがく滑かつ空くうで道路まで降りると、ほとんど音を立てずに着地する。

　ガイドカーソルは南を向いたまま。東西に走る青梅おうめ街かい道どうの南側には神しん殿でん化かしたビルが密に並び、いくら黒雪姫のデュエルアバターが細身でも隙すき間まを通り抜けることはできない。仕し掛かけてくるなら東か西の交差点まで迂う回かいする必要があるが、その時はカーソルも動くはずだ。

　深呼吸してから、小声でボイスコマンドを唱える。

「着装、《ルシード・ブレード》」

　左腰に白い光が集まり、細身の長ちよう剣けんを実体化させる。左手で柄つかに触ふれ、感かん触しよくを確かめる。

　考えてみれば、レベル６のボーナスであるこの強化外装を装備した状態で黒雪姫とデュエルするのはこれが初めてだ。黒の王ブラック・ロータスは、《絶対切断ワールド・エンド》の二つ名が示すとおり四し肢しの剣による切断力に特化したアバターで、当然ながら剣けん技ぎの冴さえも加速世界最高レベルと言っていい。そんな相手に剣で戦いを挑いどむのは自殺するようなものかもしれないが、それでもハルユキは、自分が選び、求めた新たな相棒と一いつ緒しよに戦いたかった。

　もちろん、最初から勝てるとは思っていない。この対戦で勝利した黒クロ雪ユキ姫ヒメに、最後に残ったバゲットサンドを堂々と食べて貰もらうのがハルユキの最適化オプテイマイズされた解決策ソリユーシヨンなのだから。

　それでも、あるいはだからこそ、いまのハルユキのありったけをぶつけたい。考え足らずな対戦の申し出を快く受けてくれた黒雪姫の気持ちに、全力で応えたい。

　ガイドカーソルは相変わらず微び動どうだにしないが、視界右上に表示されるブラック・ロータスの必ひつ殺さつ技わざゲージが急速にチャージされていく。黒雪姫がクリスタルを破は壊かいし始めたのだろう。ハルユキも負けじと路上に浮ふ遊ゆうする虹にじ色いろの正八面体に近付き、右のミドルキック一発で粉ふん砕さい。無制限中立フィールドと比べるとチャージ量は物足りないが、代わりに破は壊かい音おんがエネミーを呼び寄せてしまうことはない。

　五つ破は壊かいすると必ひつ殺さつ技わざゲージが満タンになったので、

「よし……」

　小声で呟つぶやき、今度こそ黒雪姫のところまで飛ぶべく背中の翼つばさを展開しようとした──その時だった。

　道路の南側に建つ五階建てビルの、前面の壁かべをかすかな閃せん光こうが横切った。直後、壁かべの一部に逆三角形の穴が開き、そこから鋭えい利りなシルエットが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた。右手の剣がちかっと煌きらめき、視し認にんすら難しいスピードで振りかぶられる。

　──先せん輩ぱい──建物を壊こわして──。

　──速い──回かい避ひできない──。

　電気信号めいた思考を超高速で明めい滅めつさせながら、ハルユキは反射的に右手でルシード・ブレードを引き抜いた。

　剣が腕うでと一体化しているブラック・ロータスだが、斬ざん撃げきのリーチは想像以上に長い。左右もしくは後方へのステップ回かい避ひはもう間に合わない。さりとて腕うででのガードも不可能。黒雪姫のアビリティ《終決之剣ターミネート・ソード》は、シルバー・クロウの金きん属ぞく装そう甲こうすら容易に切きり裂さいてしまう。

　心しん意いシステムを使えば別だが、いくら最近は心意全開の戦いばかりしていたからと言って──そしてバゲットサンドを食べられる権が、いや食べてもらえる権が懸かかっているからと言って、《心意は心意で攻こう撃げきされた時しか使ってはならない》というレギオンの掟おきてを、この対戦で破るような真ま似ねができるはずもない。

　ゆえにハルユキが選べたのは剣による防ぼう御ぎよだけだったのだが、これも絶対の自信があるわけではまったくない。いままで黒の王の四し肢し剣けんと斬きり結べたのは、《災さい禍かの鎧よろい》クロム・ディザスターが装備していた魔ま剣けんスター・キャスターや、緑の王が持つ不ふ破わの大おお盾たて、七の神器セブン・アークスの一つザ・ストライフといった伝説級の強化外装だけであり、本来剣使いでも何でもないシルバー・クロウの、しかもレベル６ボーナスで出現したルシード・ブレードには、そこまでのスペックはないと思われる。

　それでもハルユキは、左上から降ふってくる黒クロ雪ユキ姫ヒメの斬ざん撃げきを、鞘さやから抜いた直後の愛あい剣けんで受け止めた。

　キイィィン！　という鋭するどい音が響ひびき──。

　黒くろ水ずい晶しようの刃やいばは、ハルユキの銀面の数ミリ手前で静止した。
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　防ぼう御ぎよできた……とは言えない。交こう錯さく点てんでは、黒雪姫の剣がハルユキの剣にわずかだが食い込んでいる。このまま力任せに押おし戻もどそうとすれば、ルシード・ブレードごと切断されてしまう可能性が高い。

「っ……！」

　鋭するどく呼気を吐はきながら、ハルユキは体を沈しずめつつ手首を返した。黒雪姫の剣が、火花を散らしながらルシード・ブレードの鎬しのぎを滑すべる。今度は右肩口に迫せまってくる刃やいばを、ぎりぎりまで引き込み、剣の動きに巻まき込んで、力ではなくタイミングで押し返す。剣を使った《柔じゆう法ほう》。

　ブラック・ロータスの体たい軸じくがかすかに揺ゆれ、その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさずにハルユキは翼つばさで全力のバックスラストを掛かけた。剣と剣が火花の雫しずくをこぼしながら離はなれ、三メートル以上の間合いを取ってから、ようやく息を吸う。

　黒雪姫はすぐに姿勢を回復したが、即そく座ざに追つい撃げきしてはこなかった。半鏡面ゴーグルの下で青あお紫むらさき色いろのアイレンズを瞬しばたたかせ、穏おだやかな声を響ひびかせる。

「それがキミの新しい強化外装か。なかなかいい剣だな」

「そ……そうでしょうか……」

　一いつ瞬しゆんだけ刀身に目を向けると、やはり刃やいばの一部が五ミリほど欠けている。痛い目に遭あわせてごめんな、と心の中で囁ささやきながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメに言葉を返す。

「……この剣は、ちょっとだけわがままな動機で選んだんです。初しよ志し貫かん徹てつするならいままでと同じ《飛行力強化》を取るべきだったし、戦術の幅はばを広げたいなら攻こう撃げき系けいか防ぼう御ぎよ系けいの必ひつ殺さつ技わざを取ればよかった。シルバー・クロウはもともと格かく闘とう型がたのデュエルアバターなんだから、剣との相あい性しようは未知数だし、僕自身剣の扱あつかいが得意ってわけじゃぜんぜんないですし……」

「ふむ。では、そのわがままな動機とは何だ？」

「えっと……」

　自分が考えたこと、感じたことを誰だれかに言葉で説明するのは相変わらず苦手だが、デュエルアバターは生身と違ちがって、発声器官が脳の命令を裏切ったりすることはほぼない。無意識の動作で左手を胸に当て、説明を続ける。

「いままで僕は、もっと速く飛びたいっていう自分の望みを叶かなえるためにアバターを強化してきました。でも、このまま最後までそれでいいのかな、って思うようになって……。たとえば四シ埜ノ宮ミヤさんは《浄じよう化か》っていう誰だれかを助けるための力を持ってるし、楓フウ子コ師し匠しようの《庇護風陣ウインド・ヴエール》やあきらさんの《メイルストロム》も仲間を守るための技わざですよね。攻こう撃げき特とつ化かに見える黒雪姫先せん輩ぱいだって、集しゆう団だん戦せん闘とうで守勢になった時には《オーバードライブ》の緑モードを使いますし。だから僕も、一いつ緒しよに戦う仲間のために、もっとできることを増やしたい……って思ったんです。剣を使えるようになれば、打だ撃げきの効かない相手とも戦えますから」

「私のモード・グリーンも、そもそもは一人で多数と戦うための技わざなんだがな」

　苦く笑しよう交じりにそう注ちゆう釈しやくしてから、黒雪姫はアバターの首を小さく傾かたむけた。

「しかし……いまの言葉は、《わがままな動機》とは正反対のように思えるが？」

「あ、いえ、まだ続きがあって……」

　いくらか首を縮めつつ、ハルユキは説明を再開した。

「……ボーナスで剣を選んだ時に、そんなことを考えたのは噓うそじゃない……はずです。でもその後、剣の使い方を練習したり、実戦でこいつと一いつ緒しよに戦ったりしてるうちに気付いたんです。本当は、別の理由があったのかもしれないって。……えーと……僕、タクと約束してるんです。二人ともレベル７になったら、もう一度、本気の対戦をしようって」

「ほう」

　いきなり話を飛ひ躍やくさせてしまうのはハルユキの悪い癖くせだが、黒雪姫は途と惑まどう様子もなく頷うなずいた。

「そうか、キミたちももうレベル７の……ハイランカーの一歩手前まで来ているのか。《親》としては嬉うれしい限りだが、タクム君との約束とその剣にどんな関係があるんだ？」

「はい……。たぶん、僕、タクと剣で戦いたいんです。そのために、このルシード・ブレードを選んだんだと思うんです。それって、けっこう……かなりわがままな動機ですよね」

　その告白を聞いた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、笑うか怒おこるかするのではないかとハルユキは予想した。しかし実際にはどちらでもなく、黒くろ水ずい晶しようのアバターはゆっくりと頷うなずいただけだった。

「ン……なるほどな。だが、シアン・パイルの強化外装は剣ではなく杭くい打うち機だろう？　心しん意いアリのルールでなら《蒼刃剣シアン・ブレード》を使えるが、その場合はキミの剣が持ちこたえられないぞ。剣を強化する心意技を開発しない限りな」

「はい……。タクとは心意ナシルールで対戦したいので、あいつも剣を手に入れないとですね。レベル７のボーナスに出てきてくれればいいんですが、もし出なかったら上位エネミーからのドロップを狙ねらうか、いよいよ《ショップ》に行くか……」

「どうして？」

「え……？　どうしてって、何がですか？」

「どうしてキミは、そこまでしてタクム君と剣で戦いたいんだ？」

「…………」

　もっともな疑問だと思うのにすぐには答えられず、ハルユキは右手のルシード・ブレードと黒の王のフェイスマスクを交こう互ごに見やった。自分の中に理由を求めるが、なぜか見つからないので理り屈くつを口にする。

「それは、タクがいちばん得意なのが剣だからです。剣けん道どう部ぶでも毎日頑がん張ばってるし、心意技も剣だし……だから、あいつと全力の戦いをするなら、僕もあいつも剣で戦うべきだろうと思って……」

「ン……なるほど、な」

　ゆっくり頷うなずいたものの、完全に納なつ得とくしたようには見えない。ハルユキが立ち尽くしていると、黒雪姫は何らかの躊躇ためらいを振り切るように軽く咳せき払ばらいしてから、ホバー移動で滑すべるように近づいてきた。

　もしこれがレギオンメンバー以外との対戦なら、会話を続けると見せかけた不意打ちを警けい戒かいすべき場面だが、ハルユキはそんなことは一いつ切さい考えずに右手の剣を下ろした。

　わずか五十センチの距きよ離りにまで近づいてきた黒雪姫は、鋭えい利りなアイレンズでじっとハルユキの顔を覗のぞき込み、囁ささやき声ごえで訊たずねてきた。

「さっきのは、ハルユキ君の本心の全てではあるまい。もしかしたらキミは……心の奥おく底そこでは感じているのではないか？　心意アリだろうとナシだろうと、互たがいの力を一滴残らず振ふり絞しぼるような戦いをすれば……」

　一いつ瞬しゆん間まを空け、いっそう密ひそやかな声で──。

「恐おそらく自分が勝ってしまうと」

「えっ……!?」

　びくんと上体を仰のけ反ぞらせてから、ハルユキは懸けん命めいにかぶりを振った。

「まさか……そんなわけないですよ！　そりゃ、いちばん最初の対戦では僕が勝ちましたけど……あれからあいつももの凄すごく頑がん張ばって、強くなったんです。どっちが勝つかなんて全然解わからない……僕は本当にそう思ってます！」

「それを否定するつもりはないよ。タクム君の努力もな……。だが、彼は重心の半分をリアルワールドに……ことに剣けん道どう部ぶでの活動に置いている。対してキミは、全てとは言わんが、七割程度は加速世界に傾かたむけているだろう」

「う……まあ、それは、そうかもですが……」

「つまるところバーストリンカーの強さとは、デュエルアバターの性能、当人の能力、そして知識と経験だ。キミはここのところ立て続けに真の強つわ者ものたちと戦ってきた。私が知るだけでも、緑のレギオングレート・ウオールのアイアン・パウンドや青のレギオンレオニーズのコバルト・マンガン姉し妹まい、白のレギオンオシラトリのグレイシャー・ビヒモスとローズ・ミレディー、加速研究会のシャドウ・クローカーやアルゴン・アレイ……そして一いつ瞬しゆんではあるが、緑の王当人とすらも拳こぶしを交えた」

　ずらっと列挙された名前を聞いて、ハルユキはいまさらのように小さく身み震ぶるいしてしまう。彼ら彼女らと戦ったのは事実だが、自分だけの力で勝利したと言える相手は一人もいないし、さりとて再戦したいともなかなか思えない。それほど苦しく、厳しい戦いばかりだったのだ。その経験がハルユキを鍛きたえ、多くのものを与あたえてくれた……確かにそれは疑いようのない事実だろう。でも。

「……でも、タクだって修しゆ羅ら場ばは何度もくぐってます。研究会にニコが攫さらわれた時はブラック・バイスの《八面断絶オクタヘドラル・アイソレーシヨン》をぶっ壊こわしたし、この前の領土戦でも邪神デビル級きゆうエネミーからみんなを守って大だい活かつ躍やくだったし……」

「そこだよ」

「え……？」

　きょとんとするハルユキの顔から外した視線を、黒クロ雪ユキ姫ヒメはちらりと上に向けた。残り時間を確かく認にんしたのだろう。ハルユキも倣ならうと、数字はまだ千三百秒──二十一分ほど残っている。

「ちょっとそのへんに座すわろう」

　そう言った黒雪姫は、青梅おうめ街かい道どうを横断し、ハルユキが飛び降りた杉すぎ並なみ区役所へと向かった。前庭に並んでいる太い円柱を二本、右手の剣でまるでカマボコか何かのようにすぱっ、すぱっと切断する。上部が後方に倒たおれ、砕くだけて消しよう滅めつすると、即そく席せきの椅い子すが二つ出来上がる。

　優美に腰こし掛かける黒雪姫の向かいに、ハルユキもちょこんと座すわった。右手に握にぎったままだったルシード・ブレードを鞘さやに戻もどし、ふうっと息を吐はく。

「……静かだな」

　黒雪姫が呟つぶやき、もういちどゴーグルを上向けた。今度は残り時間ではなく空を見ているのだろう。霊れい域いきステージは基本的に曇くもりだが、べったりとした雨雲ではなく帯状の層積雲がかなりの速さで流れていて、雲と雲の隙すき間まには薄金色に輝かがやく空が覗のぞく。

　ハルユキがぼんやりと雲の流れに見入っていると、再び声が聞こえた。

「たまには直結対戦もいいものだな……。ギャラリーもエネミーも存在せず、世界には対戦者二人だけ……」

「直結しないとできませんけどね……」

　空を見上げたまま何となくそう応じると、くすっと笑い声が返る。

「当たり前だろう、直結対戦なんだから」

「で、ですよね」

　顔を戻もどし、そのまま首を縮めるハルユキに、黒クロ雪ユキ姫ヒメはこくりと頷うなずきかけた。

「だが、確かにそうだな。日常的に直結対戦できるバーストリンカーは、私やキミが思うほどいないかもしれない。普ふ通つう、互たがいにリアル割れしているのは《親子》だけだし、親や子が全損してしまっている、あるいは何らかの事情で敵対せざるを得なくなっているバーストリンカーも少なくないからな……」

　そう語る黒雪姫自身、《親》である白の王ホワイト・コスモスとは決定的に対立しているし、レオニーズに所属していたタクムの《親》は、バックドア・プログラムの使用や拡散を咎とがめられ、青の王によって断罪されている。他にもニコや謡ウタイ、累マゼンタ、聖実ミントのように、親を失っている友人は確かに少ないとは言えない。

「そう……ですね」

　肯こう定ていする声は、ほとんど音にならなかった。

　ポイント全損＝強制アンインストール、それはブレイン・バーストの根幹を成すルールだ。その制約があるから対戦が真しん剣けん勝しよう負ぶになるのだし、加速世界もただのゲーム世界ではなくなるのだが、改めて考えてみるとルールの冷れい酷こくさ、いや残ざん酷こくさに慄りつ然ぜんとせざるを得ない。

　全損したバーストリンカーは、ブレイン・バーストにまつわる記き憶おく全てを失う。それは加速世界を秘ひ匿とくし続けるための仕組みであると同時に、全損者への救きゆう済さい措そ置ちでもあると考えられているのだが……全てを失ったあとに訪おとずれるだろう原因不明の空くう虚きよ感かんを想像するだけで、恐きよう怖ふのあまり手足が冷たくなってくる。

　しかし。

　だからと言って、全損したバーストリンカーを何らかの手段によって加速世界に引ひき戻もどし、再び戦わせるのが正しいことだとはまったく思えない。模擬人格として復活した能ノウ美ミ征セイ二ジ──ダスク・テイカーは、全損前を上回る憎ぞう悪おに突き動かされて暴れ回り、最後にはＩＳＳキット本体から転送された心しん意いエネルギーに侵しん食しよくされて、異様な悲鳴を残して消えた。能美を《蘇そ生せい》させたのは《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》あるいは《ネクロマンサー》の二つ名を持つ白の王だと思われるが、たとえどんな理由があるにせよ、彼女のやりようは間ま違ちがっている。絶対に間ま違ちがっている……。

「考えもしなかったよ」

　不意に黒クロ雪ユキ姫ヒメがそう囁ささやき、ハルユキははっと顔を上げた。

「何を……ですか？」

「まさか私が、これほど多くのバーストリンカーたちと生身で交流するようになるとはな……。第一期のネガ・ネビュラスでは、リアルで会ったことがあるのはフーコと謡ウタイだけだったんだぞ。それがどうだ……いまや日常的に顔を合わせる相手が十人を軽く超こえて、ええと……」

「楓フウ子コ師し匠しよう、四シ埜ノ宮ミヤさん、あきらさん、チユタクと僕、ショコと結ユ芽メさんと聖サト実ミさん、日クサ下カ部ベさん、ニコとパドさん……で十二人ですね。あ、あと……」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから、ハルユキは意を決して付け加えた。

「……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいを入れれば、十三人です」

「…………ああ、そうだな。十三人か……」

　その声は穏おだやかだったが、黒雪姫は恐おそらく無意識の動作で両手の剣を交差させ、自分の体を抱かかえ込んだ。再度の逡しゆん巡じゆんを押しのけ、訊たずねる。

「……まだ、若宮先せん輩ぱいと、連れん絡らくは……？」

　黒くろ水ずい晶しようのアバターは、無言で小さくかぶりを振った。

　梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こう生せい徒と会かいで書記を務める黒雪姫の親友、若宮恵メグミ──オーキッド・オラクルは、昨日の土曜日に行われた白のレギオンとの領土戦に突とつ如じよ姿を現し、驚きよう異いの心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》によってステージを無制限中立フィールドに変えた。戦いは辛からくも新生ネガ・ネビュラスの勝利で終わったのだが、黒雪姫と二人きりで主戦場に残った恵は、たったひと言『ごめんね』とだけ告げると、ブラック・ロータスの剣に自分の胸を貫つらぬかせ、ステージから消えた。

　その直後からずっと連れん絡らくが取れないという恵は、今日、思わぬ形で黒雪姫とハルユキの前に出現した。いや、あれは本当に若宮恵自身だったのかどうか──。

　七王会議に乱入してきたウルフラム・サーベラスの右肩、かつてダスク・テイカーのコピー人格が宿っていたその場所から恵のどこか儚はかなげな声と、薄うす桃もも色いろの過剰光オーバーレイが放たれ、ステージはまたしても無制限中立フィールドに変化してしまったのだ。

　普ふ通つうに考えれば、今日現れた恵は、テイカーと同じく複製された存在だと見るべきだろう。しかし能ノウ美ミ征セイ二ジと違ちがって、若宮恵本人は自分がバーストリンカーであった記き憶おくを失っていない。正確には、かつてポイントを全損し、ブレイン・バースト・プログラムを強制アンインストールされたものの、土曜日の領土戦の直前に記き憶おくを取とり戻もどしたのだという。

　無制限中立フィールドの小さな塔とうの上で、若宮恵はハルユキに語った。白の王は、恵の記き憶おくとＢＢプログラムを復活させたうえで、一つの交換条件を出したのだ、と。領土戦に乱入し、パラダイム・ブレイクダウンを使えば、恵の大切な人を復活させてあげるという、決して抗あらがえない条件を。

　大切な人。それは恵メグミとローズ・ミレディーの《親》である、サフラン・ブロッサム。ずっとずっと昔、白の王自身がポイント全損に追い込んだ、悲劇のオリジネーター。

　ハルユキにその事実を明かされた恵は、自分が白の王に操あやつられていることを悟さとり、無制限フィールドを再び領土戦ステージに戻もどした。彼女のあの行動がなければ、ハルユキたちは邪神デビル級きゆうエネミーの群れに吞のみ込まれ、全ぜん滅めつしていた可能性が高い。

　つまり恵は、領土戦が終しゆう了りようした時点で加速研究会の策さく謀ぼうを理解し、白の王の精神的支配から脱だつしていたはずなのだ。なのに黒クロ雪ユキ姫ヒメの連れん絡らくにまったく応じず、あまつさえウルフラム・サーベラスに《搭とう載さい》されて再び心しん意い技わざを使うとは、いったい何が起きているのか──。

「……せめて、夏休みでなければな……」

　ゆるりと両りよう腕うでを下ろした黒雪姫が、力のない声で呟つぶやいた。

「明日の月曜日に学校で恵に会えれば……いや、仮に欠席したとしても、それはそれで情報を得られる。しかしこの状じよう況きようでは、メールやボイスコールを送り続けるぐらいしか、私にできることはない……」

「…………そう、でしょうか？」

　恐おそる恐おそるそう口にすると、黒雪姫はゴーグルの奥おくのアイレンズを細めた。

「他に何かコンタクトの手段があると言うのか？」

「ええと……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいのお家うちに、直接行ってみるというのは……」

　ハルユキとしてはそれほど的外れなことを言ったつもりではないのだが、黒雪姫はしばらく一いつ切さいの反応を見せなかった。やがて一度だけ両目を瞬しばたたかせ、ため息交じりの声を響ひびかせた。

「私としたことが……いや、私だから、か。それをまったく思いつかなかった……」

「あの、いままで、若宮先せん輩ぱいのお家うちに行ったことは……？」

「一度もないし、恵が私の家に来たこともない。放課後に買い物に行ったり、お茶をしたことは何度もあるんだが……どうやら、恵の家も私の家に劣おとらず複雑な事情があるようでな。まあ、そうでないバーストリンカーのほうが少ないと思うがな……」

「…………」

　ハルユキは無言で首を縦に振る。逆に言えば、ほとんどのバーストリンカーは、家庭に何らかの歪ゆがみや問題が存在するからこそ《乳児期からニューロリンカーを装着している》というＢＢプログラムのインストール条件をクリアできたのだ。

「じゃあ……若宮先せん輩ぱいのご自宅に突とつ撃げきする案もナシですか……」

「いや、そうでもないぞ。これでも私は生徒会副会長だからな、全校生徒の個人情報データベースに遠えん隔かくアクセスすることは可能だ」

　それは副会長だからではなく、その権限を利用して梅うめ郷さと中ちゆうのローカルネットにあれこれ細工しているからではないのか、と思ったが口には出さず、ハルユキは身を乗り出した。

「い、行ってみるなら、僕もお供します！」

「ああ、よろしく頼たのむよ。だが……時間的に、明日だろうな……」

「そうですね……」

　もういちど頷うなずく。現実世界ではそろそろ夜七時になろうという頃ころ合あいで、七月のこの時期ではまだ空に仄ほのかな残照が残っているが、中学生だけで出かけるにはいささか遅おそい。

　その思考によってハルユキは、まだ母親に連れん絡らくを入れていないことを思い出してしまったが、対戦が終わってから考えればいいことだ。いまは、それよりも──。

「……あの……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいのお家うちに行くなら、その前に相談っていうか、話を聞いておいたほうがいい人がいると思うんですが……」

　ハルユキの提案に、黒クロ雪ユキ姫ヒメは首を傾かしげた。

「ほう？　誰だれだ……？」

「えと……白のレギオンの、ローズ・ミレディーさんです」

「な…………」

　珍めずらしく絶句する様子を見せてから、黒雪姫はふうっと息を吐はき出した。

「いや……そうか、キミは昨日の領土戦で《怒りんぼグランピー》とコンタクトしたんだったな。恵メグミ……オラクルとミレディーは共にサフラン・ブロッサムの《子》であり、二人ともサフランの復活を求めている……ならば、確かにミレディーとも情報を交こう換かんしておくべきだろうな」

　そこでいったん言葉を切り、何やら複雑なニュアンスを含ふくむ視線をハルユキに浴びせながら──。

「しかし、そんなことを言い出すからには、キミはミレディーに連れん絡らくする手段を持っているんだな？　領土戦の最中に、アドレスの交こう換かんまで済ませたわけか？」

「ち、ちゃちゃちゃいますよう！」

　両手とフェイスマスクを超ちよう高こう速そくで反復運動させてから、ハルユキは必死の説明を試みた。

「た、確かに連れん絡らく手しゆ段だんはあると言えばありますけど、アドレスを聞き出したとかじゃなくて、は、ハイエスト・レベル経由で……」

「はは、そうだったな」

　愉ゆ快かいそうに笑う黒雪姫を見て、ようやくからかわれたのだと気付く。考えてみれば、今日の七王会議の直前にハルユキが大天使メタトロンに呼び出され、ハイエスト・レベルでローズ・ミレディーと対面したことをすでに黒雪姫は知っているはずだ。実際に説明してくれたのは同席した楓フウ子コだが。

　銀面の下で情けない顔をしていると、黒雪姫がひょいと右手を持ち上げた。

「いや、済まん。キミにまたＦ型の友達ができたのかと思ったら、つい、な」

「と……い、いやいやいや、友達とかそんなんじゃぜんぜんないですから……向こうだって僕のことなんか、対立レギオンの下したっ端ぱとしか思ってないでしょうし……」

「解わからんぞ？　レオニの《二剣デユアリス》だって、最初はキミを無礼討ちにするとか言っていたのに、いまでは……」

「べ、別にいまもそんな感じですから！」

　懸けん命めいに追つい及きゆうをかわしてから、ハルユキはすみやかに話題を戻もど──そうとして、ふと気付く。この場所に腰こし掛かけたのはタクムの話をするためだったはずで、そもそもこの直結対戦を始めたのはどちらがバゲットサンドを食べるのか決めるためだったはずだ。

　再度残り時間を確かく認にんすると、十五分を切っている。恵メグミの件も大切だが、座すわる前に黒クロ雪ユキ姫ヒメが言おうとしていたことも気になる。

「あの……先せん輩ぱい。ミレディーさんの話をする前に、タクのこと聞いてもいいですか？　さっき先せん輩ぱいは、タクが何度も修しゆ羅ら場ばをくぐってることが問題だ、みたいに言ってましたよね……」

「ああ、彼の話が途と中ちゆうだったな」

　円柱の上で居住まいを正すと、黒雪姫は軽く首を横に振った。

「タクム君が多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたこと、それ自体には当然だが何の問題もない。彼がどんどん強くなっていることは私も全面的に認めるよ……だが、親友として感じたことはないか？　タクム君は、内ない罰ばつ的てきな行動が多すぎると」

「内ない罰ばつ的てき……って、自分を責めるとか、罰ばつするって意味、ですよね？」

「その通りだ」

「…………」

　アバターの口を引き結び、ハルユキは白いタイル敷じきの地面を見つめた。

　黒雪姫の指し摘てきを即そく座ざに否定することは、残念ながらできない。

　確かにタクムはいままで何度も自分の罪を口にしたし、何度も自分を犠ぎ牲せいにして仲間を守ろうとした。ハルユキは繰くり返かえし「お前にはもう罪なんかない」と伝えているのだが、タクムはきっとまだ、チユリのニューロリンカーにバックドア・プログラムを仕し込こんで黒の王を狩かろうとした自分を許していない。ＩＳＳキットに手を出してしまったのも、そんな自分への嫌けん悪お感かん、絶望感ゆえだったのだ。

　ハルユキから見れば全てを持っているように思えたタクムだが、いまでは根っこのところでは自分たちはよく似ているのだと自覚している。小さい頃ころからハルユキは、背が高くて格好良くて勉強も運動もできるタクムへの羨せん望ぼうを少しずつ募つのらせ、ついにはチユリとタクムを遠ざけてしまった。しかしタクムもまた、自分にはなくてハルユキにあるもの──それが何なのかはまだよく解わからないが──を欲ほつするがあまり、バックドア・プログラムの誘ゆう惑わくに負けた。

　黒雪姫が搬はん送そうされた病院での決戦と、ＩＳＳキット事件の時の再戦で、ハルユキとタクムは心の裡うちをさらけ出し、全力でぶつかり合った。しかしまだ少しだけ残る小さなしこりのようなもの……それを消し去るための、《レベル７での対戦の約束》なのだ。そこで手加減などしたらタクムは絶対にハルユキを許さないだろうし、もちろん逆も同じ。しかし黒雪姫は、いまのままではハルユキが勝ってしまうと言う。

「……タクが自分を責めていることと、あいつの強さは別……だと思うんですが……」

　顔を上げ、そう主張したハルユキに、黒クロ雪ユキ姫ヒメはごく小さく頷うなずいてみせた。

「普ふ段だんのノーマルな対戦ならそうだろう。タクム君の冷静さ、観察力や分析力、それらが導き出す卓たく越えつした戦術はすでにハイランカーの域だ。しかしさっきも言ったが、バーストリンカーの強さの三分の一は経験によって磨みがかれるものだ。タクム君も数多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた、それは間ま違ちがいないが、生きるか死ぬかの状じよう況きようで、彼は自分を犠ぎ牲せいにして仲間を助けようとする」

　そこで一呼吸置いた黒雪姫のアイレンズが、ゴーグルの奥おくで冴さえ冴ざえと光った。

「だがハルユキ君、キミは少し違ちがう。キミはどんな状じよう況きようでも諦あきらめず、自分も仲間も生き残らせようとする。いや、それは結果としてそうなるだけかな……。極きよく限げん状じよう況きようでのキミは、目の前の敵にどうやって勝つか、それしか考えていない。フーコから、キミがあのアルゴン・アレイを心しん意い戦せんで倒たおしたと聞いて、私は身み震ぶるいしたよ……」

「い、いえ、あれは僕一人の力じゃぜんぜんないですから……師し匠しようが引っ張ってくれなければ、攻こう撃げきを仕し掛かける前にレーザーで頭を撃うち抜かれて死んでました」

「ふふ、そそっかしいところは相変わらずか。だがその後に、アルゴンの《無限配列インフイニツト・アレイ》を正面から打ち破ったのだろう？　あのクラスの達人になれば、心意技の発動速度は通常の必ひつ殺さつ技わざとほとんど変わらないはずだ。それをスピードで上回ったのだから、もっと自信を持っていいぞ」

　珍めずらしく黒雪姫に手放しで褒ほめられ、ハルユキはすぼめた肩かたをもぞもぞさせながら小刻みにかぶりを振った。

「そ、それも、メタトロンが貸してくれてる《メタトロン・ウイング》のおかげですから……。さっき先せん輩ぱいは、アルゴンの他にも僕が戦ってきた強い人たちの名前をたくさん挙げましたけど、自分の力だけで勝った相手なんて一人もいないんです……」

「だが、彼らとの戦いは全て、キミを大きく成長させたはずだ。強つわ者ものたちに臆おくさず挑いどみ、石にかじりついてでも勝とうとするキミの強さ……それは残念ながら、いまのタクム君には欠けているものだ。もういちど言うが、キミがタクム君との勝負を剣と剣の戦いに限定しようとしているのは、何でもありの戦いなら自分が勝ってしまうと心の奥おく底そこで感じているからではないのか？」

「ち……違ちがいます！」

　再度、ハルユキは懸けん命めいに否定しようとした。

「限定とかじゃなくて……僕はただ、タクと剣で勝負したくて……」

「ならば訊きくぞ」

　穏おだやかな、しかし鋼はがねのような芯しんを感じさせる声が響ひびいた。

「タクム君とその剣で戦うとして、キミは飛行アビリティを封ふう印いんするつもりなのか？　キミの存在証明とすら言っていい、背中の翼つばさを？　そんな勝負で、タクム君が納なつ得とくすると思うのか？」

「…………！」

　ハルユキは鋭するどく息を吞のんだが、仮想の肺に溜たまった空気は言葉になろうとしない。息を止めたまま、黒クロ雪ユキ姫ヒメの問いを脳のう裏りで反はん芻すうする。

　本当は、少しだけ気付いていたのだ。飛行アビリティとルシード・ブレードは、いまのところ相あい性しようがいいとは言えないと。

　翼つばさの推力を打だ撃げき技わざに重ねる《エアリアル・コンボ》を剣けん攻こう撃げきに応用することはできる。だが飛行アビリティの真骨頂はやはりステージの空を自在に飛ひ翔しようするスピードと機動力であり、急きゆう降こう下か攻こう撃げきの威い力りよくは剣による斬ざん撃げきよりもダイブキックのほうが遥はるかに上回る。事実ハルユキは、アルゴン・アレイを撃げき破はした時、剣ではなく自分の右足を選んだ。正確には、ルシード・ブレードを使うことを考えすらもしなかった。

　胸に詰つまる空気を細長く吐はき出し、ハルユキは呟つぶやくように言った。

「確かに……剣で戦うとなったら、翼つばさは封ふう印いんしないといけないかもしれません。ただ、タクムも剣を使うなら、右みぎ腕うでの《杭打ち機パイルドライバー》は封ふう印いんすることになります。それなら条件は対等に……なりませんか……？」

「残念だが、タクム君はそうは思わないだろう」

　かぶりを振った黒雪姫は、右手の剣を持ち上げて、雲の隙すき間まから細く降り注ぐ金色の陽光にかざした。

「タクム君にとって、剣は使い慣れた武器だ。ことによると、右手の杭くい打うち機よりもな……。だがキミにとってはそうではない。先ほど、私の一いち撃げきを《柔じゆう法ほう》で受けたのは見事だったが、素す手でならもっと滑なめらかに捌さばいていただろう。その剣はまだ《リーチを延長する道具》であって、剣持ちアバターの基本である《剣との一体化》にすら辿たどり着ついていない」

「剣との……一体化……？」

「うむ。さっき、ほんのわずかだが余計な力が入っていた。刃やいばが欠けてしまったのは、私の斬ざん撃げきを力で押し返そうとしたからだ」

　黒雪姫の言葉は謎なぞ掛かけのようだったが、最後の指し摘てきだけはすとんと腑ふに落ちた。

　同時に、耳の奥おくに、かすかな声がこだました気がした。




　──力を力で押し返そうとするでない。

　──加速世界の剣けん技ぎに力は要いらんのじゃ。




　その声を聞いたのは、確か白のレギオンの《七連矮星セブン・ドワーフス》第七位、グレイシャー・ビヒモスと戦った時だ。しかしいったい何者の声だったのか、いまだに解わからない。喋しやべり方はハイエスト・レベルで遭そう遇ぐうした《四し聖せい》アマテラスに似ているが、声質はまったく違ちがう。

「──どうした、ハルユキ君？」

　呼びかけられ、いつの間にか伏ふせていた顔を急いで上げると、ハルユキはこくこく頷うなずいた。

「あ、す、すみません。えと……先せん輩ぱいの言いたいこと、少しだけど解わかります。打だ撃げき……パンチの威い力りよくはスピードとパワーで決まるけど、剣は少し違ちがうってことですよね。ここは現実じゃなくて加速世界なんだから、剣は何て言うか、その……刃は物もので……いやそれは当たり前ですよね、ええとええと、突き詰めれば刃は物ものですらなくて……切断力っていう概がい念ねんって言うか……」

　自分でも少々わけが解わからなくなりながら懸けん命めいに口にしたハルユキの言葉に、黒クロ雪ユキ姫ヒメはいちど瞬まばたきしてから「ほう」と声を上げた。

「なんだ、案外理解しているじゃないか。もちろん全ての剣がそうではない……中には鈍どん器きのように重さで叩たたき切きってくる剣もあるが、私のコレや、キミのルシード・ブレードは切断力特化タイプだ。そういう剣は使い方をマスターすれば鋼鉄すら斬きれるようになるが、そこに至るまでの道は果てしなく遠い。幼い頃ころから剣けん道どうを続けているタクム君といまのキミが、剣と剣の勝負で対等に戦えると思うのは、少々甘あまいと言わざるを得ないぞ」

「…………はい……」

　悄しよう然ぜんと項うな垂だれてから、ハルユキはすがるような気持ちで剣の主に訊たずねた。

「でも、なら、どうすればいいんでしょうか。完全に何でもありのルールだと僕が有利だって、先せん輩ぱいは思うんでしょう？　……素の実力にはまったく差はないか、タクのほうが上だって僕は信じてますけど、でもメタトロン・ウイングは……あれはメタトロンに借りてる力で、《同レベル同ポテンシャルの原則》の枠わく外がいですから。だからと言って強化外装を禁止にはできないし、メタトロン・ウイングだけを禁止にするルールも、きっとタクは納なつ得とくしません」

「うーむ……私はメタトロン・ウイングは本質的な問題ではないと思うが、まあ確かにタクム君は、キミが全ての力を使うことを望むだろうな。つまるところ、選せん択たく肢しは二つだ」

「二つ……？」

「まず一つは、心しん意い技わざもメタトロン・ウイングも全て使って、掛かけ値ね無しの全力でタクム君と戦う。さっきも言ったとおり、強つわ者ものたちと戦ってきた経験と勝ち切ろうとする意志力の差でハルユキ君が勝つと私は思うが、それも百パーセント決まっているわけではない」

「も、もう一つは……？」

「キミの望みどおり、飛行アビリティもメタトロン・ウイングも杭くい打うち機も封ふう印いんして、剣と剣で戦う……ただしそれまでに、タクム君も認めるほどの剣使いになるのだ。真の達人の域にな……それなら、キミとタクム君が望む、全てを焼やき尽つくすような本気の勝負ができるかもしれない」

「た……達人って……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、ハルユキは無意識の動作でルシード・ブレードの鞘さやに触ふれた。

「でも、僕、これをレベル６ボーナスで手に入れたばっかりですよ……タツジンなんかになろうと思ったら、何日……いえ、何週間修業すればいいのか……」

「甘あまい甘あまい」

　苦く笑しようした黒クロ雪ユキ姫ヒメが、さらりと訂てい正せいを入れた。

「少なくとも何ヶ月、ことによると年のオーダーだ。タクム君は剣けん道どうを小学三年生から……つまり五、六年も続けているんだろう？　そんな彼に追いつこうとするなら、生なま半はん可かな努力では足りないぞ」

「…………そう、ですね。本当に」

　剣けん道どう場じようで竹刀しないを振るタクムの姿、そして心しん意いの剣《蒼刃剣シアン・ブレード》を構えるシアン・パイルの姿を脳のう裏りに思おもい描えがきながら、ハルユキは答えた。

　何年単位の修業──現実世界の十時間で四百日以上が過ぎ去る無制限中立フィールドなら、それも不可能ではない。しかしハルユキは、そこまで長期の連続ダイブに臨んだことは一度もなかった。無制限フィールドの存在を知った頃ころに、黒雪姫に警告されたからだ。あまりにも長時間のダイブを続けると、リアルが薄うすくなる……現実世界の記き憶おくすらも曖あい昧まいになってしまう、と。

　昨日の領土戦が終わり、自宅に戻もどってから、ハルユキは大天使メタトロンの命令で再び無制限中立フィールドを訪おとずれ、二ヶ月ものあいだリンク強化の訓練を行った。いまのところそれが最長ダイブ記録だ。

　しかし今回、黒雪姫は自らハルユキに年単位の修業を提案した。そこまでしなければ、剣での戦い方をマスターすることは──そしてタクムと対等に戦うことは不可能だ、ということなのだろう。

「望む、ところです」

　下腹に力を入れ、ルシード・ブレードの鞘さやをしっかりと握にぎって、ハルユキは言った。

「タクと剣で戦えるなら、何年でも修業します。ノールールなら僕が勝っちゃうからとか、そんな理由じゃありません……僕はただ単純に、こいつでタクと勝負したいんです。そうすれば、僕もタクも《次》に進める……そう思うんです」

「──なるほど、了りよう解かいした」

　青あお紫むらさき色いろのアイレンズでまっすぐハルユキを見つめ、黒雪姫は応じた。

「いろいろケチをつけるようなことを言って済まなかったな、ハルユキ君。そういうことなら、私も協力は惜おしまない。これでも剣の技わざにはいささか覚えがあるからな……キミが達人級になるまで、責任を持って私が……」

　頼たのもしい言葉が突とつ然ぜん途と切ぎれたので、ハルユキはぱちくりと瞬まばたきした。

　そして、ようやく気付く。無制限中立フィールドでの剣の修業──黒雪姫がそれに同行することはできない。

　なぜなら、ダイブした瞬しゆん間かん、ブラック・ロータスは太陽神インティの猛もう火かに焼かれて死んでしまうのだ。正確には数十分の蘇そ生せい待ち時間があるはずだが、結果は変わらない。ブラック・バイスに仕し掛かけられた無限ＥＫの罠わなから脱だつ出しゆつする手段を見つけるまでは、黒クロ雪ユキ姫ヒメは無制限中立フィールドを訪おとずれることは絶対にできない……。

「──先せん輩ぱい」

　上体を乗り出し、ハルユキは無む我が夢む中ちゆうで言いい募つのった。

「絶対、絶対に、僕が先せん輩ぱいをインティの炎ほのおから助け出します。今夜のレギオン・ミーティングで、みんなと話し合って、脱だつ出しゆつの方法を見つけます。約束します……絶対に……」

「……ああ、解わかっているよ」

　アバターの硬こう直ちよくを解き、黒雪姫は微笑ほほえみの気配を滲にじませた。

「信じているとも……キミと、ネガ・ネビュラスの皆みなを。ようやく白のレギオンの悪事を暴あばくところまで来たのだ、ここで停てい滞たいするわけにはいかん。あんな火の玉ごときすぐに脱だつ出しゆつして、コスモスに宣戦布告しないとな」

「…………はい！」

　思い切り頷うなずき、勢いよく顔を上げると、視界上部のタイムカウントが目に入った。いつの間にか残り五分を切っている。

「あ……もう終わっちゃいますね。じゃあ、僕からドロー申しん請せいを……」

「何をヌルいことを言っているんだ」

　呆あきれたような声を出すと、黒雪姫は切断された円柱から音もなく立ち上がった。

「五分あれば充じゆう分ぶん。決着をつけるぞ、ハルユキ君」

「うぃ!?　は、はいぃ……」

　情けない声を出しながら、ハルユキも慌あわてて立つ。急いでルシード・ブレードを抜こうとしてから、もう一つしておくべきことがあると気付く。

「あ、ちょ、ちょっと待って下さい」

「なんだ、いまさら怖おじ気けづいたのか？」

「い、いえ、違ちがいます……や、違ちがわないですけど、対戦再開の前にちょっとだけ時間を下さい」

「ン……？　それは構わんが、もうあと四分半しか……」

「大だい丈じよう夫ぶ、三十秒で終わります」

　きっぱりと言い切り、ハルユキは両手を差し出した。

「先せん輩ぱい、手を貸して下さい」

「あ、ああ……」

　途と惑まどいを見せつつも、黒雪姫は両手の剣を持ち上げ、その切っ先にかすかな過剰光オーバーレイをまとわせた。ぴきっ、という音とともに剣けん尖せんが分ぶん割かつされ、驚おどろくほど華きや奢しやな五本の指へと変化する。

　差し出された手をそっと握にぎりながら、ハルユキは念じた。

　──メタトロン、休んでいるところ悪いけど、僕たちをハイエスト・レベルに導いてくれないか。

　返事はすぐに聞こえたが、それは声ではなく清らかな鈴すずの音だった。幾いく重えにも共鳴する音が二人を包み、やがてそれは仄ほのかな熱を帯びた光の流れとなって、黒クロ雪ユキ姫ヒメとハルユキの両りよう腕うでが作る円の中を循じゆん環かんする。

　──先せん輩ぱい、光の流れを感じて下さい。

　今度は黒雪姫に向かって思念を飛ばすと、少し途と惑まどったような声が脳のう裏りに響ひびいた。

　──うむ……これでいいのか？

　──そうです、集中して…………行きます！

　宣言するや、ハルユキはどこまでも加速する光に意識を同調させた。霊れい域いきステージの環かん境きよう音おんが遠ざかり、風景も白い光に溶とけて消え──。

　バシイイイイイッ！　という再加速音が鳴なり響ひびいた時にはもう、二人の精神は高次の空間へと飛ひ翔しようしていた。
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「ロータスを連れてきてよかったのですか、しもべ？」

　というのが、ハイエスト・レベルでハルユキと黒雪姫を出で迎むかえた大天使メタトロンの第一声だった。

「へ……？　どういうこと？」

　黒雪姫を連れてきたら何かまずかったのか、と思いながら問い返すと、大天使は瞼まぶたを閉じたままの美び貌ぼうに呆あきれたような気配を漂ただよわせる。

「前回、レイカーと一いつ緒しよにここに来た時、彼女が言っていたではないですか。ロータスなら、いつか私の助けを借りずとも独力でこの場所に到とう達たつするはずだ、と」

「……あ……そ、そうだった……」

「ま、そんなのはそもそも不可能な話ですけれど。前回も言ったとおり、ＢＢ２０３９の開かい闢びやく以来、ビーイングの導きを受けずにハイエスト・レベルに到とう達たつした小戦士はただの一人もいないのですから」

　メタトロンのその言葉を聞きながら、ハルユキは恐おそる恐おそる黒雪姫の様子を確かめた。

　少し離はなれた場所に立つ剣の主は、ハルユキたちに背中を向けて、眼下に広がる無限の星海に見入っていた。

　小さな光の一つ一つは全て、現実世界のソーシャルカメラで──メタトロンは《ノード》と呼ぶが──それらが集まって東京の地形を詳しよう細さいに描えがき出している。ハルユキたちのアバターも微び小しような光点で描びよう写しやされ、実体を持たないのでこの空間ではいかなる攻こう撃げきも意味をなさない。

　何の説明もなくこの世界にシフトさせられた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、いまどんなことを感じ、考えているのか。ハルユキがはらはらしながら待っていると、やがて密ひそやかな囁ささやき声ごえが聞こえた。

「……なるほど、ここがハイエスト・レベル……これが加速世界の真の姿、か」

　その声は存外落ち着いているので、ハルユキは急いで謝罪の言葉を口にした。

「あの、す、すみません先せん輩ぱい……何も言わずに連れてきちゃって……」

「謝あやまる必要はない」

　ふわりと振り向いた黒雪姫は、両手の剣を大きく広げた。

「キミやレイカーの話を聞いて、私もいつか来てみたいと思っていた場所だ。それが今日だとは予想していなかったが」

「ならば、もっと早くしもべに頼たのめばよかったではないですか。その機会は幾いくらでもあったのですから」

　不思議そうにメタトロンが訊たずねると、黒雪姫は両手を下ろし、小さく肩かたをすくめた。

「まあ、そうなんだが……少々ビビっていたのかもしれないな。レベル10に到とう達たつし、帝てい城じように封ふう印いんされた最後の神器を手に入れて、この世界の全てを知る……それだけを欲ほつして生きている私が、加速世界全体を俯ふ瞰かんした時にどう思うのか、自分でも想像できなくてな……」

「そ、それで……どうだったんですか……？」

　掠かすれ声ごえで問いかけたハルユキに、黒の王はたったひと言だけを返した。

「広いな」

「へっ……そ、それだけですか？」

「なんだ、それだけじゃ不満か？」

「いえ、そういうわけじゃないですが……」

「ま、私も自分の反応が少々意外ではあるよ。加速世界の巨きよ大だいさに圧あつ倒とうされるか、逆にこんなものか、と幻げん滅めつしてしまうか……そのどちらかだと思っていたが、いまはただ《広い》としか感じない。どうしてかな……」

　呟つぶやく黒雪姫に、メタトロンが語りかけた。

「それはロータス、お前が容いれ物ものとしての世界には興味がないからでしょう」

「む……そんなことはないと思うが」

「私には解わかるのです、なぜなら私も同じですから。この世界は広く、深い……しかし、所しよ詮せんは何者かが何らかの目的のために作った容いれ物もの、箱庭です。それは我らビーイングも同様ですが……だからこそ、私は知りたい。この世界が、そして私が存在する理由を」

　言い切った大天使の顔を、黒の王はしばし無言で凝ぎよう視しした。

　数秒後、フェイスマスクをわずかに上下させる。

「確かにそうだな。私も知りたい。ブレイン・バーストが作られた理由、バーストリンカーが戦う理由……その根源に何があるのかを。もっと……もっと先があるはずだと、私はいつも思い続けてきた。このデュエルアバターという、いや人間という殻からの外側に、誰だれも見たことのない何かが……」

　半ば思念として発せられたその言葉を聞いて、ハルユキは両目を見開いた。

　ほとんど同じ独白を、ハルユキはかつて確かに聞いた。黒クロ雪ユキ姫ヒメからＢＢプログラムを与あたえられたばかりの頃ころ、高こう円えん寺じの喫きつ茶さ店てんの奥おくまったテーブル席で、直結回線越ごしに。

　黒雪姫は変わっていない。あれから九ヶ月が経たち、たくさんのことが起き、たくさんのものが変化したのに、黒雪姫の心の奥おく底そこに秘められた望みはまったく変わっていない。

　あの時、ハルユキはこう答えたはずだ。

　どんなゲームでも、エンディングを見るのを放ほう棄きして、その直前のマップを永遠にうろつきたいなんて奴やつがいたらそいつはただのアホだ、と。上のレベルがあるなら目指すのは当然、そのためにブレイン・バーストは存在するんでしょう、と。

　実体なきアバターの胸に右手を当て、自分に向けて宣言する。

　──僕の気持ちだって変わっていない。先せん輩ぱいと一いつ緒しよにこのゲームをクリアして、《その先》を見たいという気持ちは。だから────

「……行きましょう、先せん輩ぱい」

　声に出してそう言うと、ハルユキは剣の主に歩み寄り、自分の胸から離はなした右手を黒雪姫の右腕に触ふれさせた。感かん触しよくはないが、それでも指先に淡あわい熱を感じる。

「この世界の果て……中心まで。僕や、メタトロンや、レギオンのみんなと一いつ緒しよに」

「……ああ、そうだな」

　微笑ほほえみながら──ブラック・ロータスのゴーグルの中にはアイレンズしか見えないが、それでもハルユキはそう感じた──黒雪姫は答え、気持ちを切きり換かえるように少し大きめな声を出した。

「それで、だ。キミが私をここに連れてきたのは、ただ世界の姿を見せるためではあるまい？　主たる目的は何なんだ？」

「あ、そ、そうでした。えと……」

　一歩下がり、大天使に体を向ける。

「メタトロン、《楓ふう風ふう庵あん》は気に入った？」

　前置きのつもりでそう訊たずねると、メタトロンはほっそりした眉まゆをわずかにひそめたものの、普ふ段だんの調子で答えた。

「ま、それなりには。無論、我わが居城とは比べものになりませんが、ああいったせせこましい家も、傷を癒いやしている時にはいいものですね。向こう見ずな小戦士が入り込んできたりもしませんし」

「そ、そう……。怪け我がの具合は？　白のレギオンとの戦いで消しよう耗もうした力は回復できたの？」

「それを最初に質問するべきでしたよ、しもべ」

　右手を伸ばし、ハルユキのヘルメットに軽くデコピンをくれてから──ハイエスト・レベルでも、なぜかメタトロンのこの攻こう撃げきだけはやんわりとした衝しよう撃げきを感じてしまう──大天使は、澄すました声で続けた。

「私は《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》と戦った時、コア以外の全情報を失ってしまいましたからね……それを修復リカバリーするのは容易なことではありませんが、レイカーが楓ふう風ふう庵あんを提供してくれたおかげで、お前とのリンク以外の全感覚を閉へい鎖さして修復に専念することができました。現在、体の再構築は七十八・三パーセントまで完かん了りようしています。このまま、こちらの時間であと十年ほども休きゆう眠みんを続ければ、完全修復できるでしょう」

「じゅ、十年も……!?」

　愕がく然ぜんとするハルユキに、メタトロンはいつもの呆あきれ顔がおを作ってみせた。

「私にとっては一ひと眠ねむりですよ。それに、ロウエスト・レベル時間に換かん算さんすればたかだか三日と少しではないですか」

「ま、まあ、そうだけどさ……」

　頷うなずくが、とても楽観はできない。修復が完全に終わる前にまた《マークⅡ》のような規格外の存在と戦うはめになったら、メタトロンは再び自分自身を消しよう耗もうさせてしまうのだ。

　そう考えれば、これから先の話をするのは躊躇ためらわれるが、いっぽうでこちらも待ったなしの状じよう況きように変わりはない。意を決し、本題を切り出す。

「……メタトロン、きみを呼んだのは、もういちどアマテラスと話をしたいからなんだ。正確には、アマテラスの友達のローズ・ミレディーとだけど、あの人に連れん絡らくする手段はそれしかないから……」

　ハルユキの言葉を聞いた途と端たん、メタトロンのみならず黒クロ雪ユキ姫ヒメもぴくりと体を動かした。

「……なるほど。しもべ、その要よう請せいは、無制限中立フィールドミーン・レベルに起きている異変と関係があるのですか？」

「い、異変って……？」

「現象としては大規模なものではないですが、加速世界の開かい闢びやく以来なかったことでもあります。いつも気ままにミーン・レベルのどこかを転がっているはずの《太陽神インティ》が、エリア００……《帝てい城じよう》の近きん傍ぼうで静止している。気付いたのはお前に呼ばれ、ハイエスト・レベルにシフトした直後ですが、あの玉っころが転がるのをやめたのも、これほど帝城に近づいたのも初めてのことです」

「た、玉っころって……インティのこと、嫌きらいなの？」

「ただ転がり続けるだけのアレに好きも嫌きらいもありませんが、不快な存在ではあります。我ら《四し聖せい》や《四し神じん》にも匹ひつ敵てきするほどの優先度を備えているくせに、こちらからのコンタクトには一いつ切さい反応しない。加速世界で最も意味不明なビーイングだと言っていいでしょう。二千年ほど前にようやくアレのことは考えるだけ無む駄だだという結論に達しましたが、これでまたあれこれ考察しなくてはならない。腹立たしいことです」

　メタトロンの口ぶりは本気で忌いま々いましそうで、ハルユキは思わず黒クロ雪ユキ姫ヒメと顔を見合わせてから、恐おそる恐おそる発言した。

「えっと……インティが帝てい城じようの近くで止まってる理由は、もう解わかってるんだ」

「ほう？」

　いつも閉じている瞼まぶたを少しだけ持ち上げ、大天使は神こう々ごうしい金色の双そう眸ぼうでハルユキを見た。

「その理由とは？」

「えと……不ふ愉ゆ快かいなことを思い出させちゃうかもだけど、きみの第一形態を《コントラリー・カセドラル》から引っ張り出して、東京ミッドタウンに移動させたのと同じ力だよ。インティはいま、神器《ザ・ルミナリー》に拘こう束そくされてるんだ」

　途と端たん、メタトロンは黒雪姫の《極冷気クロユキスマイル》に勝まさるとも劣おとらないほどの凍とう気きを漂ただよわせ、嫌けん悪お感かんも露あらわに言った。

「──つまり、またもやオシラトリ・ユニヴァースの仕し業わざということですか。しかし、いったいなぜ？　インティをあの座標に固定することで、あの者どもは何を得られるのですか？」

「それは……」

　七王会議での出来事を説明しようとして、ハルユキは一いつ瞬しゆん躊躇ためらった。

　メタトロンは、楓ふう風ふう庵あんに移動してからずっと全感覚を閉ざしていたため、黒雪姫を含ふくむ五人の王がインティの内部で無限ＥＫ状態になってしまっていることを知らない。知れば恐おそらく、いや間ま違ちがいなく休きゆう眠みんを中断し、インティをどうにかしようとするだろう。それは大いに頼たのもしいし、実際のところ黒雪姫を救出するためにはメタトロンの協力は不可欠とも思えるのだが、しかしハルユキとしては、もう完全に復活するまでは外に出て欲ほしくない。昨日の領土戦でも、傷が癒いえないままフルパワーで《トリスアギオン》を発射し、再び激しく消しよう耗もうしてしまったのだ。

　そんなハルユキの迷いを見抜いたかのように──。

「言いなさい、しもべ」

　大天使は毅き然ぜんとした声で命じた。直後、少し語気を弱めて──。

「……私もネガ・ネビュラスの一員なのですよ。ま、言わないのなら強制的に記き憶おくを覗のぞくだけですが」

　と付け加えられれば、もう拒きよ否ひはできない。

　淡あわい光でできた両手を強く握にぎり締しめ、ハルユキは頷うなずいた。

「わかった。でもきみ一人でどうこうしようとはしないで欲ほしい」




　体感時間で五分ほどかけて七王会議で起きたことを説明すると、メタトロンは「なるほど」とだけ呟つぶやき、半眼に閉じた瞳ひとみを下方に向けた。無数の光点で描びよう写しやされた東京都心、その中心部に黒々と横たわる帝てい城じようをしばし見み詰つめてから、視線を黒クロ雪ユキ姫ヒメへと動かす。

「──ロータス、残念ですが、私の力でもインティを破は壊かいすることはおろか、移動させることすら不可能です。アレは超高温の炎ほのおの塊かたまり……物ぶつ理り攻こう撃げきは核かくに届く前に溶とかされてしまうし、熱エネルギー攻こう撃げきは吸収されてしまう」

　普ふ段だんは唯ゆい我が独どく尊そん極きわまりないメタトロンの、いつになく消極的な言葉にハルユキは驚おどろいたが、黒雪姫は動じる様子もなく首しゆ肯こうした。

「ああ……私は遠くから見たことしかないが、昔は多くのバーストリンカーたちが、どうにかしてインティを倒たおしてやろうとあれこれ試ためしたらしいからな。大量の水、もしくは氷で冷やすしかないと誰だれもが考えたが、無制限フィールドが《大海》や《暴風雨》になると不思議に姿を現さないと聞いたな……」

「恐おそらくは、インティにも私のコントラリー・カセドラルやアマテラスのアマノイワトのような拠きよ点てんがあるのでしょう」

　直径二十メートルにも達する大火球の拠きよ点てん、というのがいかなる場所なのかハルユキは懸けん命めいに想像しようとしたが、具体的な形を思いつく前にメタトロンが口を開いた。

「となると……やはりアマテラスを呼ぶしかないようですね」

「え……？　でも僕、まだミレディーさんと話をしたい理由を説明してないけど……」

「どうせアマテラスにも同じ話をするのでしょう？　手間を省きましょう」

　せっかち星人のパドさんのようなことを言うと、メタトロンは再び瞼まぶたを閉じた。

　わずか〇・五秒後。

　メタトロンの隣となりに小さな光のドットが出現し、それは瞬しゆん時じに日輪を模した髪かみ飾かざりへと変化した。新たに大量の光点が空間に漂ただよい、凝ぎよう集しゆうして、巫み女こを思わせる和装のＦ型アバターを作り出す。

　実体化──と言ってもハイエスト・レベルなので実体はないのだが──した四し聖せいアマテラスは、隣となりの大天使と同じく瞼まぶたを閉じたままの両目でハルユキを、次いで黒雪姫を一いち瞥べつすると、右手の扇せん子すを勢いよく開いて口くち許もとを隠かくし、少し低めの艶あでやかな声を響ひびかせた。

「シルバー・クロウ、言うたじゃろうが、妾わらわがハイエスト・レベルにシフトするのは百年に一度じゃと……前に顔を合わせてから、まだ一年も経たっておらぬぞえ」

「はいっ、お、お呼び立てしてすみません！」

　指先までぴしっと伸ばした両手を体の脇わきに揃そろえ、頭を下げる。無制限フィールドの百年は、現実世界の三十六日と十二時間──しかし、さすがにそこまで待てる状じよう況きようではない。

「その、アマテラスに急ぎのお願いがあって……」

　しかし、インティと同じ太陽神の尊号を持つビーイングは、再び閉じた扇せん子すを突き出してハルユキの言葉を遮さえぎった。

「しかもクロウよ、お主は約束したはずじゃな？　妾わらわの社やしろ……アマノイワトまで、供く物もつを持って礼を言いに来ると」

「は、ハイ……いずれ、必ず……」

　──という答えが、前回と一字一句同じだと気付き、急いで付け加える。

「ええと、それで、供く物もつって具体的にはどんなものを持っていけば……」

「そうじゃな……そこのイヤミな大天使めに、ケーキとやらを食ったと散々自じ慢まんされたので、同じものを所しよ望もうするぞえ」

「へっ……ケーキ……？」

　そんなもの食べたっけ、と首を傾かしげながらメタトロンを見て、やっと思い出す。二人を楓ふう風ふう庵あんに案内した楓フウ子コが、不思議な木の実がたっぷり載のったケーキを出してくれたのだ。確かにあれは美お味いしかったが、加速世界のどこで手に入るのかさっぱり解わからない。

「……メタトロン、あのナッツケーキのこと、アマテラスに自じ慢まんしたの？」

　とりあえずそう訊たずねると、大天使はふんと顔を背そむけつつも、少しばかり焦あせったような声を出した。
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「自じ慢まんなどしていません。十年ほど閉へい鎖さモードになることをアマテラスに伝えた時、ついでに情報共有したまでです」

「なにが情報共有かえ、妾わらわが味覚データの複製を要求したらすげなく拒きよ否ひしよったくせに」

「味覚をコピーしただけでは食べたことにはならないからです！　あのケーキを味わいたければ、本体をアマノイワトから出して、私の仮かり宿やど……いえ、新居までやってくることですね」

「無茶を言うでない。本体で外に出ようと思ったら、妾の第一形態を……」

　このまま最上位ビーイング同士の会話を聞いていたい気もしたが、いつ終わるのかも定さだかでないので、ハルユキは必死に割り込みをかけた。

「あの、す、すみません！　ケーキはレイカー師し匠しように手に入れて貰もらって、必ずアマノイワトまで届けますから、いまは僕らの話を……」

　すると太陽神は、閉じたままの瞳ひとみでじろりとハルユキを睨にらみ、言った。

「いつかではなく、メタトロンの修復が終わったらすぐに持ってくるのじゃぞ。それで、妾に何の用なのじゃ？」

　──ようやく本題まで来た……。

　内心で呟つぶやきつつ、ハルユキはぴんと背中を伸ばした。ローズ・ミレディーと連れん絡らくを取りたい理由をアマテラスとメタトロンに説明するには、オーキッド・オラクル……若ワカ宮ミヤ恵メグミの置かれた複雑極きわまる状じよう況きようを理解して貰もらう必要がある。喋しやべることは相変わらず苦手で、黒クロ雪ユキ姫ヒメを頼たよりたくなってしまうが、アマテラスを召しよう喚かんすることを選せん択たくしたのは自分なのだから、その責任は果たさなくては。

　一いつ瞬しゆんだけ黒雪姫に視線を向けてから、ハルユキは二人の上位ビーイングに向けて、知る限りのことを説明し始めた。










　　　４




「やれやれ……なんだか、まんまとキミの策に嵌はまってしまったような気がするぞ……」

　現実世界に戻もどった黒クロ雪ユキ姫ヒメは、そうぼやきながら首からＸＳＢケーブルを外し、ハルユキに返した。

「さ、策だなんてそんな……」

　ぷるぷるかぶりを振り、ケーブルをポケットに戻もどしてから、ハルユキはテーブルの真ん中に置かれた皿を黒雪姫の前まで移動させた。

「でも、対戦に勝ったのは先せん輩ぱいですから、それは先せん輩ぱいが食べて下さい！」

「わかったよ、有あり難がたく頂こう」

　ドライトマトとモッツァレラチーズ、ルッコラのバゲットサンドを持ち上げ、かりっと音をさせて端はしっこを嚙かむ。まだ冷蔵庫にデザートのレモンタルトが控ひかえているのだが、さすがのハルユキもお腹なかがいっぱいで、明日に持もち越こしということになりそうだ。

　明日。

　というのは、今日の次の日のことだ。つまり、寝ねて起きなければ明日は来ない。そんな当たり前のことを考えた途と端たん、脳のう裏りに一時間ほど前の黒雪姫の言葉がリフレインする。

　──頼たのむ……今夜は、私と一いつ緒しよにいてくれないか。

　その要よう請せいにハルユキは「もちろんです」と答えたわけだが、実際のところ、黒雪姫の考える《今夜》が具体的にどのような意味を持っているのかは定さだかでない。中学生としてはちょっと遅おそめの時間、たとえば夜九時ぐらいまでなのか。一人歩きがソーシャルカメラに捕ほ捉そくされると近きん隣りんのお巡まわりさんに通報が飛んでしまう可能性がある深夜十二時あたりなのか。あるいは更さらにその先──補導リスクはなくなるもののまったく異なる大問題が発生してくる翌朝までコースなのか。

　どちらにせよ、なるべく早く母親にメールしなくてはならないが、その内容も帰宅予定時間によって変わってくる。深夜、あるいは翌朝パターンとなると、タクムの協力を仰あおがねばならないかもしれない。

　そのようなことを限界の高速思考で検討し続けるハルユキの前で、黒雪姫は小ぶりのバゲットサンドを食べ終えると、カップに残ったスープを飲み干して「ふうっ」と息を吐はいた。

「いやあ、お腹なかいっぱいだ。ここまで限界に挑ちよう戦せんするのはいつ以来かな……」

「すすすみません、沢たく山さん買いすぎちゃって……」

　慌あわてて頭を下げるハルユキに、黒雪姫はにっこり笑いかけた。

「謝あやまらなくてもいい、キミが言っていたことは事実だったからな」

「え……僕、何言いましたっけ……」

「《いっぱい食べれば元気が出る》」

「あ……は、はい……」

「確かに元気が出たよ、やはり食事は大切だな。それにキミと久しぶりに対戦できたし、ハイエスト・レベルにも行けたし、メタトロンやアマテラスにも会えたし……《怒りんぼグランピー》と会えなかったのは残念だったが……」

「……そうですね……」

　もういちど、ゆっくりと頷うなずく。

　ハイエスト・レベルでハルユキの説明を聞いた四し聖せいアマテラスは、ローズ・ミレディーとコンタクトを取ろうと試みてくれたが、残念ながら反応はなかった。アマテラスとミレディーの《リンク》は現実世界ロウエスト・レベルに届く段階ではないらしいので、それも無理からぬところだ。一千倍に加速された時間が流れる無制限中立フイールドミーン・レベルでは、誰だれかがダイブした時にその知り合いも偶ぐう然ぜんダイブしている可能性はごく低いのだから。

　しかしアマテラスは、次にミレディーとコンタクトできた時に伝言を伝えると言ってくれたので、ハルユキは多くのバーストリンカーたちとの連れん絡らくに使っている匿とく名めいメールアドレスを──この場合の《匿とく名めい》はニューロリンカーに紐ひも付づいていないという意味だ──教えておいた。アドレスの文字列を音声で伝えるというのはなかなか新しん鮮せんかつ不安な経験だったが、ハイエスト・レベルでは口で言おうと文字で書こうと本質的な違ちがいはないらしい。

　ミレディーがハルユキの伝言をいつ受け取るのか、受け取ったとして本当に連れん絡らくしてきてくれるのかはまったく解わからない。明日まで待ってコンタクトがなければ、若ワカ宮ミヤ恵メグミの件に関しては彼女の協力なしで動くことになるだろう。

「……先せん輩ぱいは昨日、できればミレディーさんもオシラトリから脱だつ退たいさせて、ネガ・ネビュラスに加入させたいって言ってましたよね」

　ハルユキが小声で訊たずねると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは無言で頷うなずいた。

「可能性は……あるんでしょうか。いままで僕が接せつ触しよくした白のレギオンの人たちは、ビヒモスさんも、フェアリーさんも……先せん輩ぱいたちを無限ＥＫにしたプラチナム・キャバリアーでさえも、加速研究会の奴やつらと違ちがって、悪人って感じじゃありませんでした……あ、す、すみません、こんなこと言って」

「いや、いいよ、言いたいことはよく解わかる。──それで？」

「えと、何て言うか、あの人たちは、自分たちの行いが加速世界にたくさんの苦しみを生み出してるって解わかってて、それでも何かの理由でどうしてもやらなきゃいけないんだって考えてるみたいでした。たぶん、ミレディーさんもそこは同じだと思うんです。ハイエスト・レベルで、ミレディーさんは言ってました……オシラトリにはオシラトリの戦うべき理由があって、それはネガ・ネビュラスのそれと絶対に相あい容いれない、って」

　ハルユキが口を閉じても、黒雪姫はしばらく何も言わず、ただ両手の中のスープカップを見み詰つめていた。

　やがてカップから手を離はなし、ハルユキを見る。透とう明めい感かんのある漆しつ黒こくの瞳ひとみが、痛みに耐たえるかのように細められる。

「──姉は……私の《親》である白の王ホワイト・コスモスは、私を偽いつわりの情報で操あやつり、先代赤の王レッド・ライダーを全損させるよう仕向けた。その話は前にしたな……」

「え、ええ……」

　ぎこちなく頷うなずく。

《プロミネンス》の初代レギオンマスターであるレッド・ライダーは、七人の王の友情の証あかしとして《武器創造アームズ・クリエイシヨン》アビリティで七丁の銃じゆうを創り、配布した。《七道セブン・ローズ》と名付けられたその銃じゆうはリボルバー式で、七連発の弾だん倉そうに七色の弾だん丸がんが込められていたが、トリガーを引いても弾だん丸がんは発射されない仕様だった。

　しかし白の王は黒クロ雪ユキ姫ヒメに、その銃じゆうは核かくミサイルの如ごとき圧あつ倒とう的てき威い力りよくを持つ《相そう互ご確かく証しよう破は壊かい兵へい器き》で、赤の王はそれを配布することで七大レギオンの相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やくを絶対かつ恒こう久きゆう的てきなものとしようとしている、という偽いつわりの情報を吹ふき込んだ。三年前……黒雪姫が小学六年生の時のことだ。

　当時、全てのバーストリンカーはレベル10を目指して戦うべきだと主張していた黒雪姫だが、それでも他の王たちとは好敵手、あるいは同士として認め合う関係だったらしい。しかし、白の王が試射してみせた《セブン・ローズ》の、フィールドの建物を根こそぎ薙なぎ払はらうほどの威い力りよくが黒雪姫を追おい詰つめた。銃じゆうが抑よく止し装そう置ちとして機能し始めたら永遠にレベル10にはなれないと思おもい詰つめ、七王会議でレッド・ライダーに不意打ちを仕し掛かけて、サドンデス・ルールによってポイント全損させた。

「……私はずっと、こう考えてきた。コスモスは、何らかの理由でライダーを排はい除じよする必要が生じたから、私にその汚よごれ役やくを押しつけたのだろう、と。実際、コスモスは蘇そ生せいしたライダーを操り、ＩＳＳキットを造らせていたわけだが、しかし……最近、ふと思うことがある……」

　呟つぶやくように言う黒雪姫の顔を、ハルユキは息をするのも忘れて見み詰つめた。一度でも瞬まばたきをしたら目の前から消えてしまいそうな儚はかなさを感じ、膝ひざの上で両手を握にぎり締しめる。

「私は、いまもまだコスモスに操あやつられているのではないか。ライダーを全損させたことで役目が終わったわけではなく、あれはただの過程で……コスモスと敵対し、オシラトリをある程度追おい詰つめた現在でさえまだ、コスモスの掌てのひらで踊おどらされているだけなのでは、と……」

　その言葉を聞いたハルユキは、思いきり首を左右に振り動かした。

「そんな……そんなはずはないです！　昨日の領土戦で、オシラトリは……ブラック・バイスは間ま違ちがいなく僕らをポイント全損させるつもりだったし、今日の七王会議でも、先せん輩ぱいや他の王たちを無限ＥＫに追い込んだ作戦は捨て身もいいところでした。白の王も追おい詰つめられているんです……ＩＳＳキットの本体が破は壊かいされたことや、加速研究会の正体が暴ばく露ろされたこと、いえそれ以前に先せん輩ぱいがネガ・ネビュラスを復活させたことそのものが、白の王には予定外だったはずです！」

　言い張るあいだに前のめりになりすぎたハルユキは、バランスを崩くずして椅い子すから転げ落ちそうになり、慌あわててテーブルに両手を突いた。そんなハルユキを見て、黒クロ雪ユキ姫ヒメはくすっと笑うと言った。

「そうだな……。キミたちが一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているのに、私がグラグラしているようではレギオンメンバーに合わせる顔がないからな。キミやフーコに見抜かれてしまったように、初めての無限ＥＫで少なからず動どう揺ようしていたのだが、考えてみれば謡ウタイやあきらは二年も同じ状じよう況きように耐たえ続けたのだ。グラフの奴やつだけは、自力でどうにかしたらしいが」

「せ……先せん輩ぱいはやめて下さいね、グラフさんだって四し神じんゲンブの領域から完全に脱だつ出しゆつできたわけじゃなくて、帝てい城じようの中に逃げ込んで、いまもまだそのままなんですから……」

「ふふ、解わかっているよ。今夜のレギオンミーティングでは脱だつ出しゆつ作さく戦せんについて話し合うことになるだろうが、私はもう焦あせっていない。領土戦や通常対戦には影えい響きようないわけだし、オシラトリへの総そう攻こう撃げきが終しゆう了りようしてからでもいいと思っている」

「…………はい」

　すぐに僕が助け出します、と言いたいのを堪たえて、ハルユキは頷うなずいた。

　太陽神インティの恐おそろしさはすでに体感している。メタルカラーのシルバー・クロウでも、無防備に突っ込めば一秒と持たずに燃もえ尽つきてしまうだろう。同じ太陽神であるアマテラスも、インティの攻こう略りやく法ほうを訊たずねたハルユキに、何やら渋しぶい顔で「あの火ヒ玉ダマには関わりたくないのじゃ、すまぬな」と言っただけだった。黒雪姫を救出したいなら、闇やみ雲くもに特とつ攻こうするのではなく、仲間たちとしっかり計画を練らなくてはならない。

「話を戻もどすが……」

　そう前置きしてから、黒雪姫は落ち着いた口調で再び話し始めた。

「キミがさっき言ったとおり、オシラトリのメンバー、ことに幹部である《七連矮星セブン・ドワーフス》たちはある種の覚かく悟ごに基もとづいて行動していると私も感じる。ミレディーもその覚かく悟ごを共有しているのなら、そう簡単にレギオンを抜けるという選せん択たくはできまい……コスモスは、敵に回った元部下に《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》を使うことを躊躇ためらいはしないだろうしな。だが、わずかな可能性がないわけではない」

「ど、どんな可能性ですか……？」

「ミレディーの覚かく悟ごの重さを、彼女のオーキッド・オラクルとサフラン・ブロッサムへの思いが上回れば、あるいは……」

　その言葉は、ハルユキの記き憶おくを強く刺し激げきした。耳の奥おくで再生されたミレディーの声を、そのまま繰くり返かえす。

「オーキッド・オラクルのために、そしてサフラン・ブロッサムのために、わたしが為なすべきことをする……ミレディーさんは、そう言い残してハイエスト・レベルから消えました。あれって……白の王を裏切るって意味だったんでしょうか……？」

「──解わからん」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメはそう呟つぶやくとスープカップを持ち上げたが、空であることに気付いてテーブルに戻もどす。

「……お茶を淹いれよう。アイスティーでいいか？」

　立ち上がる黒雪姫に、ハルユキは急いで答えた。

「はい、もちろんです。あの、僕、テーブルを片付けます」

「そうだな……じゃあ、一いつ緒しよにやっつけてしまうか」

　二人は空になった皿をキッチンに運んで食洗機に入れ、バイオプラスチックのパッケージ類をディスポーザーに投下すると、並んでお湯が沸わくのを待った。このタイミングで《今夜》の意味合いを確かめるべきだ、とハルユキは考えたが最新型のケトルはあっという間に五百ミリリットルの水を沸ふつ騰とうさせてしまい、またしても機会を逸いつする。

　黒雪姫は、缶かん入いりの茶葉で少し濃こいめの紅茶を淹いれ、ロックアイスをたっぷり詰つめたグラスと一いつ緒しよにテーブルに運んだ。蒸むらし時間が終わった瞬しゆん間かん、ポットからグラスにルビー色の液体を勢いよく注ぐと、パキパキッと軽かろやかな音が響ひびく。

　ストレートの紅茶はやや苦手なハルユキだが、あまりにもいい香かおりがするのでそのまま口をつけてみると、苦みがないわけではないがすっきりしていて、砂糖を入れていないのに仄ほのかな甘あまみを感じた。飲んだあと鼻に広がる香かおりは、マスカットのように華はなやかだ。

「すごく美お味いしいです」

　と語ご彙い力りよくに欠ける感想を述べた途と端たん、黒雪姫は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「これは恵メグミがプレゼントしてくれた、ダージリンのセカンドフラッシュなんだ。産地で五月から六月にかけて摘つまれた茶葉をそう呼ぶんだけどな」

「へええ……あれ、でも紅茶って確か、発はつ酵こうの過程があるんですよね？　まだ七月なのに、もう日本で手に入るんですね」

「いいところに気がついたな。恵の行きつけの紅茶専門店で、今年初めて入にゆう荷かしたセカンドフラッシュらしい。一学期最後の生徒会役員会議があった日にくれたんだ……」

　もういちど、今度は少し憂うれいを帯びた笑えみを浮うかべると、黒雪姫もグラスを傾かたむけた。しばし瞑めい目もくして紅茶を味わってから、再び話し始める。

「──私も同じ日、彼女に高こう円えん寺じの雑貨屋で見つけたティースプーンをプレゼントした。放課後は喫きつ茶さ店てんに寄り道して、とりとめのないお喋しやべりをした。そんな日々がこれからも続くと思っていたんだが……私は恵のことを何も知らなかった、いや知ろうとしなかったんだな……」

「だったら、これから知っていけばいいんです」

　冷たい紅茶のおかげか、ハルユキの口はいつになくスムーズに動いた。

「僕だって先せん輩ぱいについて知らないことはまだまだたくさんあると思うし、先せん輩ぱいも僕のことを何もかも知ってるわけじゃないでしょう？　たぶん何十年かけても、お互たがいのことを知しり尽つくすなんて無理だと思いますよ……だからこそ人って面おも白しろいし、一いつ緒しよにいると楽しいんじゃないでしょうか」

　すると黒クロ雪ユキ姫ヒメは、二回連続で瞬まばたきしてから口くち許もとを綻ほころばせた。

「驚おどろいたな、キミからそんな言葉を聞くとは。出遭った頃ころは、これ以上は何も望みません、とか言っていたのに」

「うあ……す、すみません……」

　確かに言ったなあそんなこと、と椅い子すの上で身を捩よじっていると、黒雪姫はふふふと愉ゆ快かいそうに笑った。

「謝あやまる必要はないさ、キミの言うとおりだ。これから少しずつ知っていけばいい……そのためにも、恵メグミを取とり戻もどさないとな」

「はい！」

　勢いよく頷うなずくと、まるで相あい槌づちを打つように、グラスの中で氷が鳴った。

　二人がアイスティーを飲み終えると同時に、時刻は夜八時を回った。レギオンミーティングは八時半からだが、その前に母親に連れん絡らくを入れなければならない。しかしいったいどうやって、《今夜》という言葉に込められた黒雪姫の真意を確かめればいいのか。

　そろそろ帰ります、と切り出してみる？　しかし黒雪姫は、たとえ内心でがっかりしたり、寂さびしい思いをしたとしても口には出さないだろう。いちばん辛つらい時に傍そばにいられなかったら、何の意味もない。

　椅い子すに座すわったまま煩はん悶もんしていると、黒雪姫が思い出したように言った。

「そう言えばハルユキ君、親おや御ごさんに連れん絡らくしなくていいのか？」

「ひぇ!?」

「ひえ、ってことはないだろう。キミはまだ中学生なんだから、そういうことはちゃんとしなくちゃダメだぞ」

「は、はははい、それは重々解わかってるんですが」

　──その連れん絡らくの中身をどうすれば！

　とまでは訊きけないまま、右手をぎこちなく動かして仮想デスクトップにメッセージアプリを立ち上げる。空白のウインドウを凝ぎよう視ししながら懸けん命めいに頭を回転させ、「友達の家で夏休みの宿題をするので遅おそくなる、もしかしたら泊とまるかも」という内容の短文を母親宛あてに送信。数秒後、「迷めい惑わくにならないようにしなさい」という返事が表示されたので、ふうっと息を吐はいてアプリを閉じる。

「母上は何と？」

　すかさず黒雪姫に問われ、ハルユキはそのまま答えた。

「えと、迷めい惑わくにならないように……って」

「そうか」

　頷うなずく黒クロ雪ユキ姫ヒメもなぜかほっとした様子だったので、ハルユキは恐おそる恐おそる付け加えた。

「実は、夏休みの宿題をするからって理由にしちゃって……」

「はは、なるほど。ならば噓うそにするわけにはいかないな……ミーティングが終わったら、宿題をみっちり見てあげよう」

「よ、よろしくお願いします」

　と答えつつも、脳のう裏りでは「みっちりって具体的に何時間なの！」と叫さけばずにいられないハルユキだった。

　紅茶のグラスも片付けると、二人はダイニングテーブルからリビングスペースに移動した。家具らしいものは円形のビーズクッションと壁かべのラダーラックぐらいだが、南東の隅すみに設置された九十センチ水すい槽そうが目を引く。ハルユキは小走りに駆かけ寄よると、中を覗のぞき込んだ。

　生体は小型熱帯魚が二十匹ぴきほど泳いでいるだけで、水すい槽そうの主役は工く夫ふうを凝こらしてレイアウトされた多様な水草だ。それらの中でも最も目を引くのは、底床ソイルから水面に向かって伸び上がり、円形の葉を広げる熱帯スイレン。以前に見た時は茎くきと葉だけだったのだが、いまはその中央に楕だ円えん形けいの蕾つぼみが突き出している。

「あっ……蕾つぼみができてますね！」

　ハルユキが叫さけぶと、黒雪姫も隣となりで水すい槽そうを覗のぞき込んだ。

「ああ、ようやくな。もう少し早いと思っていたんだが、案外時間がかかるものだな」

「咲さくの、楽しみですね」

「うん。キミがくれたスイレンだからな」

　そう囁ささやいた黒雪姫が、ハルユキの背中に手を触ふれさせる。

　このスイレンは、去年の秋、自動車事故で重傷を負って入院した黒雪姫がＩＣＵから一いつ般ぱん病びよう棟とうに移った日にハルユキが見み舞まいに持っていったもの──正確にはその子供だ。《リンジー・ウッズ》という品種名すらハルユキは知らなかったのだが、この種類のスイレンは葉の付け根に肉芽ムカゴができることがあり、それを裏返して裏返して水面に浮うかべておくと、運が良ければ根と新芽が伸びるらしい。黒雪姫は、たった一つだけ付いていたムカゴを慎しん重ちように発芽させ、ここまで育てたのだ。やがてこの蕾つぼみが開けば、黒の王ブラック・ロータスの過剰光オーバーレイとよく似た青紫色の花が咲さくはずだ。

「咲さいたら教えてください、また見に来ますから」

「約束だぞ。……さ、そろそろ時間だ」

　その言葉に視界右下を見ると、時刻は八時二十七分になっていた。

　黒雪姫はハルユキの背中を押し、リビングの中央に置かれたビーズクッションに座すわらせると、自分も隣となりに腰こしを下ろした。上等なマイクロビーズを使っているのだろう、クッションはまるで密度のある液体のように変形してハルユキの体を包つつみ込む。

「あ、相変わらずこのクッション、気持ちいいですね」

　と口では言ったものの、正直なところ感覚の大部分は、黒クロ雪ユキ姫ヒメの体と触ふれ合あう右腕にフォーカスされている。もう少し距きよ離りを取りたいと思っても、クッションの構造上それは不可能だ。

　いっぽう黒雪姫は、密着状態を気にする様子もなくハルユキに体を預け、笑いを含ふくんだ声で言った。

「このクッションは人を堕だ落らくさせるから、油断すると眠ねむくなってしまうんだ。ミーティングでアクビなんかするなよ」

「は、はひっ。そ……そう言えば、今日のミーティングって、誰だれがホストになるんですか？」

「フーコだ。ちょっと覚かく悟ごしておいたほうがいいぞ」

「え……何をです？」

「見れば解わかるさ。よし、行くぞ……」

　隣となりで黒雪姫がすうっと息を吸うと、華きや奢しやな胸きよう郭かくが膨ふくれる感覚まで伝わってきて更さらにドギマギさせられるが、ハルユキもどうにか最低限必要なだけの空気を吸い込んだ。タイミングを合わせ、ボイスコマンドを発声。

「「ダイレクト・リンク！」」

　まずビーズクッションの柔やわらかさが、続いて床ゆかの硬かたさが消え、視界がブラックアウトした。右腕に残る黒雪姫の体温を意識しながら、ハルユキは仮想の暗くら闇やみへと落下していった。
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　久しぶりにピンク色のブタアバターに変身したハルユキは、小さなひづめのついた足が固い平面に触ふれた途と端たん、ふうっと安あん堵どの息を吐はいた。《ＩＣＢＭ》や《ストラト・シューター》といった二つ名を持つ楓フウ子コがデザインしたＶＲスペースなら、ことによると地面すら存在しないのではと覚かく悟ごしていたのだが、さすがにそこまでのことはないらしい。

　顔を上げ、ぐるりと周囲を見回し──。

「うひいいいっ！」

　と悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく。途と端たん、四方からどっと笑い声が上がる。

「ほーら、こいつもダメだったろ！　賭かけはあたしの勝ちだぜ、ベル！」

　と叫さけんだのは、おとぎ話の王子様のようなコスチュームに身を包んだ赤毛の少女──一日前までは赤のレギオン《プロミネンス》の二代目頭首、そしていまは第三期ネガ・ネビュラスの暫ざん定ていサブマスターを務める赤の王スカーレット・レインこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コことニコだ。

　その隣となりで、ネコ型グローブを嵌はめた両手を腰こしに当てて立つワンピース姿のネコミミ少女は、ハルユキの幼おさな馴な染じみでありタクムの《子》でもあるライム・ベルこと倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リ。

「あーもぉー！　あんたいつも空を飛び回ってるんだから、これくらいの高さ、我が慢まんしなさいよね！」

　理り不ふ尽じんな小言を頂ちよう戴だいしたハルユキは、ぴょこんと立ち上がってから反論した。

「これくらいって言うけど、こんなのビックリするだろ普ふ通つう！　塔とうとか浮うき島しまとかならまだしも、生き物じゃん！」

　言いながら、改めて状じよう況きようを確かく認にんする。

　四方はどこを見ても、白い雲が浮うかぶ真っ青な空。足あし許もとは灰色がかった平面だが、左右は丸みを帯びながら落ち込み、前方は丘おかのように盛り上がる。後方に細長く伸びた先でゆるやかに動くのは、ブーメラン型の巨きよ大だいなヒレ。全長四十メートル、幅はば七メートルはありそうな流線型の生物の背中に、ハルユキたちは立っているようだ。

　ハルユキは、丘おか……ではなく巨きよ大だい生物の頭上に立つ水色のドレス姿の女性アバターに問いかけた。

「師し匠しよう、この生き物、クジラですか？」

「正解よ、鴉からすさん」

　にっこり笑ったスカイ・レイカーこと倉クラ崎サキ楓フウ子コは、亜あ麻ま色いろのロングヘアを微そよ風かぜになびかせながら説明を続けた。

「名前は《タラッサ》、好きな食べ物はさば雲といわし雲。雷かみなりが大だい嫌きらいで、積乱雲に突っ込んじゃうと暴れるから気をつけてね」

「……は、ハイ」

　そうは言ってもここは加速世界ではなくグローバルネット上のＶＲスペースなのだから、積乱雲を出すも出さぬも楓フウ子コの匙さじ加か減げんひとつなのでは……と思ったが野や暮ぼな突っ込みは自制してこくこく頷うなずく。

　改めて周りを見回すと、空飛ぶクジラの広大な背中には、すでに十体以上のアバターが集合していた。色も形も様々だが、巫み女こ装しよう束ぞく姿すがたのアーダー・メイデン／四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ、カワウソに変身したアクア・カレント／氷ヒ見ミあきら、古めかしいロボット姿のシアン・パイル／黛マユズミ拓タク武ム、豹ひよう頭とうライダーのブラッド・レパード／掛カケ居イ美ミ早ハヤあたりはすぐに識別できる。

　現実世界の容姿とよく似た少女型アバターに揃そろいのエプロンドレスを着せている三人組は、ショコラ・パペッター／奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ、ミント・ミトン／三ミ登ト聖サト実ミ、プラム・フリッパー／由ユ留ル木キ結ユ芽メのプチ・パケ組に間ま違ちがいあるまい。薄うす紫むらさき色いろのナース服の腰こしに大型のハサミを飾かざるロングヘアの女性は、マゼンタ・シザー／小オ田ダ切ギリ累ルイだろう。ここまでが、元ネガ・ネビュラス組ということになる。

　彼ら彼女らと順に視線を合わせてから、ハルユキはクジラの尻尾しつぽ側がわに立つ、見知らぬ三体のアバターに目を向けた。

　うち二人は、デザインにパドさんとの共通点がある。暗赤色のスーツを着た男性アバターの頭は、大きな角を生やしたシカ。同素材のワンピースを着た女性アバターの頭は、長いトゲを持つヤマアラシ。恐おそらくシカ頭が元プロミネンス《三獣士トリプレツクス》のカシス・ムース、ヤマアラシ頭が同じくシスル・ポーキュパインだと思われる。

　二人に目礼を送ってから、ハルユキは三人目を見やり──そして、ぽかんと口を開けた。

「うわぁ……」

　と呟つぶやいてしまったのは、そのアバターが途と轍てつもなくハイクオリティだったからだ。

　ブレイン・バースト・プログラムが自動的に生成するデュエルアバターとは異なり、通常のフルダイブ空間で用いるアバターは、全てユーザー自身が用意したものだ。既き製せい品ひんのデータをそのまま使うことはもちろん、それをカスタマイズすることも可能だし、スキルさえあれば自分で一から組み上げることもできる。

　ハルユキはかつて、梅うめ郷さと中ちゆうのローカルネットで使うために超ちよう絶ぜつカッコイイ──いまにして思えばやり過ぎ感は否いなめないが──黒くろ騎き士しアバターを自作したのだが、わずか数日で不良たちに収しゆう奪だつされてしまった。代わりに使用を強制されたのが現在も使っている桃もも色いろブタアバターで、これは学校が用意したデフォルト・セットに収録されていたものだ。不良生徒のリーダー格が消えてからはいつでも黒くろ騎き士しアバターに戻もどせたのだが、いまもブタアバターを使い続けている理由は、もう感覚が馴な染じんでしまったのと、黒クロ雪ユキ姫ヒメが好きだと言ってくれたからである。

　しかしいま、数メートル先に立つアバターの作り込みは、ハルユキ入にゆう魂こんの黒くろ騎き士しを遥はるかに超こえている。

　ひと言で表現するならば《アイドル》か。真っ赤なボレロとミニスカートには複雑に煌きらめく光こう沢たく処しよ理りが施ほどこされ、フリルやリボンの構造もやたらと細かい。そして何より、その衣い装しようを着ているアバターが、アバターに見えないほど生き生きとしている。これほどの精度、デザイン、データ量を持つ人間型アバターは、ハルユキは他に一人しか知らない。

　アイドルアバターは、長いツインテールの髪かみをさらさらと揺ゆらしながらハルユキに近づいてくると、少しだけ少年めいた響ひびきのある声で言った。

「久しぶり、シルバー・クロウ」

　記き憶おくにあるその声を聞いた途と端たん、ハルユキは両目を見開いた。

「あ……、ブレイズ・ハートさん？」

「うん」

　頷うなずくアイドルアバターに、首を傾かしげながら問いかける。

「ええと……なんで僕がクロウだって解わかったんですか？」

　ハルユキは、元プロミネンスのブレイズ・ハートとは領土戦で一度戦い、その後はレギオン合がつ併ぺい交こう渉しようの時に顔を合わせただけだ。現実世界はもちろん、ＶＲスペースでも遭そう遇ぐうしたことはない。だから、この桃もも色いろブタアバターがシルバー・クロウだと判断する根こん拠きよはないはず……と思ったのだが。

　ツインテールの美少女は、少々呆あきれたように瞬まばたきしながら答えた。

「そりゃ、さっきライム・ベルが、あんたに『いつも飛び回ってる』って言ってたし。それにスカイ・レイカーも『鴉からすさん』って呼んでたしなー」

「……あ、な、ナルホド」

「でもそれを聞く前に、初見でたぶんアレだって思ったけど。いいアバターだね、あたしは好きだなー」

「は……どっ、どうも……」

　ブレイズ・ハートはあくまで『アバターが好きだ』と言っただけなのだが、ハルユキが不ふ可か避ひ的てきにドギマギしていると。

　背後でコホンと軽い咳せき払ばらいが聞こえ、軽かろやかな足音が続いた。

　進み出てきたのは、漆しつ黒こくのロングドレスを身にまとい、黒くろ揚あげ羽は蝶ちようの翅はねを背負った女性型アバター。ブレイズ・ハートに劣おとらぬ完成度を誇ほこるそれは、もちろん現ネガ・ネビュラス頭首たる黒クロ雪ユキ姫ヒメのものだ。

　畳たたんだ日ひ傘がさでクジラの背中を控ひかえめに突くと、黒の王はブレイズ・ハートに向かい合った。漆しつ黒こくのロングヘアとあずき色のツインテールが、仮想の風を受けて柔やわらかく揺ゆれる。

　先月末の領土戦で、ブレイズ・ハートはハルユキに言った。黒の王ブラック・ロータスが先代赤の王レッド・ライダーを不意打ちで全損させたことは紛まぎれもない事実であり、それゆえに自分はネガ・ネビュラスとは馴なれ合あえない、と。

　しかし合がつ併ぺい交こう渉しようの時、ブレイズ・ハートは無条件の賛成に票を投じた。いったい何が彼女の意見を変えたのか、それとも本心は変わっていないのか、ハルユキはまだ知らない。はらはらしながら二人の対たい峙じを見守っていると──。

「……あたしは、まだあんたがレッド・ライダーを全損させたことを許したわけじゃない」

　硬かたい声で、ブレイズ・ハートが言った。ハルユキのみならず、元ネガ・ネビュラスメンバーや、三獣士トリプレツクスたちまで気配を張はり詰つめさせる。

　だが黒雪姫だけは、一いつ切さい表情を変えることなく、ゆっくりと頷うなずいた。更さらに数秒の間を置いてから、ブレイズが言葉を続けた。

「けど、それとは別に、今回あんたが身を挺ていしてレインを守ってくれたことにはお礼を言う。……ありがとう」

　ぺこりと一礼したブレイズに、黒雪姫が初めて声をかけた。

「いや……私は、そして他の王たちも、ことさらにレイン一人を守ろうとしたわけではない。太陽神インティの炎ほのおから可能な限り多くの仲間を脱だつ出しゆつさせるには、レインの移動力が必要だっただけだ」

　それを聞いたハルユキは、視線をちらりと左に向けた。クジラの背中の右サイドで、パドさんと並んで立っているニコは、腕うで組ぐみをしたまま何も言おうとしない。

　代わりに言葉を発したのは、ヤマアラシの頭を持つシスル・ポーキュパインだった。

「そんでも、結果としてロータスが無限ＥＫになっちまったのは事実だし。つーか……あんたはもうオレらのレギマスでもあるんだから、礼くらい素す直なおに聞けし」

《オレ》という一いち人にん称しようとは対たい称しよう的てきな甘あま酸ずっぱいハイトーンでそう言われた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、淡あわい苦く笑しようを浮うかべて答えた。

「そうか……なら、一つだけマスターっぽいことを言わせてもらおう。今後、私がメンバーのために何かをした時は、一いつ切さい礼を言う必要はない」

「ふむ、噂うわさどおりのツンマスっぷりだな」

　シカ頭のカシス・ムースがシスルの隣となりでそう呟つぶやいたが、単語が一部理解できず、ハルユキはぴょこんと右手を持ち上げた。

「あの……ツンマスって何ですか？」

「ツンツンしているレギオンマスターのことだ、少年」

「は、はぁ……。それだと、レインは何マスになるんです？」

「オラオラしているからオラマスだな」

「なるほど」

　ハルユキが頷うなずいた途と端たん、左側から怒ど鳴なり声が飛んでくる。

「こらカッシー、あたしのどこがオラオラしてるって!?　あとクロウも一いつ瞬しゆんで納なつ得とくしてんじゃねえ！」

「そ、そーゆーとこがオラオラなんじゃ……」

　ハルユキがブタ鼻をふがふがさせながら言い返すと、ニコは一本取られたような顔で咳せき払ばらいしてから、大きく両手を打ち鳴らした。

「ともかく！　今日のミーティングの参加者はこれで全部だろ、ＢＢと違ちがって加速してねーんだから巻きで進行しねーと夜中になっちまうぞ！」

「レインの言うとおりね」

　にこやかに首しゆ肯こうした楓フウ子コが、クジラの頭からふわりと飛び降り、一同の真ん中まで進み出た。

「それではそろそろ本題に入りましょう。進行役はわたしが務めさせてもらうつもりだけど、異議は……」

　一同の顔を見回し、すぐに続ける。

「なさそうね。じゃあ、みんな座すわってちょうだい」

　楓子が右手の指を鳴らすと、クジラの背中からシンプルな丸まる椅い子すが、しかもどういう仕組みなのかそれぞれのアバターにマッチした大きさで出現した。ハルユキも、自分のすぐ後ろで実体化したミニサイズの椅い子すにちょこんと腰こし掛かけ、背筋を伸ばした。

　十五人の視線を一身に集めた楓子は、しかしまったく緊きん張ちようする様子もなく再び右手を鳴らした。すると今度は椅い子すではなく大きなホワイトボードが浮うき上がり、ＶＲスペースはにわかに教室のようなムードを漂ただよわせ始める。

【ＵＩ[image: ]　フーねえ、なんだか先生みたいなのです】

　謡ウタイがチャットウインドウにそう打ち込むと、カシス・ムースたち元プロミネンス組がちらりと小こ柄がらな巫み女こを見た。彼らは謡が運動性の失しつ語ご症しようであり、自分の声で喋しやべれるのは加速世界だけだということをまだ知らないはずだが、それでも何かを感じたのか、チャットの理由を訊きこうとはしない。

「あら、そう？　ならいっそ着き替がえようかしら」

　にこやかにそう応じた楓フウ子コが、手早くウインドウを操作すると、水色のふわふわしたドレスがいかにも教師らしいブラウスとタイトスカートに変わった。髪かみ型がたもアップになり、ご丁てい寧ねいにリムレスのメガネまで掛かけている。

　装よそおいを新たにした楓子は、こほんと咳せき払ばらいすると、ホワイトボードの横よこ幅はばいっぱいを使って黒々と大書した。曰いわく──

【太陽神インティ討とう伐ばつ作戦】。

「今日の七王会議に参加していなかったメンバーには、事前にあらましをメールで説明してあるけど……」

　振り向いた楓子がそう切り出すと、タクムやあきらが無言で頷うなずいた。それを待って、楓子は柔やわらかいのによく通る声で説明を続ける。

「……念のために、大事なところだけ改めて伝えるわね。わたしたちは、ショコちゃんが録画してくれたリプレイカードのおかげで、白のレギオンのアイボリー・タワーが加速研究会のブラック・バイスであること、いままで加速世界にたくさんの悲劇と混乱をもたらしてきた元げん凶きようが白の王ホワイト・コスモスであることを証明できた。でもバイスは、ウルフラム・サーベラスの……正確にはオーキッド・オラクルの心しん意い技わざで会議場を無制限中立フィールドに変えて、神器《ザ・ルミナリー》で拘こう束そくした神獣レジエンド級きゆうエネミー《太陽神インティ》を会議参加者の頭上に落下させた。参加者の大半は脱だつ出しゆつできたけれど、レインを除く五人の王は、インティの炎ほのおの中で無限ＥＫ状態に陥おちいってしまった……」

　楓子の言葉を聞いているうちに、あの瞬しゆん間かんの恐きよう怖ふ、焦しよう燥そう、そして無力感がまざまざと甦よみがえり、ハルユキはいつしか俯うつむいてしまった。しかし直後、カン！　と甲かん高だかい音が鳴り、反射的に顔を上げる。

　音の源は、楓子が右手に握にぎる伸しん縮しゆく式しきの指示棒だった。昨今の電子黒板では使われなくなったそれで、ホワイトボードの文字をもう一度叩たたいてから、楓子は毅き然ぜんとした表情で続けた。

「ゆえに、わたしたちネガ・ネビュラスの新たなミッションは、太陽神インティを討とう伐ばつし、我らがレギオンマスターを……ついでに他の四人の王も救出することよ。今日のミーティングでは、その手段を忌き憚たんなく話し合って欲ほしいの」

「ごめん、ちょっといいかな？」

　と声を上げたのは、ブレイズ・ハート。楓子が左手を向けて促うながす。

「どうぞ、ブレイズ」

「本題に入る前に二つだけ確かく認にんしたいんだ。まず一つは、その議題を検討するなら、ネガビュだけじゃなくて青レオニや緑グレウオとかのメンバーも呼ぶべきなんじゃないかってこと。もう一つは、王たちを救出するだけなら、インティをわざわざ倒たおさなくても何メートルか動かすだけでいいんじゃないかってこと」

　言われてみればその通りだ。領土戦で戦った時の印象から、ハルユキはブレイズ・ハートのことを《直情径行型ド根こん性じようアイドル》のように思っていたが、戦場以外ではなかなかどうして理論派らしい。

　楓フウ子コも口くち許もとを三割ほど引ひき締しめ、真しん剣けんな声で答えた。

「最初の質問だけど、他レギオンからゲストを呼んでいないのは、このミーティングがダイブチャットで行われているからよ。チャット用アバターにリアルの顔を反映させている人も多いから、よそのメンバーを参加させるのはリスクが高いわ。ならなんでミーティングを加速世界でやらないのか、ってことになるけど……オシラトリと全面戦争に突とつ入にゆうしたいま、向こうでは何が起こるか解わからないの。通常対戦フィールドを無制限中立フィールドに変えてしまうような相手よ、こちらが部外者を完全に排はい除じよしたつもりでも、ステージに侵しん入にゆうされることが絶対ないとは言えないわ。……正直わたしは、このプライベートＶＲスペースでさえ、セキュリティは完かん璧ぺきじゃないと思ってる」

「ってことは、つまり……」

　王子様コスチュームのニコが、空飛ぶクジラの頭を指差した。

「このロケーションも、覗のぞき見み対策だったりするのか？」

「まあ、念のためですけどね。タラッサは、不正なアクセスがあった場合は鳴き声で教えてくれるように設定されているわ。そのセキュリティさえ破られたらもうお手上げだけど」

　楓子の言葉を聞き、ハルユキはきょろきょろあたりを見回してしまった。高空をゆったりと泳ぐクジラの周囲には、小さなちぎれ雲が幾いくつか浮うかんでいるだけでもちろん人ひと影かげなどない。だが仮想空間のみならず現実世界でも、見えるものが真実だとは限らない。その警けい戒かいを怠おこたったばかりに、ハルユキはダスク・テイカーの罠わなに嵌はまってしまったのだ。

　視線を戻もどすと、楓子がちらりとハルユキを見て安心させるように微笑ほほえみ、再びブレイズ・ハートに向き直った。

「そして二つ目の疑問の答えは……動かすだけよりも倒たおすほうが面おも白しろそうだから、よ」

　──そんな答えでいいの!?

　とハルユキは慌あわてたが、ブレイズはにまっと笑って答えた。

「ＯＫ、納なつ得とくしたよ。会議の進行を遅おくらせちゃったお詫わびに、最初のアイデアはあたしが出すね。太陽神インティは物理無効、エネルギー無効の炎ほのおの塊かたまり……だったら大量の水をぶっかけるしかない。いままでいろんなバーストリンカーがそう考えて、実際に挑ちよう戦せんしたって話だけど、この中にもいるのかな？」

　その問いを受けて、ハルユキたち元ネガ・ネビュラス組はいっせいにあきらを見た。

　赤メガネのカワウソアバターは、尖とがった鼻を不満そうにぴくつかせてから、ため息交じりに答えた。

「最初に断っておくけど、私は付き合わされただけなの。……四、五年前、私はグラファイト・エッジと一いつ緒しよに、インティの討とう伐ばつに挑いどんだ。高熱を水すい流りゆう装そう甲こうでなんとか防ぼう御ぎよしながら、死ぬ思いで二キロ以上もプルして、インティを赤あか坂さか御ご用よう地ちの池に落としたの」

　その話は以前にも聞いたことがあったが、実際に太陽神インティの恐おそるべき高熱を体感してからだと恐おそろしさも五割増しで、ハルユキは固かた唾ずを吞のみながらあきらの言葉に耳を傾かたむけた。

「確かに、池に落ちた瞬しゆん間かんは、インティの炎ほのおが薄うすれてコアっぽいものがちらっと見えたような気がした。グラフはその隙すきを逃のがさずに、突とつ進しん技わざで斬きり込んだ。でも、差さし渡わたし二百メートルもある池があっという間に蒸発して、勇者バカが蒸むし焼やきになって即そく死ししたからほっぽって逃げたの」

　あきらの辛しん辣らつな語り口に、ネガ・ネビュラスの古参たちは黒クロ雪ユキ姫ヒメを含ふくめてくすっと笑ったが、累ルイや志シ帆ホ子コたち、そしてプロミネンスのカシスとシスル、ブレイズは啞あ然ぜんと言葉を失った。やがてカシス・ムースが咳せき払ばらいしてあきらに訊たずねる。

「それは、かつてネガ・ネビュラスの幹部であり、現在は姿を消している双そう剣けん使づかい、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジのこと……なのだな？」

「なの」

「現げん役えき時代の逸いつ話わは僕も色々聞きき及およんでいるが……まだまだあったのだな、そのような武勇伝が」

「武勇伝じゃなくて、愚ぐ行こう録ろくなの」

「…………ま、まあ、コメントするまい、それについては。しかしいまの話だと、水で冷やす案は望のぞみ薄うすのように思えるが……ブレイズ、お前のアイデアとは何なのだ、具体的に？」

　カシスに水を向けられたブレイズ・ハートは、ぴっと人差し指を立て、言った。

「インティの炎ほのおを消すには、幅はば二百メートルの池でも足りない。そして噂うわさだと、無制限フィールドが水系ステージの時は、インティはどこかに姿を消しちゃう。でもさ、いまの状じよう況きようじゃ、インティは動きたくても動けないんだよね？　なら、あたしたちは、《暴風雨》や《大海》が来るまでじっと変へん遷せんを待ってればいい……ってことにならない？」

「あ……そ、そっか……」

　そう呟つぶやくと、ハルユキは仮想空間の空を見上げた。

　シンプル極きわまるアイデアだが、確かにブレイズ・ハートの言うとおりだ。暴風雨ステージも大海ステージもめったに出現しないが、《地じ獄ごく》や《天界》ほどレアというわけではない。無制限中立フィールドにダイブして、現実時間で十時間──内部時間で一年と二ヶ月ほども待っていれば、必ずどちらかが出現するはず。いや、七王会議が終わってからこのミーティングが始まるまでのあいだに、すでにどちらか、あるいは両方が訪おとずれていても不思議はない。

「……僕が中に留とどまって監かん視ししてれば……」

　悔くやみながら顔を俯うつむけた途と端たん、隣となりから伸びてきた手がハルユキの背中をぽんと叩たたく。

「キミはどうしてそう、先回りして勝手に落ち込むんだ」

「で……でも、先せん輩ぱいを助け出すチャンスをみすみす見み逃のがしたかもしれないのに……」

「言っておくが、私がブレイズと同じことを考えなかったと思うか？」

「え？　そ、それって、どういう……」

　ハルユキがそこまで言いかけた時だった。

　ホワイトボードの前に立つ楓フウ子コが、ぽんぽんと両手を叩たたき、皆みなの注意を集めた。

「いいタイミングだわ、追加の参加者を呼よび込むわね」

　──え、まだ誰だれか来るの？　いったい誰だれが……？

　と胸の中で呟つぶやきながら、ハルユキはウインドウを操作する楓子を見守った。一秒後、しゅんっと音がして、クジラの頭上に新たなアバターが実体化した。

　人間型、和装……しかし一般的な羽は織おり袴はかまではなく、平安貴族のような直衣のうしだ。色は、背後の空よりもいっそう深い蒼あお。頭には黒い烏え帽ぼ子しを被かぶっているが、その下の顔は陶とう器きのような質感の面に覆おおわれている。

　和装アバターが深々とお辞じ儀ぎをした瞬しゆん間かん、ハルユキは丸まる椅い子すの上で跳とび上がり、叫さけんでいた。

「り……リード!?　どうしてここに!?」

　すると、体を起こした和装アバターは、ハルユキに向かってまっすぐ歩み寄りながら涼すず風かぜのような声を響ひびかせた。

「どうして、は酷ひどいですよクロウさん。私だってネガ・ネビュラスの一員なんですから」

「そ……それはそうだけど……」

　わたわた両手を動かしてから、はたと気付く。リードことトリリード・テトラオキサイドも、ブレイズ・ハートたちと同様にハルユキのブタ型アバターを見るのは初めてのはずだ。しかしもういちいち見抜かれた理由を訊きくのはやめて、代わりに謝罪する。

「……ごめん、リードを蚊か屋やの外にしたわけじゃないんだ。でもなんとなく、リードって夜はあんまり遅おそくまでダイブできないようなイメージが……」

　トリリードとのこれまでの交流で、相当に《いいお家うちのご子息》なのではないかという印象を持っているハルユキがそう言うと、リードは仮面の下で苦く笑しようの気配を漏もらした。

「いえ、これくらいの時間ならまったく問題ないですよ。それに今回は、レギオンのみならず加速世界全体を巻まき込む緊急事態なのですから、仮に日付をまたごうとも最後までミーティングに参加させて頂く所存です」

「そっか……ありがとう、リード」

　しっかりと会え釈しやくしてから、丸まる椅い子すの上に立ってレギオンメンバーたちに向き直る。

「ええと、初対面の人もいると思うから紹しよう介かいします。こちら、昨日うちに加入したトリリード・テトラオキサイド……僕はリードって呼んでるけど。グラファイト・エッジさんの弟で子しで、剣の達人」

「た、達人なんてことないです」

　リードは焦あせったように囁ささやいたものの、両手を体の横でぴしっと伸ばしてから、深々と頭を下げた。体を起こし、改めて名乗る。

「このたびネガ・ネビュラスに加入させて頂いたトリリード・テトラオキサイドと申します。ただ、この名前は師に頂ちよう戴だいしたもので……」

　そこでほんの刹せつ那なの躊躇ためらいを見せたものの、リードは揺ゆるぎない声で続けた。

「──私の正式なアバター名は、《アズール・エアー》といいます。ですが皆みなさんは、クロウさんと同じようにリードと呼んで下さると嬉うれしいです」

「了りよう解かい、リード君！　これからもそう呼ぶね！」

　とすかさず応じたのは、ネコ耳アバターのチユリ。リードは彼女も初見のはずだが、途と惑まどう様子もなく再度会え釈しやくした。

「ありがとうございます、ベルさん」

　考えてみればこの二人は、昨日港みなと区く第三エリアで行われた領土戦で、ハルユキ、メタトロンと一いつ緒しよに長時間行動していたのだ。しかも戦いの終しゆう盤ばんでは、リードはチユリを背負って鋭するどい棘とげだらけの地面を走り抜き、見事に主戦場まで運んでから力ちから尽つきた。あんな経験を共有すれば、打ち解けるのも当然……なのだが。

「きみがトリリードか」

　そう言いながら立ち上がったタクムを見て、ハルユキは内心で「ヒエッ」と呟つぶやいた。

　去年の秋に交際を解消してからも、タクムがチユリのことを想おもい続けているのは明らかだ。むしろタクムが勉学、剣けん道どう、ブレイン・バーストのどれも手を抜かずに頑がん張ばり続けているのは、もう一度チユリに相応ふさわしい男になりたいという揺ゆるぎない目標があるからだと思われる。そんな彼が、チユリとリードのやり取りを見てどう感じたか──。

　というハルユキの危き惧ぐは、しかし取とり越こし苦ぐ労ろうのようだった。リードに歩み寄ったタクムは、普ふ段だんどおりの爽さわやかな笑え顔がおで右手を差し出したのだ。

「ようやく会えたね。ぼくはシアン・パイル、きみと同じ青系……残念ながら主武器は剣じゃないけど。ネガ・ネビュラスは女性メンバーが多いから、男が加入してくれて嬉うれしいよ。これからよろしく」

「こちらこそ、よろしくお願いします、パイルさん」

　ぐっと両手を握にぎり合うタクムとリードを見ながら、ハルユキはこっそり安あん堵どの息を吐はいた。二人の後ろに一いつ瞬しゆんだけ電光のようなものが走った気がしたが、恐おそらく気のせいなので見なかったことにする。

　紹しよう介かいが終わったところで、ハルユキは楓フウ子コに訊たずねた。

「それで師し匠しよう、リードの参加が《いいタイミング》って、どういう……？　そもそも、どうやってリードに連れん絡らくしたんですか？」

「してませんよ」

　という楓子の答えを聞き、首を限界まで傾かたむける。

「え、じゃあどうしてこのクローズドネットに…………あっ、そうか……。リードの師し匠しようの、グラフさんから……」

「そういうことです。わたしはグラフを呼んだんですけど、あの引きこもり勇者が、愛まな弟で子しをメッセンジャーに寄よ越こしたというわけ」

　そこまで聞けば、トリリードがどんなメッセージを運んできたのかはもう明らかだ。視線を動かし、仮面の若武者に問いかける。

「リード、もしかしてグラフさんは、無制限フィールドでインティの監かん視しを……」

「ええ」

　頷うなずいたリードは、白い仮面越ごしにミーティングの参加者を見回した。

「我わが師グラファイト・エッジは、七王会議での出来事をレイカーさんからの連れん絡らくで知るや、帝てい城じよう北の丸公園に留とどまる太陽神インティの監かん視しを自主的に開始しました。その狙ねらいは二つ……一つは、加速研究会が太陽神インティを移動させる予兆があったら、ブラック・ロータスさんに知らせるため。そしてもう一つは、無制限フィールドが《大海》及および《暴風雨》ステージに変へん遷せんした時、インティがどうなるか確かく認にんするためです」

　リードが言葉を切ると、ナース姿の小オ田ダ切ギリ累ルイがさっと手を上げた。

「ちょっといい？　監かん視しって言うケド……七王会議が終わってから、アナタが現れるまでに、現実時間で七時間四十分ホド……無制限フィールドだと三百日以上が経過しているわ。そんな長時間の監かん視しは、超ちよう人じん的てきな精神力を持っているか、ブラック・バイスのような減速能力者でもない限り不可能だと思うケド」

「であれば、前者でしょう」

　あっさりと答えたリードは、真しん剣けん味みを増した声で解説を加えた。

「たぶん、かつて肩かたを並べて戦っていたネガ・ネビュラス初期メンバーの皆みなさんのほうがよくご存じでしょうが、グラファイト・エッジという人は、普ふ段だんは飄ひよう々ひようとして摑つかみ所どころがありませんが、ここぞという場面では底知れない戦せん闘とう力りよくと精神力を発揮するのです。師は、ロータスさんを含ふくめた五人もの王が無限ＥＫとなってしまったことに、深い自責の念を感じておられるようでした。それゆえ、自ら過か酷こくな任務を志願したのでしょう。──しかし……」

　陶とう磁じ器きのような質感の仮面が、わずかに下を向く。

「……残念ながら、私が師より託たくされたメッセージは、皆みなさんの期待に応えるものではありません。まず、加速研究会がインティを移動させようとする兆候は現在まで、正確には私がこのＶＲスペースにダイブする直前までですが、まったくないとのことです。そしてこちらが本題ですが……師が監かん視しを開始してから約四ヶ月後、《暴風雨》ステージが出現しました。大量の雨がインティに降り注ぎ、しかし次の変へん遷せんが訪おとずれるまでの一週間、インティの炎ほのおはわずかにも衰おとろえることなく平然と燃もえ盛さかり続けたそうです」

「……で……でも……！」

　災さい禍かの鎧よろいマークⅡの砲ほう撃げきを相そう殺さいした時の大天使メタトロンの姿を脳のう裏りに思おもい浮うかべながら、ハルユキは必死に反はん駁ばくした。

「エネミーの……ビーイングのエネルギーは有限のはずだ。それだけの雨を蒸発させたなら、そのぶんエネルギーを消費してないとおかしいよ。インティより格上の超ちよう級きゆうエネミー、《四し神じん》スザクだって、宇宙までプルしたら炎ほのおが消えたんだ……今回は単純に水が足りなかっただけで、二週間とか一ヶ月雨が降り続ければ、インティの炎ほのおも消えたんじゃ……」

「落ち着け、クロウ」

　隣となりの黒クロ雪ユキ姫ヒメにたしなめられ、はっと我に返る。トリリードはグラファイト・エッジからの情報を届けただけなのだから、こんなふうに食ってかかられても困ってしまうだろう。

「……ごめん、リード……」

　ブタ鼻をふがふがさせながら謝あやまると、若武者は大きくかぶりを振った。

「いえ、いてもたってもいられないクロウさんのお気持ちはよく解わかります。私も、何か一つくらい有益な情報を届けられれば良かったんですが……」

「あのぉー」

　不意に、少々のんびりとした声が聞こえて、ハルユキは右側を見た。

　軽く手を上げているのは、えんじ色のパフスリーブに白いエプロンを重ね、大きなメガネをかけた少女型アバター。プチ・パケ組の由ユ留ル木キ結ユ芽メだ。

「有益な情報がゼロってわけじゃないと思いますよー」

　そう言ってから立ち上がり、参加者全員の注目を浴びつつも平然と話し続ける。

「さっきトリリードくんは、インティの炎ほのおは豪ごう雨うの中でも燃えさかり続けた、って言いましたよね。でも、考えてみるとそれってちょっと変ですよねー。金属も溶とかすくらいの超高温の炎ほのおに大量の水が降り注いだら、ものすごい量の水蒸気が発生して、辺り一帯まっしろしろで何も見えなくなっちゃうと思うんですよ～」

「…………確かに、そうなの」

　頷うなずいたのは、カワウソアバターのあきら。

「インティが赤あか坂さか御ご用よう地ちの池に突っ込んだ時は、沸ふつ騰とうした池から湯気がもうもうと立ち上って炎ほのおさえ見えなくなった。グラフが強化視覚持ちって話は聞いたことないし、雨に打たれるインティが視し認にんできたっていうのはちょっと理り屈くつに合わないの」

「確かにな……。──グラフをここに呼びつけて、直接話を聞きたいところだが……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがぼやくと、トリリードは申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、私も師し匠しように直接情報を伝えたほうがいいのではと言ったのですが、自分はまだグレート・ウォールのメンバーだから、ネガ・ネビュラスの会議に参加するわけにはいかない、と……」

「そういう妙みようにガンコなところ、相変わらずロー姉にそっくりなのです」

　謡ウタイの言葉に楓フウ子コたちはくすくす笑い、黒雪姫は心外そうに両手を広げた。

「おいおいメイデン、私とあの勇者様の共通点は装そう甲こうの色くらいだぞ。──それよりも、雨が湯気にならなかった件だが……暴風雨ステージはその名の通り、豪ごう雨うだけでなく猛もう烈れつな突とつ風ぷうも吹ふくから、湯気が生まれるそばから吹ふき飛とばされてしまったということじゃないか？」

「いいえロータス、暴風雨ステージの風は一定の風量で吹ふきっぱなしじゃなくて、強さや向きがランダムに変わるわ。時々はぱたっと止やむことも……タイミングによってはやっぱり大量の湯気に包まれるはずだし、グラフがそれに言げん及きゆうしなかったのは妙みようだわ」

　楓子の指し摘てきに、黒雪姫も細い脚あしを組みながら頷うなずく。

「ン、それもそうか……しかしならば、なぜ……」

「あのぉ、皆みなさん、私の話、まだちょっと続きがあるんです」

　再び結ユ芽メが発言すると、ホワイトボードの前の楓子が手招きした。

「プラム、よかったらここに来て解説してくれないかしら？」

「え～っ、それはさすがにハードル高いってゆーか……」

「ほら、レイカー先生のご指名だぞ！　行った行った！」

　水色ドレス姿の聖サト実ミに背中を叩たたかれ、結芽がつんのめりながら前に出る。ハルユキだったら心臓の動どう悸きを落ち着かせるのに二十秒はかかってしまうシチュエーションだが、結芽は意外な胆たん力りよくを発揮して、咳せき払ばらい一つしただけで堂々と話し始めた。

「それじゃ、前置きからやらせてもらいますね～。えーと……鴉からすくん」

　いきなり指名され、ハルユキは大きな両耳をぴこんと立てた。

「え……ぼ、僕？」

「鴉くんは、炎ほのおって何だか知ってる？」

「ほ、炎ほのお？　えっと……赤くて、熱くて、めらめらするやつ……」

「だいたい合ってる！」

　と両りよう手てで小さなマルを作ってから、結芽は説明を始めた。

「炎ほのお、つまり《火》のざっくりした定義は、可燃性の気体が熱と光を放出しながら酸化している状態、だね。キーワードは《酸化》、つまり酸素と化合すること。私はインティの炎ほのおも当然ソレだと思ってたんだけど、リード君の話を聞いて、ちょっと違ちがうかもって思ったんです」

　最後の言葉を全員に向けて発した結芽に、カシス・ムースが途と惑まどったような声を投なげ掛かけた。

「違ちがうと言っても……存在するのか、酸化反応ではない炎ほのおが？」

「ありますよぉ～。たとえば塩素と水素の混合気体に点火すると酸素がなくても燃えますし、フッ素と水素を反応させると点火しなくても爆ばく発はつしますし。でもそんな化学の実験っぽい例を出さなくても、皆みなさんはほとんど毎日、酸化じゃない炎ほのおを見てるんですよ」

　──毎日？　どこで……？

　とハルユキは首を傾かしげたが、タクムとリードが同時に声を上げた。

「そうか……太陽か！」「太陽ですね！」

　少し遅おくれて、黒クロ雪ユキ姫ヒメが呟つぶやく。

「なるほど、確かに太陽……恒こう星せいの炎ほのおは水素の核かく融ゆう合ごう反応だから、酸素を必要としないな。──つまりプラム、きみはインティの炎ほのおも……」

「まあまあ、その前に……」

　両手で黒雪姫の質問を遮さえぎると、結ユ芽メは再びハルユキに視線を向けてきた。

「じゃあここで、鴉からすくん！」

「ま……また僕ぅ!?」

「もしも宇宙空間に無限の量の水があったとして……まあ凍こおって氷になっちゃうけど、それを太陽にひたすらぶっかけ続けたら、いつか太陽の火を消せると思う？」

「ぶ、ぶっかけって……」

　ブタ耳を動かしながら、懸けん命めいに考える。

「えっと、えーっと……太陽の炎ほのおが、酸化反応じゃなくて核かく融ゆう合ごう反応でも、燃料が無限にあるわけじゃないよね？　てことは、もし水が無限にあるなら、それをぶっかけ続ければいつかは太陽もエネルギー切れになって、火が消える……んじゃないの？」

「残念！」

　今度は両りよう腕うででバツを作り、結芽はニカッと笑った。

「まあ私も実際にやってみたわけじゃないけど、リクツだとこうなるだろーって話ね。太陽に水をぶっかけると、まず水が気化して水蒸気になる……確かにその時、幾いくらか太陽の熱を奪うばうんだけど、発生した水蒸気つまりＨ２Ｏは、五千度を超こえる表面温度によって熱分解されて、水素と酸素に分ぶん離りする……」

「水素と酸素に……」

　繰くり返かえしてから、ハルユキは両手をわたわたさせた。

「だ、だめじゃん！　太陽って、水素が核かく融ゆう合ごうしてるんでしょ？　そこに水素をぶっこんだら、燃料が増えちゃうじゃん！」

「正解！」

　再び両りよう腕うでで大きなマルを作ってから、結芽は付け加えた。

「ちなみに、熱分解で発生した酸素も、太陽のＣＮＯサイクルって奴やつで消費されてエネルギーになるから無む駄だがないよ。まとめると、太陽に無限量の水をぶっかけても火を消せないどころか、ますますファイヤーしちゃうってわけ～」

　空気を切きり換かえるように軽く咳せき払ばらいすると、メガネの奥おくの瞳ひとみに真しん剣けんな色を浮うかべて、一同を見回す。

「……もちろん私も、太陽神インティが何から何まで本物の太陽と同じだとは思ってません。でも、炎ほのおだけは、あくまでも設定として、酸化反応じゃなくて核かく融ゆう合ごう反応だっていう可能性はあると思うんです。だとしたらインティの炎ほのおは、水じゃ絶対消えない。あくまで推測ですが、池に落ちても、雨が降っても、触ふれる水を片かたっ端ぱしから熱分解して自分の燃料にしてしまう……。池の時に湯気が出たのは、熱が伝わって池全体が沸ふつ騰とうしたからで、雨だと湯気が出ないのは、小さな雨あま粒つぶが蒸発する暇ひまもなくあっという間に水素と酸素に熱分解されてしまうからではないかと……」

　結ユ芽メが口を閉じても、しばらく誰だれも発言しようとはしなかった。

　あくまで推測──。結芽はそう言ったが、一いつ瞬しゆんながらインティの超高熱を我わが身みに浴びたハルユキとしては、あの炎ほのおは核かく融ゆう合ごう反応だという言葉には強い説得力を感じてしまう。

「……だとしたら……」

　自分の口から、乾かわいた声が零こぼれるのをハルユキは聞いた。

「だとしたら、インティの炎ほのおは、スザクと違ちがって宇宙でも消えませんよね。酸素がなくても燃え続ける……そんな火を、どうやって消せば……」

　ハルユキの問いかけには小さくかぶりを振っただけで答えず、結芽は無言のまま一礼すると、自分の椅い子すに戻もどった。

　数秒間続いた重い沈ちん黙もくを、強い芯しんのある声が破った。

「火を消すんじゃねーだろ、クロウ」

　発言者は、すっくと立ち上がったニコだった。

「もちろん転がすんでもねぇ。あたしらが目指すのは、あの玉ッコロを倒たおすことだ！　核かく融ゆう合ごうしてようが、ありゃエネミーなんだぜ。ってことは、体力ゲージがあるはずだろ？　そいつをゼロにすりゃ倒たおせる……そこだけは揺ゆるぎねぇ事実だ！」

　右拳を握にぎり締しめながらそう言い切ったニコに、ハルユキは無意識のうちに拍はく手しゆを送っていた。すぐに黒クロ雪ユキ姫ヒメが、続いて残りの参加者たちも両手を打ち合わせ、クジラの背中にしばし賑にぎやかな音が満ちる。

　ニコがふくれっ面つらと見せかけた照れ顔で拍はく手しゆを収めさせると、黒雪姫もすっくと立ち上がった。

「レインの言うとおりだ。救出を待つ身の私が言うのもなんだが、太陽神インティ撃げき破はという加速世界初の偉い業ぎようを成なし遂とげる……それくらいの気き概がいで挑いどまねば、今回のミッションはクリアできないだろう。無論、容易なことではない……しかし、必ず方法はあるはずだ。私は、その鍵かぎとなるのは二つの巨きよ大だいな謎なぞだと考えている」

「ふ、二つの謎なぞ……ですか？」

　瞬まばたきするハルユキを見下ろし、黒クロ雪ユキ姫ヒメは深く頷うなずいた。

「そう。加速研究会は、神器《ザ・ルミナリー》の力でインティをテイムし、雲の上に隠かくして、《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》を展開中のブラック・バイス目め掛がけて落下させた。敵ながら見事な作戦だったが、未解明の謎なぞが二つ残っている。一つは、いままで地面を転がるだけだったインティを、どうやって雲の上まで持ち上げたのか。そしてもう一つは、ルミナリーがテイム対象に付ふ与よする《棘とげの冠かんむり》が、なぜインティの熱で破は壊かいされないのか」

「あ……た、確かに……」

　こくこく頷うなずいてから、ハルユキは音量を上げて続けた。

「東京ミッドタウン・タワーで、インティと同じようにテイムされたメタトロンの第一形態と戦った時、僕は物ぶつ理り攻こう撃げきでルミナリーの冠かんむりを破は壊かいしました。そしたらテイムが解けて、メタトロンは動かなくなった……。あの冠かんむりは破は壊かい不ふ能のうオブジェクトってわけじゃないのに、インティの炎ほのおで溶とけないのは理り屈くつに合わないです」

「……待てよ、ってことは……」

　立ったままのニコが、何やら微び妙みような表情を浮うかべる。

「トゲ冠かんむりさえ破は壊かいできりゃ、インティを倒たおさなくてもあいつはどっかにゴロゴロ転がってって、ロータスたちは蘇そ生せいできるってことか？」

「そ、そうかもだけど……でも逆に考えれば、インティの炎ほのおでも壊こわれないものを壊こわすのは無理っぽいから、結局インティ本体を倒たおすしかないってことに……」

　ハルユキがそう言っても、ニコの渋じゆう面めんは消えない。視線を黒雪姫に移し、白手袋を嵌はめた両手を広げる。

「ロータス、いったいどうしてルミナリーの冠かんむりがインティ討とう伐ばつのヒントになるんだ？」

　すると黒ドレスの麗れい人じんは、日ひ傘がさを剣けんのように持ち上げて答えた。

「簡単なことだ。インティの超高熱にも耐たえられるあの冠かんむりと同じ性能の武器を入手できれば、それは核かく融ゆう合ごうの炎ほのおを穿うがち、本体にダメージを与あたえられる……かもしれない」

「かも、かよ……」

　苦く笑しようしつつも、ニコはツインテールを揺ゆらして頷うなずいた。

「しかしまあ、確かにそうなる道理だな。んむぅ……二十日前はクロウのへなちょこチョップですら破は壊かいできた冠かんむりが、今回は五千度の炎ほのおに耐たえたっつうのは、どういう理り屈くつなんだ？　物理は通るけど、炎ほのお属性には耐たい性せいがあるとか？」

「インティの炎ほのおは、通常の属性耐たい性せいでどうこうなるようなものではないぞ。《二十面絶界》に捕ほ獲かくされたアバターの中には、熱に強いアイアン・パウンドもいた。しかし体力ゲージの減少速度は他のアバターとまるで変わらなかった。原則破壊不能でなければ、地面すら溶かすだろうさ」

「なるほどな……。つまり、わずか二十日の間に、《ザ・ルミナリー》に何か決定的な変化があったってことか。こいつは……もしかすっと、アレかもな……」

　ニコの呟つぶやきに黒クロ雪ユキ姫ヒメが無言で頷うなずいたので、ハルユキは二人の厳しい顔を交こう互ごに見ながら問いかけた。

「レイン……アレって何？」

「アレっつーのは、なんつーか……都市伝説、じゃなくてカソ伝説みてーなもんなんだけどな……」

　カソとは加速世界のことであろうと見当をつけ、「ふんふん」と頷うなずいて続きを待つ。そんなハルユキをじろりと一いち瞥べつすると、ニコは王子様コスチュームの大きな襟えりを引っ張りながら話し始めた。

「……あたしだけじゃなく、多分ロータスや幹部連中も実際に見たことはねぇと思うけど……無制限中立フィールドには昔っから、《鍛か冶じ屋や》の噂うわさがあるんだよ」

「か……鍛か冶じ屋や、ですか？」

　と繰くり返かえしたのはタクムだ。隣となりに座すわるチユリも、三さん角かく帽ぼう子しを右に傾かしげさせる。

「それって、レインちゃんの前のレギオンマスター……レッド・ライダーさんと何か関係があるの？　あの人も、強化外装を自由に作れたんだよね？」

「いや、先代とは何の関係もねぇはずだ。鍛か冶じ屋やってのは、無制限フィールドを彷徨さまよってるっつうワゴンタイプのショップでさ。そいつを見つけると、好みの強化外装を造って貰もらえたり、手持ちの強化外装を強化して貰もらえたりする……もちろんポイントは必要だけどな。そういう噂うわさがあるんだよ」

「強化外装を、強化……」

　チユリの呟つぶやきが、緩ゆるやかな風に溶とけて消える。

　タラッサと名付けられたクジラは、背中で行われている会議の行ゆく方えを気にする様子もなく、真っ青な空を悠ゆう然ぜんと泳いでいく。巨きよ大だいな綿あめのような雲がすぐ近くを通り過ぎるたび、アバターの肌はだがひんやりと涼すずしくなる。

「つまり……」

　鍛か冶じ屋やはもちろん、通常のショップすら見たことがないハルユキは、想像力をフル回転させながら言った。

「つまり、白の王はその鍛か冶じ屋やワゴンを見つけて、《ザ・ルミナリー》を強化した……ってことですか？　だからインティの炎ほのおにも耐たえられた……？」

「何の根こん拠きよもねぇ推測だけどな。けど、あたしにはそれ以外の理由は思いつけねぇ。そしてもしそれが正解だったら、インティ攻こう略りやくの糸口がちろっとだけど見えてくる」

　そこで言葉を切ったニコは、左腰に吊つった赤い鞘さやから細身のサーベルをしゅらんと抜いた。もちろん攻こう撃げき力りよくは一いつ切さいない──そもそもこのＶＲスペースに集まったアバターたちにはＨＰの概がい念ねんさえないのだが、ニコはサーベルの切っ先をハルユキのブタ鼻に向けると、ニヤリと不敵に笑った。

「レギオンメンバーが持ってる中で、最強の強化外装を鍛か冶じ屋やで更さらに強化して、インティの炎ほのおを貫つらぬけるようにするのさ。オシラトリにできたことが、あたしらにできねーはずがねぇ。つーわけで……いまのネガビュで、最強の強化外装持ちって誰だれだ？」

　仲間たちを見回そうとするニコに、ハルユキは急いで答えた。

「そんなの、レインに決まってるよ。《インビンシブル》より強い強化外装なんて、加速世界全体を探してもそうそうないでしょ」

「あのなあ……」

　途と端たん、最大級の呆あきれ顔がおになったニコが、サーベルでハルユキの鼻をちくちくつつく。

「強さは置いといても、あたしのインビンシブルは遠隔火力オンリーだっつーの。強化したとこで、インティには火に油ってモンだろ」

「あ、そ、そうか。ザ・ルミナリーと同じ方向で行くなら、近接物理じゃないと……──って、ちょ、ちょっと待って」

　鼻先に突き付けられたサーベルを、ひづめの生えた両手ではっしと白刃取りしながらハルユキはまくし立てた。

「近接物理系の強化外装ってつまり、剣とか槍やりとかハンマーとかだよね。それを鍛か冶じ屋やで強化して、インティの炎ほのおに耐たえられるようになっても、使う人は武器が届く距きよ離りまで近づかなきゃならないんだから、結局炎ほのおにやられちゃうんじゃないの？」

「一いち概がいにそうとも言えない」

　と応じたのは、いままで沈ちん黙もくを保っていたブラッド・レパードだった。

　ほっそりした体を黒くろ革かわのライダースーツに包んだ豹ひよう頭とうアバターは、長い尻尾しつぽを振り動かしながら、落ち着いた声を響ひびかせた。

「落下してきたインティの熱ねつ死し圏けんから脱だつ出しゆつする時、最さい後こう尾びにいた私とサンタン・シェイファーは途と中ちゆうで死ぬことを覚かく悟ごしていた。けれど、ライム・ベルのシトロン・コールのおかげで、二人とも生きて離り脱だつできた。あれは本当にとんでもない力……メタトロンの《トリスアギオン》や、オーキッド・オラクルの《パラダイム・ブレイクダウン》と並ぶ、加速世界最さい高こう峰ほうの技わざに数えてもいいと、個人的には思う」

「……さ、最さい高こう峰ほう……」

　繰くり返かえしてから、ハルユキはごくりと生なま唾つばを吞のみ込んだ。

　同じようなことを、ハルユキも常々感じてはいた。しかし、押しも押されぬハイランカーであるパドさんの言葉は説得力が違ちがう。いったいチユリ当人はどう受け止めたのかと、恐おそる恐おそる視線を向けると──。

　白ワンピースのネコミミアバターは、肉球つき手て袋ぶくろを後頭部に当てながら、あっけらかんとした声を出した。

「てひひひ、いやぁ～それほどでも」

　丸まる椅い子すの上に立っていたハルユキはずるっと滑すべりそうになったが、どうにか姿勢を立て直し、パドさんに向けて言った。

「そ、そりゃまあ、僕もシトロン・コールには何度もお世話になってますけど……でもあれ、必ひつ殺さつ技わざゲージの消費も半はん端ぱないんですよ。一回こっきりの回復じゃあ、インティの熱ねつ死し圏けんに留とどまれる時間もそんなに増えないんじゃあ……？」

「ちょっとクロウ、そーゆーこと言っていいのって本人だけじゃないの!?」

　すかさず割り込んできたチユリが、ブタアバターの右みぎ頰ほおをみゅーんと摘つまんだので、ハルユキも負けじとネコアバターの尻尾しつぽを引っ張った。

「お前がてひひひとか言ってるからだろ！」

「褒ほめられたら喜ぶのが当たり前でしょ！　あんたも謙けん遜そんばっかしてないで、たまには『僕って天才ですから』ぐらいのこと言ってみなさいよ！」

「い、言えるかそんなこと！　つーかオレがそれ言って、かっこいいと思うのか!?」

「どん引きするに決まってるでしょ！」

「だったらなんで言わせるんだよ！」

　二人がやり合っていると、まずプチ・パケ組が同時にぷーっと噴ふき出し、次いで小オ田ダ切ギリ累ルイが堪こらえきれないというように喉のどを鳴らした。朗ほがらかな笑いの輪はすぐに参加者全員へと広がり、後ろを見れば黒クロ雪ユキ姫ヒメも、日ひ傘がさで口くち許もとを隠かくしつつ小刻みに肩かたを揺ゆらしている。

　その様子に少しだけほっとしながら、ハルユキはパドさんに視線を戻もどした。すると豹ひよう頭とうアバターは、笑いを嚙かみ殺ころすように咳せき払ばらいしてから、ひと言「ＳＲＹ」と囁ささやいて説明を続けた。

「……確かに必ひつ殺さつ技わざの燃費は重要な問題。でも、加速世界では大昔から《必ひつ殺さつ技わざゲージの連続チャージ》を実現する相乗効果シナジーが研究され続けてきたし、単体運用可能なチャージ技わざを持っているバーストリンカーも多くはないけど存在する。今回の件では、王がロータスと一いつ緒しよに無限ＥＫになっている青、緑、黄、紫の各レギオンと共きよう闘とうすることは難しくないはずだから、史上初、五レギオン横断のシナジーが組めるかもしれない」

「あ……そ、そうか……」

　呟つぶやいたハルユキが真っ先に思い出したのは、紫の王パープル・ソーンの必ひつ殺さつ技わざ《エレメンタリー・チャージ》だ。杖つえで触ふれたデュエルアバターの必ひつ殺さつ技わざゲージを、自分のゲージ消費量の１・６０２１７６６２倍回復することができる。なんでそんな中ちゆう途と半はん端ぱな数字なのかと疑問に思っていたが、無制限フィールドを出てから検けん索さくしてみたところ、もともとエレメンタリー・チャージというのは日本語で《電気素量》と訳される物理学用語で、問題の数字は、それを表す式の一部らしい。

　ともあれ、もしシナジーに組み込むことができれば高倍率のブースターとして機能するはずの技わざだが、残念ながらパープル・ソーンは黒クロ雪ユキ姫ヒメと一いつ緒しよに無限ＥＫ状態になってしまった。しかしパドさんの言うとおり、加速世界には他にも他人のゲージを回復できるアバターがまだまだいるはずだ。

「……つまり、複数のバーストリンカーの技わざや能力を組み合わせてでっかいエネルギータンクみたいな仕組みを作って、それでベルの必ひつ殺さつ技わざゲージを回復させ続けるってことですね。確かに……それなら、インティに近接攻こう撃げきを何度も喰くらわせられるかも……！」

　ハルユキが勢い込んでそう言うと、パドさんは豹ひよう頭とうをぐっと頷うなずかせたものの、すぐに「けど」と付け加えた。

「……この作戦は、《一いち撃げきでインティに大ダメージを与あたえられるほど強い近接物理系強化外装を用意できる》、《無制限中立フィールドに鍛か冶じ屋やショップが存在する》、《そこで強化外装を五千度の炎ほのおに耐たえられるよう強化できる》という三つの条件をクリアする必要がある。正直、どれもまだ希望的観測」

「…………いえ」

　一いつ瞬しゆん考えてから、ハルユキは首を横に振った。

「最初の一つは、多分クリアできます。いまのネガ・ネビュラスには、加速世界最強クラスの剣を持ってるメンバーがいる……そうだよね、リード」

　名前を呼びながら見上げると、ホワイトボードの横に立っていた仮面の若武者は、少し肩かたをすぼめるような仕草をしたもののこくりと頷うなずいた。

「……はい。私があれを手に入れた経けい緯いは、とても誇ほこれるものではありませんが……しかし、威い力りよくに偽いつわりはありません。七星外装セブン・アークスの一つ、《玉ぎよく衝しよう》ジ・インフィニティは、炎ほのおにさえ耐たえることができれば太陽神インティにも少なからぬダメージを与あたえられると思います」

　リードが神器の名を口にした途と端たん、カシス・ムースやシスル・ポーキュパインたちプロミネンス出身組が低くどよめいた。

　現在、加速世界で所有者が確かく認にんされている神器は六つ。そのうちザ・ルミナリーは白の王が持ち、ザ・ディスティニーはハルユキの手で封ふう印いんされた。更さらに、ジ・インパルスは青の王と、ザ・ストライフは緑の王と、ザ・テンペストは紫の王とともに無限ＥＫ状態となってしまったので、今回の作戦で使用可能な神器は、実質的にトリリードのジ・インフィニティのみということになる。

「トリリード……」

　椅い子すから離はなれた黒雪姫が、真しん剣けんな表情で若武者の名を呼んだ。

「きみの持つジ・インフィニティをインティ討とう伐ばつ作戦の主しゆ軸じくに据すえるということは、きみが単身でアタッカーを務めるということだ。一歩間ま違ちがえれば無限ＥＫに陥おちいりかねない危険な役目を、レギオンに加入してからまだ一日しか経たっていないきみに押しつけるのは心苦しいが……本当にいいのか？」

「無論です」

　と即そく答とうしたリードの声に、迷いはなかった。

「私は長い間、帝てい城じようの高い壁かべの中しか知りませんでした。そんな私を、クロウさんとレイカーさんは、それこそ四し神じんスザクの祭さい壇だんで無限ＥＫとなる危険を冒おかして連れ出してくれたのです。我わが師グラファイト・エッジが、今回の事態を予測して私に帝城を出るよう指示したのだとは思いません。それでも私は思うのです……来たるべき討とう伐ばつ作戦で与あたえられた役割を果たすために、私は帝城から出たのだと」

「……そうか。そこまで言ってくれるのであれば、私ももう迷うまい。トリリード……宜よろしく頼たのむ」

　深く頭を下げた黒クロ雪ユキ姫ヒメに、リードは同じくらい丁てい寧ねいに一礼し、言った。

「お任せ下さい、マスター」

　──もしかして、先せん輩ぱいのことを《マスター》呼びするメンバーが二人になっちゃったのかもこれ。

　とハルユキは戦せん慄りつしたが、口には出さずに別のことを叫さけんだ。

「それじゃ、これで作戦の第一段階はクリアですね！　あとは《鍛か冶じ屋や》だけですよ！」

「その鍛か冶じ屋やが問題なんだけどな……」

　苦く笑しようした黒雪姫は、ふと何かを思いついたようにハルユキを、次いで楓フウ子コを見た。

「そう言えば……例のハイエスト・レベルからは、無制限フィールド全体を見通せただろう？　あそこから鍛か冶じ屋やのワゴンを探すことができるんじゃないか？」

「あ…………」

　その可能性をまったく考えていなかったハルユキはぽかんと口を開けたが、少ししてそこから出たのは否定的な言葉だった。

「……いえ、それは難しいかもです。確かに、ハイエスト・レベルに行けばミーン・レベルを俯ふ瞰かんすることができますけど……あそこでは地形もエネミーもバーストリンカーも一いつ緒しよくたに小さいドットで表示されちゃいますから、見えてるものが何なのかを確かく認にんするためには、ハイエスト・レベルから出て実際にその場所へ行ってみないと……」

「ああ、そうか……。──だが、当たりをつけるぐらいのことはできるかもしれんな。鍛か冶じ屋やワゴンが噂うわさどおりの存在なら、各地のショップ街ではなく荒こう野やを単独で移動しているはずだ。エネミーと区別するのは難しいだろうが、何のあてもなく無制限フィールドを闇やみ雲くもに探し回るよりはマシだと思う」

「…………確かに、そうですね……」

　ハルユキはこくりと頷うなずいたが、気がかりは別のところにもあった。

　現在ハルユキは、自分の力だけでハイエスト・レベルにシフトすることはできない。いったん加速してからメタトロンにコンタクトし、意識を引き上げて貰もらう必要がある。しかし現在、メタトロンは情報的に損そん耗もうした体を修復するために楓ふう風ふう庵あんで休きゆう眠みんしていて、それが完かん了りようするのは加速世界時間で十年後──現実時間でも三日後。メタトロンは「たかだか三日」と言っていたが、この状じよう況きようでは余りにも長い。

　鍛か冶じ屋やを見つけるためにハイエスト・レベルからの探たん索さくが必要なら、ハルユキ自身は幾いくらでも……体感時間で何ヶ月、何年かかろうともやり遂とげる覚かく悟ごだが、そのために再びメタトロンの眠ねむりを破ってしまうのは気が進まない。そのへんの事情をどう説明したものか迷っていると──。

「クロウ、心配しなくてもいい」

　ハルユキの不安を感じ取ったかのように、黒クロ雪ユキ姫ヒメが穏おだやかな声で言った。

「私も、今回の作戦にメタトロンを引っ張り出すつもりはないよ。彼女はネガ・ネビュラスの一員として、《地じ獄ごく》ステージと化したオシラトリとの領土戦で決死の全力攻こう撃げきを行い、我々を絶体絶命の危地から救ってくれたのだ。その傷が完全に癒いえるまでは、もう眠ねむりを妨さまたげることはしない……たとえ、後で本人に怒おこられてもな」

「そ……そうですか……。──でも、僕一人じゃ、まだハイエスト・レベルに行くことは……」

「《四し聖せい》はメタトロンの他にもいる。……だろう？」

　黒雪姫にそう問いかけられ、ハルユキは首を縦にも横にも動かせずにただ瞬まばたきを繰くり返かえした。それ以上は何も言うことなく、ブタアバターの頭にぽんと手を乗せてから、黒雪姫はレギオンメンバーたちに向けて毅き然ぜんとした声を響ひびかせた。

「ここまでの議論で、作戦の骨子は固まったように思う。最終目標はあくまで太陽神インティの撃げき破は──そのために、トリリード・テトラオキサイドの持つ神器《ジ・インフィニティ》を鍛か冶じ屋やにて強化し、並行してライム・ベルの必ひつ殺さつ技わざゲージを連続チャージするための多段シナジーを構築する。両目標とも、他の四レギオンにも協力を要よう請せいし、速すみやかな達成を図はかる。──以上、何か質問はあるか？」

　すかさず、ヤマアラシ頭のシスル・ポーキュパインがさっと手を上げた。

「いっこだけ。七王会議がわやくちゃになる前に決議されたっていう、白のレギオンへの総そう攻こう撃げきはどうなんの？　そっちも並行して実行するってことだと、メンバーを港みなと区くエリアへの攻こう撃げきにも振り分けなきゃだし」

「ふむ、確かにな」

　頷うなずき、考えを巡めぐらせるように細いおとがいに手を当てた黒雪姫に代わって、楓フウ子コが口を開いた。

「ポッキーちゃんの言うとおり、議場が無制限フィールドになる直前にパープル・ソーンとブルー・ナイトが宣言したわ。会議が終しゆう了りようし次し第だい、青、緑、紫、黄、黒の五レギオン合同で港区第一、第二、第三エリアへの総そう攻こう撃げきを開始する。具体的には、マッチングリストにオシラトリのメンバーを見つけたら順番に乱入し続けて、ポイントを全損させる。更さらに、次の領土戦では港みなと区く第一と第二エリアも攻こう撃げきして、支配権を剝はく奪だつする……と。ただ、いまのところ、この作戦は実行に移されていない。たぶんどのレギオンも、マスターの無限ＥＫという異常事態にどう対処するか、まだ方針が決まってないんでしょうね」

「つまり、総そう攻こう撃げきはしばらく延期ってこと？」

「そうなるだろーけど、ちっとイヤな感じの展開だよなぁ……」

　割り込んだニコが、ふんと鼻を鳴らす。

「一人だけ熱ねつ死し圏けんから脱だつ出しゆつしちまったあたしが言うのもアレだけどさ……いまの状じよう況きようは、オシラトリにとっても基本的には想定外だったと思うんだよな。アイボリーの野や郎ろうは、ショコラにリプレイ・カードで変身シーンを録画されてなければ、知らぬ存ぜぬでシラを切り通すつもりだったんだろうし。だから向こうも、五レギオン合同の総そう攻こう撃げきに対する備えはまだできてねーと思うんだ。そのタイミングをむざむざ見み逃のがさなきゃならねーのが、癪しやくっつうか気持ちわりーっつうか……」

　ニコが、頭の後ろで手を組んで唇くちびるを尖とがらせるという《スネる子供ポーズ》を作ると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは苦く笑しようしながら答えた。

「正直私は、インティの内部から救出して貰もらうのはオシラトリへの総そう攻こう撃げきの後でいいと思っている。無制限フィールドに入れなくとも、通常対戦にも領土戦にも支障はないわけだしな……。しかし他のレギオンがどう考えているのかは解わからないし、総そう攻こう撃げきに向けて意思を統一するには少なくとももういちど幹部級会議を開かなくてはならないだろう。現状では、それも簡単ではないしな」

「その会議にもバイスの手下が潜もぐり込んできて、またしっちゃかめっちゃかにされちまう……って展開も充じゆう分ぶん有り得るからなぁー」

「それを防ぐには……」

　そこまで言いかけた黒雪姫だったが、すぐに「いや、土台無理な話だな」と呟つぶやいて首を振った。すぐにニコが首を突き出す。

「なんだよロータス、言いかけたら最後まで……」

　しかしニコも、その言葉を言い終えることができなかった。ホワイトボードの後方、クジラの頭上に光の柱が降り注ぎ、新たなアバターを実体化させたのだ。

　ほっそりと華きや奢しやな少女型。短めの髪かみはふんわりとしたシルエットだが、着ているのは銀色の鋲びようを無数に打った黒の革かわジャンと、ぼろぼろに解ほぐれたカットジーンズ。ガーリーなのかパンクなのか解わからないアバターは、つぶらな瞳ひとみをいっぱいに見開くやまっすぐハルユキ目め掛がけて走ってくると、両手で躊ちゆう躇ちよなくブタアバターを抱だき上げた。
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「あ……クロウさん!!」

　恐おそらく「有アリ田タさん」と言いかけてしまったのであろうパンク少女に思いきり強く抱だき締しめられ、ハルユキは両手をわたわたと振り回した。

「り……アッシュさん！」

　ハルユキもまた本名を呼びそうになったが、日クサ下カ部ベ綸リン／アッシュ・ローラーは気にする様子もなく叫さけんだ。

「クロウさん……無事で、良かった……！」

「アッシュさん、どうして、ここに……」

「それは……私も、いまはネガ・ネビュラスの一員……ですから」

　涙なみだ声ごえで言われ、そうだったと思い出す。アッシュ・ローラーとブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブの三人は、緑の王グリーン・グランデの承しよう諾だくを得て、《加速研究会との戦いが決着するまで》という条件つきでグレート・ウォールからネガ・ネビュラスに移い籍せきしたのだ。

「……心配かけてごめん、アッシュさん。僕はぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだから……ちょっとインティに爪つま先さきを焦こがされたくらいで……」

　そう言いながら肩かたをぽんぽん叩たたくと、ようやく綸は腕うでの力を緩ゆるめた。

　ふうっと息をついた途と端たん、黒クロ雪ユキ姫ヒメやチユリ、ニコのじとっとした視線に気付き、思わず目を泳がせる。椅い子すに戻もどしてほしいところだが、綸はブタアバターを胸に抱だいたまま下ろそうとしない。やむなく更さらに目を動かすと、カシス・ムース、シスル・ポーキュパイン、そしてブレイズ・ハートの三人が啞あ然ぜんとした表情を浮うかべている。

「ちょ……ちょっと待って。その可か愛わいいパンクガールが、あのヒャッハー暴走族の中の人、なわけ？」

　ブレイズに問われ、ハルユキはどう答えたものか迷った。

　このミーティングで一同が本名ではなくアバター名で呼び合っているのは、プロミネンス組の三人とネガ・ネビュラス組がまだリアルで会ったことがないからだ。すなわち三人は日クサ下カ部ベ綸リンとアッシュ・ローラーの複雑な関係も知らないわけで、途と惑まどうのは当然なのだが、ハルユキの口から事情を説明するのも躊躇ためらわれる。

　ハルユキが「えーと、えーと」と繰くり返かえしていると、綸はカシスたちに向けてぺこりと頭を下げ、言った。

「はい、確かに私がアッシュ・ローラーなんですが……厳密に言うと、加速世界で戦っているのは、私ではない……んです」

「ええ？　どういうこと？」

　いっそう怪け訝げんな顔になるブレイズ・ハートに、綸は簡潔な説明を口にした。

「いまは、二重人格みたいな感じ……と理解しておいて下さい。いつか、きちんとお話しします」

「そっか、なるほどね」

　ブレイズはあっさり納なつ得とくし、カシスとシスルも揃そろって頷うなずく。考えてみれば、リアルとＢＢでキャラクターが激しく変化するバーストリンカーは少なからず存在するので、その延長線上と思えば理解も難しくはないのだろう。

　ブレイズたちも順番に名乗り、挨あい拶さつが終わると、綸は《親》である楓フウ子コに向き直った。

「あの、師し匠しよう……遅おそくなって、すみません……でした」

「いいのよアッシュ。それで、グレート・ウォールのほうはどんな感じなの？」

「さっき、デクリオンさんから連れん絡らくがあり……ました。グレウォとしては当面、緑の王の救出を最優先事項とする……その件で、早さつ急きゆうにネガ・ネビュラスと話し合いたい、とのこと……です」

「なるほど……。つまり、グレウォもオシラトリへの総そう攻こう撃げきはひとまず延期、というわけね。このぶんだと、青や紫もマスター救出優先の方針は同じでしょうね……黄色は解わからないけど。レディオにそこまで人望がある気もしないし」

　さらりと酷ひどいことを言うと、楓子は黒クロ雪ユキ姫ヒメを見て、素す早ばやく頷うなずいた。それだけで意思を疎そ通つうしたらしく、全員を見み渡わたしながら声のボリュームを上げる。

「それじゃ、改めて今後の方針を確かく認にんするわね。やるべきことは三つ……その一、鍛か冶じ屋やショップの捜そう索さく。その二、必ひつ殺さつ技わざゲージ回復シナジーの構築。その三、四大レギオンとの話し合い。一番目の捜そう索さくに関しては、無制限中立フィールドに入らなきゃいけない関係上、慎しん重ちようを期す必要があるわ。捜そう索さくチームは改めて選出するから、プロミネンス組を含ふくむ全レギオンメンバーには当面、勝手に鍛か冶じ屋やを探しに行ったりしないように周しゆう知ち徹てつ底ていしてちょうだい」

「了りよう解かいした。プロミ組には、僕から連れん絡らくしておこう」

　カシス・ムースが請うけ合あうと、楓フウ子コは頷うなずいて続けた。

「二番目の回復シナジー構築に関しては、逆に全メンバーに知ち恵えを絞しぼって欲ほしいわ。必ひつ殺さつ技わざゲージの回復手段に関する情報やアイデアがあったら、どんなにささやかでもいいからわたしに送ってくれれば、ファイルにまとめて再配布する。理想はシナジーを二系統……いえ、三系統作りたいわね」

「……あの、それに関してなんですが……」

　綸リンに抱だっこされたままのハルユキがぴこっと右手を上げると、女教師コスチュームの楓子はメガネを持ち上げながら微笑ほほえんだ。

「なあに、鴉からすさん？」

「えっと……さすがにこの場には、システムの存在すらも知らないって人はいないと思うから訊ききますけど、その必ひつ殺さつ技わざゲージ回復シナジーに、心しん意いシステムを介かい入にゆうさせるのはアリなんでしょうか……？」

　途と端たん、ＶＲスペースであるにもかかわらず場の空気が一気に引ひき締しまり、ハルユキはやらかしてしまったかと身を縮めた。

　最初に反応したのは、巫み女こコスチュームの謡ウタイだった。

【ＵＩ[image: ]　私は、できることは何でもするべきだと思うのです。心意の力は心意で攻こう撃げきされた時しか使ってはならないというのがネガ・ネビュラスの掟おきてですが、七王会議の場を無制限中立フィールドに変えたオーキッド・オラクルさんのパラダイム・ブレイクダウンも、ローねえたちを閉じ込めたブラック・バイスの二十面絶界も心意技なのですから、それに対たい抗こうするために心意の力を使うのは掟おきて破やぶりにはならないはずなのです】

　それだけの長文を三秒足らずでタイプし終えると、謡はまずハルユキを、次いで楓子を、最後に黒クロ雪ユキ姫ヒメを見た。

「…………確かにそうだな」

　呟つぶやくようにそう答えた黒雪姫は、日ひ傘がさから離はなした右手をまっすぐ前に伸ばした。

「心意の力は、加速世界に数々の悲劇を生み出してきた。いや……そんな他ひ人と事ごとのような言い方をする資格は、私にはないな。二年と十一ヶ月前、私は赤の王レッド・ライダーを、必ひつ殺さつ技わざによる不意打ちで一いち撃げき死しさせた……」

　突とつ然ぜんの独白を聞いた瞬しゆん間かん、カシス・ムース、シスル・ポーキュパイン、ブレイズ・ハートの三人がぴくりとアバターを震ふるわせた。空気がいっそう鋭するどく張はり詰つめ、ハルユキは息もできなくなってしまったが、黒雪姫は右手を掲かかげたまま静かに語り続けた。

「私はあの時、無意識のうちに必ひつ殺さつ技わざを心意強化していた。もしも心意を使っていなければ、ライダーは即そく死しを免まぬがれたかもしれん。そんな詮せん無ない想像と悔かい恨こんが、私をいっそう心意システムから遠ざけた……。自分が選んだ《子》であるシルバー・クロウにすら、私は心しん意いの指導をすることができなかった。──しかし」

　掲かかげた右手を強く握にぎり締しめ、痛みに耐たえるような、それでいて強さを感じさせる声で──。

「私はこの頃ごろ、よく考えるのだ。心意の力が単なるシステムのバグなら、ブレイン・バーストの管理者はずっと昔に対処しているはず……そうでないのなら、加速世界に心意技が存在することにも何らかの意味があるのではないか、と。私は……たぶん私はもう、これ以上心意の力を究きわめることはできない。だが新たな世代のバーストリンカーたちには、私と同じ道を進んで欲ほしくない。心意が導く果てに、深い闇やみだけではなく希望の光があるのならば、いつかそれを見み出いだして欲ほしい……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがゆるりと右手を下ろしても、しばらく発言する者はいなかった。

　何かを言わなくちゃという衝しよう動どうに駆かられ、ハルユキは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。しかし胸がいっぱいになってしまって、言葉が出てこない。

　そんなハルユキの焦しよう燥そうを感じたかのように、両りよう腕うでにぎゅうっと力を込めてから、綸リンがいつになくしっかりした声を響ひびかせた。

「……兄は……アッシュ・ローラーは、レイカー師し匠しように勧すすめられても、頑がんとして心意システムの修業をしようとはしませんでした。なぜなら、《心の闇やみ》に直結する心意の力は、ひたすらに対戦を楽しむという兄のポリシーとは相反するものだったからです。けれど、昨日の領土戦を経験して、兄も少し考えを変えたようです」

「それは、オシラトリの心しん意い攻こう撃げきの脅きよう威いを体感したからということか？」

　黒雪姫の問いに、綸はきっぱりとかぶりを振った。

「いえ、違ちがいます……。──私は、兄が戦っている時のことは夢の中のようにおぼろげにしか記き憶おくできないのですが、それでもこれだけは私も覚えています。領土戦の最後、勝負を決したロータスさんの《星光連流撃スターバースト・ストリーム》……破は壊かいの心意であるはずなのに、涙なみだが出そうになるほど美しいあの技わざが、兄の心を揺ゆさぶったのです」

「おいおい！」

　と割り込んだのは、またしてもニコだ。

「あん時はあたしもフルパワーで心意技ブチかましたじゃねーか！　あたしの《輻射連拳レイデイアント・バースト》のことは、兄貴はなんか言ってなかったのかよ!?」

「えっと……いえ、特には……」

「あのガイコツ野や郎ろう、次に会ったら泣かしてやっかんな……」

　ぶつぶつ文句を言うニコに、黒雪姫は一いつ瞬しゆんだけ愉ゆ快かいそうな笑えみを向けてから、再び綸を見て言った。

「私の心意を美しいと感じてくれたなら……そしてそれが心意を学ぶきっかけになるというのなら、私もいつまでも恐おそれてはいられないな。──クロウ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、ハルユキは綸リンの腕うでの中で背筋を伸ばした。

「は……はい」

「さっきの質問だが、今作戦に於おける心しん意いシステム利用の可能性は、現段階では排はい除じよしない。しかし、キミも知っていると思うが、心意技は光と闇やみが表ひよう裏り一いつ体たいだし、使うとエネミーを刺し激げきするからな……くれぐれも慎しん重ちように、な」

「はい！」

　ハルユキがもういちど頷うなずくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは微び笑しようを消し、少し口を尖とがらせながら付け加えた。

「それにしても……キミは、いつまでそうしているつもりなんだ？」

「そうして、って……」

　瞬まばたきしてから、その言葉が綸に抱だっこされている状じよう況きようを指しているのだと気付く。

「いえっ、あのっ、これはっ」

　うわずった声を出しながら両りよう腕うでを上下させるが、綸はブタアバターをぬいぐるみか何かのように抱かかえたまま解放してくれない。強ごう引いんに振り解くこともできず、「ち、ちゃうんです！」と訴うつたえながら耳をぴこぴこぴこぴこ動かしていると──。

「ふふふ……あは、あははは」

　という朗ほがらかな笑い声が聞こえ、ハルユキは左を見た。

　笑っているのは、白い仮面をつけた若武者アバターだった。一同の注目を集めていることに気付いたのだろう、仮面の上から更さらに右手を押し当てるが声は収まらず、最後には後ろを向いてしまう。

　いったいいまのやりとりのどこがリードのツボに入ったのだろう、とハルユキが不思議に思っていると。

　チユリとの言い合いを披ひ露ろうした時よりもいっそう大きな笑いの波が湧わき起こり、クジラの背中を包んだ。小刻みな振しん動どうが伝わってきたので上を見ると、ハルユキを抱だっこする綸までもが大きく口を開けている。タクムも、チユリも、楓フウ子コも、黒雪姫も、ニコとパドさん、あきらと謡ウタイ、累ルイと志シ帆ホ子コたち、更さらにはカシスたちまでが、おかしくてたまらないというように明けっ広げな笑い声を響ひびかせる。

　つられて「えへへへ……」と笑いながら、ハルユキは頭の隅すみで考えていた。

　加速世界に巨きよ大だいな戦乱を招こうとしているオシラトリ・ユニヴァースのメンバーたちにも、きっとこんな瞬しゆん間かんがあったはずだ。心を繫つないだ仲間たちと心の底から笑い合える、かけがえのない一いつ瞬しゆんが。なのに……それなのに、どうして。

　不意に涙なみだが滲にじみそうになり、何度も瞬まばたきして懸けん命めいに堪こらえる。自分でも名付けられない感情で胸がいっぱいになってしまい、何も言うことができないまま、ハルユキはただ仲間たちの顔を繰くり返かえし見つめ続けた。










　　　６




　──王たちのレギオンに攻こう撃げきされて、全損が避さけられないんだとしても、オシラトリを抜けようなんて考えるメンバーは一人もいない。

　クジラの背中から現実世界に戻もどる瞬しゆん間かん、ハルユキの脳のう裏りには、誰だれかのそんな言葉がかすかにこだました。

　いったい誰だれの……と考え、すぐに気付く。白のレギオンの幹部集団、《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位たるプラチナム・キャバリアーだ。

　白の王から預かったというザ・ルミナリーで太陽神インティを落下させる直前、ハルユキと楓フウ子コは戦場の上空でキャバリアーに遭そう遇ぐうした。楓子は彼に、アイボリー・タワー＝ブラック・バイスの暴走にオシラトリの一いつ般ぱんメンバーを巻き込むなと忠告したのだが、キャバリアーは動じる様子もなく答えたのだ。オシラトリを抜けるメンバーは一人もいない、と。

　それは、《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》やそれに類する恐きよう怖ふで白の王に束そく縛ばくされているからなのか？　それとも──。

「お疲つかれ様さま、ハルユキ君」

　耳みみ許もとでそんな声が響ひびき、ハルユキはぱちっと両目を開けた。

　見慣れない天てん井じよう。背中を包み込むクッション。そして右腕に触ふれる、柔やわらかな温度。

　ようやく自分がどんな状態でダイブしていたのかを思い出したハルユキは、びくっと全身を跳はねさせ、巨きよ大だいなビーズクッションから立ち上がろうとした。しかし寸前、右側からほっそりした腕うでが伸びてきて、ハルユキの体を押さえ込んだ。

「わあっ、せせせ先せん輩ぱい、何を……」

　上ずった声も、黒クロ雪ユキ姫ヒメの少し拗すねたような表情を見た途と端たん引っ込んでしまう。これはまたしても何かやらかしてしまったのか、と思ったのだが──。

「日クサ下カ部ベ君に抱だっこされた時は平然としていたのに、なぜ私だとその反応なんだ？」

「へっ？」

　質問の意味を二秒かけて理解し、いっそう動転しながら答える。

「い、いいいえ綸リンさんの時はアバター同士だったじゃないですか！　で、でもいまは先せん輩ぱいも僕も、その、な、生身ですし」

「アバターも現実身体も、構成する情報量が違ちがうだけで本質的な差異はあるまい」

　そぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]かなあ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

　と内心で思い切り首を傾かしげたが、反論を捻ひねり出す前に黒雪姫が全身を預けてきて、ハルユキの思考は再び停止してしまった。黒雪姫の体重は、中三女子の平均値をかなり下回りそうだが、それでもハルユキの体はビーズクッションに深く沈しずみ込んでしまい、もう身動きもできない。上うわ目め遣づかいになった黒クロ雪ユキ姫ヒメが、悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえみながら囁ささやく。

[image: ]

「……少しでいいから、このままでいさせてくれ。キミと触ふれ合あっていると、精神的な消しよう耗もうが回復するシナジー効果があるんだ」

　そんな馬ば鹿かな、と言おうとしたが寸前で中止し、ハルユキは小声で違ちがうことを訊たずねた。

「あの……さっきのミーティングでかなり希望が見えてきたと、僕は思ったんですが……先せん輩ぱいを回復させるには、足りませんでしたか……？」

　すると黒雪姫は二回瞬まばたきしてから、そっと首を横に動かした。

「ああ、すまん、誤解させてしまったな。私も希望は感じたよ、いちばんハードルが高いのは鍛か冶じ屋やショップを見つけることだろうが、それも幾いくつか心当たりがなくはないしな……。だが、皆みなが一いつ生しよう懸けん命めいに私を救出しようと頑がん張ばってくれているという状じよう況きようそのものが……私には辛つらい。どうしようもなく辛つらいんだ……」

　押し殺した声で吐と露ろすると、黒雪姫は顔をハルユキの胸に強く押しつけた。

　しばし躊躇ためらってから、ハルユキは両手を持ち上げ、華きや奢しやな肩かたをそっと包んだ。なぜかいまだけは、必死に考えなくても言葉が胸の深いところから湧わき上がってくる。

「……レギオンマスターだからって、なんでも抱かかえ込まなくてもいいんです」

　途と端たん、黒雪姫の肩かたがぴくりと震ふるえる。落ち着かせるようにゆっくりとさすりながら、ひと言ひと言、心をこめて語りかける。

「ネガ・ネビュラスを再結成してから、先せん輩ぱいはずっと、レギオンメンバー全員のために自分を犠ぎ牲せいにしようとしてきましたよね。五代目クロム・ディザスターと戦った時も、四シ埜ノ宮ミヤさんをスザクの祭さい壇だんから救出した時も、僕が六代目のディザスターになってしまった時も、ＩＳＳキット事件の時も、昨日の領土戦や今日の七王会議でも……。それだけじゃない、荒アラ谷ヤが自動車で突っ込んできた時は、バーストポイントを九十九パーセントも消費する最終コマンドを使って、先せん輩ぱい自身も命にかかわるような怪け我がをしてまで僕を助けてくれた……」

「当たり前だろう、私はレギオンマスターで……キミの《親》なんだから」

　ハルユキの胸に顔を伏ふせたまま、黒クロ雪ユキ姫ヒメは掠かすれ声ごえでそう囁ささやいた。しかしハルユキは、大きくいちどかぶりを振り、きっぱりと言った。

「当たり前じゃないです。ぜんぜん当たり前じゃない」

　黒雪姫の両りよう肩かたから背中へと手を動かし、続ける。

「先せん輩ぱいは凄すごく強いから……僕らはいつの間にか、先せん輩ぱいに頼たよるのが当たり前になっちゃいました。先せん輩ぱいさえいてくれれば大だい丈じよう夫ぶだって、いつもそんなふうに思って……それが絶えず重荷を背負わせ続けることと同じだって気付けなかった。黒雪姫先せん輩ぱいは《純色の王》で、レベル９ｅｒナイナーで、誰だれよりも強いけど……でも本当は、僕より一つ上なだけの、同じ中学生なんです。僕は……僕はまだぜんぜん弱くて、加速世界でも現実世界でも迷ったり悩なやんだりしてばっかりですけど、でも僕はもっと先せん輩ぱいに頼たよってもらえるようになりたい。一方的に支えられるだけじゃなくて、お互たがいに支え合って、助け合って、同じ目標を目指して進んでいきたい……。きっといまは、レギオンの全員が同じように思ってるはずです。ネガ・ネビュラス組だけじゃなくて、合がつ併ぺいしたばっかりのプロミネンス組のメンバーも、きっと。だから先せん輩ぱい、今回は僕たちを頼たよって……信じてください。僕たちは必ず先せん輩ぱいを、ついでに他の四王も、インティの無限ＥＫから救い出します。だから……だから…………」

　こんなにも長い言葉を一度もつっかえずに言えたのは、ハルユキの十四年と少しの人生で初めてかもしれなかった。それでも最後の最後で胸がいっぱいになり、どんなに息を吸い込んでも言葉にならなくなってしまった。

　いつしか両目に涙なみだを滲にじませながら、ハルユキが不規則な呼吸を繰くり返かえしていると──。

　黒雪姫がそっと顔を持ち上げ、至近距きよ離りからハルユキを見た。漆しつ黒こくの瞳ひとみも、薄うすく濡ぬれているように見えた。

「…………強くなったな、ハルユキ君」

　そう囁ささやくと、黒雪姫は右手を動かし、ハルユキの頰ほおに触ふれさせた。

「加速世界でも現実世界でも、キミはとても強くなった。一方的に支えられるだけだなんてとんでもない……私も、楓フウ子コや謡ウタイ、あきらやニコたちも、ずっと前からキミに支えて貰もらっているよ。キミが銀色の翼つばさを広げて、高い空を飛び続けてくれたから、我々はここまで辿たどり着つくことができたんだ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは体をずらすと、自分の顔をハルユキの顔の真上まで移動させた。わずか十センチ先で、真しん珠じゆのように艶あでやかな唇くちびるが少しだけ震ふるえるのをハルユキは見た。

　近づく。黒くろ髪かみが一筋流れ、甘あまい香かおりが漂ただよう。心臓の鼓こ動どうが加速していく──。

　突とつ然ぜん、ピピピッ、という電子音がリビングルームに響ひびき、魔ま法ほうの時間を終わらせた。黒雪姫が弾はじかれたように顔を上げ、仮想デスクトップに触ふれてから言った。

「すまん……毎日この時間に、風ふ呂ろに湯を張るよう設定しているんだ」

「あ……そ、そうですか」

「うん、ああ……ハルユキ君、キミから入りたまえよ」

「へっ」

　ここでハルユキは、言葉の選せん択たくを決定的に誤った。

　まず最初に、僕は帰ったほうがいいのでは、と訊きくべきだったのだ。しかし黒雪姫の予想もしない提案に虚きよを衝つかれ、ハルユキは最初に思おもい浮うかべたことをそのまま口に出してしまった。

「あ……あの、僕、汗あせ臭くさいですか？」

「ン？　いや別にそんなことはないぞ。だが今日はお昼から活動しっぱなしだったから疲つかれただろう」

　そう言うと、黒雪姫はビーズクッションから立ち上がり、右手を差し出した。その手を借りて、ハルユキもとりあえず立ったが、どうしていいのか解わからない。

「えっと、でも、その、家主を差し置いて先には……」

「それを言うならキミこそお客様だろう。あれこれ言ってないで、汗あせを流してこい」

「や、やっぱり汗あせ臭くさいんじゃ……」

　もごもご言うハルユキの背中を、黒雪姫は両手で押して廊ろう下かの途と中ちゆうにある洗面所兼けん脱衣所に導いた。

「シャンプーやボディソープは自由に使っていいからな。ごゆっくり」

　引き戸が閉じられ、ハルユキはしばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。どうしてこうなったんだろう、とぼんやり考えるが頭が働かない。しかし少なくとも、いまさら「やっぱり帰ります」とは言い出せない状じよう況きようであることは確かだ。かくなる上は、せめて汗あせ臭くささだけでも払ふつ拭しよくしておくべきであるという気がしなくもない。

　機械的に梅うめ郷さと中ちゆうの制服を脱ぬぎ、脱だつ衣いカゴに畳たたんで入れると、ハルユキは折おり畳たたみ式のガラス戸を開けてバスルームに入った。

　面積そのものは有アリ田タ家の浴室と同じくらいだが、バスタブはジェットノズルつきの最新式だ。とはいえ無論、いきなりお湯に飛び込むことはできない。透とう明めいなスツールに座すわり、首のニューロリンカーを外して壁かべの専用フックに掛かけると、熱いシャワーを浴びる。垢あかのひとかけらも残すまいと丁てい寧ねいに全身を洗い流してから、バスタブに体を沈しずめる。少しぬるめの温度はハルユキ好みで、「はふ[image: ][image: ]」と息を吐はきながら全身を脱だつ力りよくさせると、自分でも意識していなかった疲ひ労ろうがじんわりと痺しびれるような感覚を伴ともなって手足から抜けていく。

　壁かべのフックからニューロリンカーを取り、再装着すると、浴室のコントロールパネルに接続。目の前に表示されたメニューから、ジェットノズルをオンにしてみる。すると細かい泡あわの噴ふん流りゆうが背中を直ちよく撃げきし、思わず「うひっ」と声が出てしまう。痛いようなくすぐったいような妙みような感覚だが、決して不快ではない。というより、なかなか気持ちいい。

　有アリ田タ家のバスタブにも付いていればいいのに……と考えながら泡あわのバイブレーションに身を任せていると、思考はあらぬ方向へと漂ただよっていく。

　両親が高こう円えん寺じ駅北側に建つ大型複合マンションの一室を購こう入にゆうしたのは十四年前、ハルユキが生まれた年だ。あのマンションは内装や設備をかなり自由にカスタマイズできるタイプなので、きっと父親と母親はカタログを一いつ緒しよに覗のぞき込みながら、ああでもないこうでもないと議論して一部屋ずつ仕様を決めていったのだろう。もしかしたら、浴よく槽そうにジェットノズルを付ける、付けないというやり取りもあったかもしれない。

　そんな二人が離り婚こんしたのは、ハルユキが小学校二年生の時だ。いよいよ父親が家を出ていくという時、ハルユキは涙なみだを堪こらえきれなくなり、無む我が夢む中ちゆうで父親の脚あしにすがりついて、行かないでと泣なき喚わめいた。しかし父親はしばらくハルユキが泣くに任せたあと、大きな手でハルユキの両りよう腕うでを自分の脚あしから引ひき剝はがし、ぐっと一度両りよう肩かたを摑つかんだだけで、何も言わずに玄げん関かんから出ていった。以来ハルユキは、ただの一回も父親と会ったことはない。いまどこで何をしているのかすら知らない。

　離り婚こんの原因は、父親の浮うわ気きらしい。だから、相手の女性とどこかの街で新しい家庭を築き、もしかしたら子供がいる可能性だってある。十四歳になったいまはもう、ことさらに会いたいとは思わないし、思い出してもさほど寂さびしくもならない。それでもハルユキは、父親が置いていったベッドとメッシュチェアを自分の部屋で使い続けているし、さすがに少々ヘタリが来ているそれらを買かい替かえるつもりはない。

　浴室のコントロールパネルを消去し、代わりにニューロリンカーの内部ストレージを開く。長年の使用で激しく複雑化、多階層化してしまったフォルダ構造をどこまでも潜もぐっていくと、やがて【Ｆ】という名前のフォルダに辿たどり着つく。

　Ｆは父親フアーザーのＦ。この中には、母親が完全消去する前にこっそりホームサーバーからコピーした父親の写真や動画、メール、仕事関係のファイルなどがアーカイブされている。小学生の頃ころはたまに、布ふ団とんを被かぶってからこのフォルダにアクセスし、父親単独や家族三人が映っているわずかな動画を繰くり返かえし再生したりもした。しかしいつしかそれもしなくなり、最後にアクセスしたのは確か……ダスク・テイカー事件の最中に、フルダイブ技術史の資料を引っ張り出した時だ。

　あの時は、父親のデータに助けられた。父親が年表の一箇所に書き込んでいた注ちゆう釈しやくテキストがなければ、ハルユキはダスク・テイカーと加速研究会の秘密であるブレイン・インプラント・チップに気付けなかっただろう。別に会いたくはないけれど、いつか、遠くから見たりする機会があったら心の中でお礼を言いたい。あなたのおかげで、僕はいまもバーストリンカーでいられるのだ、と。

「おい、あまり長湯をしていると湯あたりしてしまうぞ」

　そんな声が聞こえ、ハルユキは慌あわててウインドウを消しながら答えた。

「あっ、すみません、すぐに出ま…………」

　そこでぴたりと全身をフリーズさせ、ぎこちなく首を左に回し、再び三秒ほど思考停止してから叫さけぶ。

「ナディルッカス!!」

　何で入ってきてるんですか先せん輩ぱい、と言ったつもりで全然言えなかったが、それすらも自覚できず、ハルユキは口をぱくぱく開閉させた。

　いつの間にか開いていたガラス戸から、黒クロ雪ユキ姫ヒメが浴室に一歩踏ふみ出している。ハルユキが心配で見にきた……というわけではないらしい。そう判断できるのは、長い髪かみをまとめてクリップで留とめ、体には白いバスタオルを巻いているだけだからだ。

「あのっ、すすすすみませんぼぼぼ僕、もう出ますから！」

　今度はなんとか日本語で叫さけび、立ち上がろうとして三たびフリーズ。当然ながらハルユキは何も装備していないので、浴よく槽そうから出て脱衣所に移動する過程で巨きよ大だいな問題が発生する。

「あ、あのせせ先せん輩ぱい、ぼぼ僕が出るまで、ちょちょちょっとだけ外で待っ……」

「まあ、いいじゃないかたまには」

　あっさりとそう応じると、黒雪姫は浴室へと踏ふみ込み、後ろ手にガラス戸を閉めた。啞あ然ぜんとするハルユキの目の前を横切り、バススツールにちょこんと腰こし掛かける。

「…………た、たまにはって……い、一度も、こんなこと……」

　ハルユキが閉へい塞そくしかけた喉のどからどうにか声を押し出すと、黒雪姫は正面の鏡を睨にらみながら、少々尖とがった声で言った。

「そこだ、問題は」

「も、問題……？」

「決まっているだろう、ニコの奴やつがしたことを、私がしないわけにはいかん」

「へ、に、ニコが、何を……」

　とそこまで呟つぶやいてから、ようやく思い出す。

　ニコこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コは、初めてハルユキと会った時、まったく異なる名前を名乗っていた。斉サイ藤トウトモコ──実在する、ハルユキの母方の再は従と妹この名だ。ニコはトモコに成りすまして有アリ田タ家に上がり込み、なおかつ初対面のハルユキが入浴している風ふ呂ろ場ばにまで入ってくるという、体当たりのソーシャル・エンジニアリングを仕し掛かけてきたのだ。

「い、いや、確かにそんなこともありましたけど、あれはニコが僕の弱みを握にぎってプロミネンスに引き抜くためにしたことで……って、あれ、僕、ニコがお風ふ呂ろに突とつ撃げきしてきた話しましたっけ……？」

　バスタブの縁ふちを両手で握にぎりながら、ハルユキが首を傾かしげると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは相変わらずそっぽを向いたまま答えた。

「キミからは聞いていないが、ニコ自身から聞いた。二人でキミの家のお風ふ呂ろを借りた時に、な」

「……な、ナルホド……」

「それ以来、ずっと思っていたのだ。いつかチャンスがあったら、この貸しを取り立ててやろうとな」

「か、貸しって……それ、ニコに対してです？　それとも僕に……？」

「両方だ。さて……せっかくだし、背中でも流してくれないか」

「ういぃ!?」

　今度こそハルユキは、無理ですごめんなさい僕もう出ますと言おうとしたが、それらの言葉が口の中で渋じゆう滞たいしているうちに、黒雪姫が体に巻いたバスタオルを右手で摑つかんだ。ほんの一いつ瞬しゆん躊躇ためらったようにも見えたが、ハルユキが何かを言うより先にタオルの合わせ目を解き、体から剝はがすと丸めて両手で抱かかえ込む。

　少しオレンジがかった明かりの下でも、黒雪姫の背中は雪のように白く、妖よう精せいのようにほっそりしていて、ハルユキは瞬まばたきさえできなくなってしまった。思考が完全停止し、ただぽかんと口を開けていると、数秒後、黒雪姫が少し背中を丸めてから、くしゅんと鼻を鳴らした。

　それでようやく石化が解け、ハルユキは掠かすれ声ごえで言った。

「せ、先せん輩ぱい、風か邪ぜ引いちゃいますから……」

「だったら、早く頼たのむ。マスターの命令だぞ」

「あ、あの、ええと…………はい…………」

　命令とまで言われてしまえば従う以外の選せん択たく肢しはなく、ハルユキはそろそろと立ち上がるとバスタブの縁ふちをまたぎ、洗い場に出た。体の前を隠かくしながらじりじり前進し、黒雪姫の背中から二十センチ手前で膝ひざ立だちになる。

　これは本当に現実なのか、レギオン・ミーティングが終わってリンクアウトしたつもりが、ニューロリンカーに侵しん入にゆうされてまだフルダイブを継けい続ぞくさせられているのでは……などと考え、自分の太ももをつねってみるが状じよう況きように変化はない。

　意を決し、右手を限界まで伸ばして、シャワーヘッドをホルダーから引き抜く。ダイヤルを操作してお湯を出し、温度を確かめてから、恐おそる恐おそる目の前の背中に水流を当てる。白い肌はだに無数の水すい滴てきが弾はじけ、天てん井じようのパネルライトの光を反射してきらきら輝かがやく。

　無心にシャワーを流していると、苦く笑しよう交じりの声が聞こえた。

「ハルユキ君、背中がふやける前に洗ってくれると嬉うれしいな」

「あ……はっ、はいっ」

　上ずった声で答え、シャワーの水流を止めると、今度は左手でバススポンジを取り、ボディソープをつけて泡あわ立だてる。両手でスポンジを持ち、慎しん重ちように、慎しん重ちように黒クロ雪ユキ姫ヒメの背中を擦こする。その途と端たん、

「うひゃっ……も、もっと強くしていいぞ。それはくすぐったすぎる」

　と言われてしまい、慌あわてて両手に力を込める。

「こ……これくらいですか？」

「うん……ちょうどいい」

　ほっと息を吐はき、黒いニューロリンカーのすぐ下から腰こし骨ぼねの上あたりまで、細心の注意を払はらってスポンジを往復させていると──。

「うぅ──ん……」

　と猫ねこのような唸うなり声ごえを漏もらした黒雪姫が、続けて言った。

「誰だれかに背中を洗って貰もらうのは初めてだが、実に気持ちいいな……」

「え……ニコには洗わせなかったんですか？」

「ふふ、あの時はまだ、いまほど打ち解けていなかったからな」

「そ、そうですか……でも、お父さんとか、お母さんとか……」

　そう言ってしまってから、ハルユキは急いで口をつぐんだ。黒雪姫と両親の関係が、決して親密とは言えないことは教えて貰もらっていたのに……と悔くやむが、声に出してしまったことはもう取り消せない。

　スポンジを肩けん甲こう骨こつのあたりで停止させたまま、ハルユキが固まっていると、穏おだやかな……しかしほんの少しの切なさを感じさせる声が響ひびいた。

「赤あかん坊ぼうの頃ころは体を洗って貰もらったのかもしれないが……物心ついてからは、父や母と入浴した記き憶おくはないな。八歳になるまでは姉と一いつ緒しよに入浴していたが、私を《子》に……バーストリンカーにした日に、これからは一人でお風ふ呂ろに入りなさい、と言われたよ」

「……そう……だったんですか」

　呟つぶやくと、ハルユキはスポンジの往復運動を再開させようとした。しかしその寸前、黒雪姫が思わぬことを言った。

「ハルユキ君、私のニューロリンカーを外してくれないか」

「え……は、はい……」

　頷うなずき、スポンジをカウンターに戻もどしてから、恐おそる恐おそる両手を持ち上げ、はっとするほど細い首に装着されたピアノブラックの量子通信機器を指先で摘つまむ。

　他人のニューロリンカーを外すという行こう為いは、相手の同意を得ていなければ立派な犯罪であり、子供の悪いた戯ずらでも手厳しく[image: ]しかられる現代社会最大のタブーだ。緊きん張ちようしながらアームを左右に押し広げ、ゆっくりと首から引き抜く。

「……は、外しました」

　ハルユキが右側から差し出したニューロリンカーを、黒クロ雪ユキ姫ヒメは「ありがとう」と言いながら受け取り、壁かべのフックに掛かけた。

　てっきり「首も洗ってくれ」と言われると思ったのだが、次の言葉はいっそう予想外のものだった。

「私のうなじの、ニューロリンカーのアームの下になっていた部分をよく見てくれ。何か……ないか？」

「え……？　何か、って……」

　瞬まばたきしてから、黒雪姫のうなじに顔を近づける。肌はだに艶なまめかしく貼はり付ついた後おくれ毛げに視線が持っていかれそうになるが、意志力を振ふり絞しぼり、第三頸けい椎ついと第四頸けい椎ついの間──ただでさえ白い肌はだよりもいっそう色の抜けた日焼け跡あとに目を凝こらす。途と端たん──。

「あ…………ああっ……!?」

　驚きよう愕がくのあまり、ハルユキは叫さけび声を漏もらしてしまった。

　純白の皮ひ膚ふに、ごくごく薄うすい紫むらさき色いろの模様のようなものが浮うき出ている。いや……ただの模様ではない。これはバーコードと、そして数字だ。

「せ……先せん輩ぱい……」

「見えたか？　八桁けたの数字とバーコードが？」

「…………はい……これは……？」

　ハルユキは無意識のうちに右手を持ち上げ、指先でバーコードを擦こすった。しかし、細いラインの行列は消えない。インクのようなもので描えがいてあるわけではなさそうだ。

「ン……」

　黒雪姫がぴくんと体を震ふるわせたので、ハルユキは弾はじかれたように手を離はなし、謝罪した。

「すっ、すみません！　つ、つい……」

「いや、構わない……言っておくが、ファッションタトゥーの類たぐいではないぞ。これは、私が生まれた時に刻印されたものだ。大人になれば消えると言われたが……まだ残っていたようだな……」

　言葉の意味を理解できず、ハルユキはただ鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。

「生まれた時に、刻印……？　言われたって……誰だれにですか……？」

「うん……その前に、ちょっと髪かみを洗っていいか？　背中を流してくれてありがとう、湯船で温まっていてくれ」

　黒雪姫にそう言われ、「はい」と頷うなずいてバスタブに戻もどる。湯はまだ冷めていないはずなのに、肩かたまで浸つかっても温かさを自覚できない。白いうなじにバーコードと数字を見つけた時の衝しよう撃げきが、手足を冷たく痺しびれさせている。

　ハルユキの視線の先で、黒雪姫は頭のクリップを外し、まとめていた髪かみを解いた。シャワーでお湯洗いしてから、掌てのひらで泡あわ立だてたシャンプーを髪かみに馴な染じませていく。

　普ふ段だんのハルユキだったら、黒クロ雪ユキ姫ヒメのそんな所作を直視することなどできず、後ろを向くか、口くち許もとまでお湯に潜もぐってしまっただろう。しかしいまはなぜか一いつ瞬しゆんも目を離はなせず、右斜め後方の角度からじっと見つめ続ける。

　シャンプーを終えた黒雪姫は、泡あわをしっかりと洗い流し、いったん水気を切ってから今度はトリートメントを髪かみに馴な染じませた。ブラシで丁てい寧ねいにコーミングし、三度目のシャワー。改めて髪かみをまとめ、クリップで留とめる。ふうっとひと息ついてから、スポンジで体を洗い始める。

　ハルユキはずっと、黒雪姫のことを妖よう精せいか、いっそ女め神がみのように感じていた。だがもちろんそんなわけはない──黒雪姫だって、生身の人間なのだ。ハルユキと同じ、毎日ご飯を食べて、お風ふ呂ろにも入る、一人の女の子。

　しかし、ならば、あのバーコードは何なのか。

　シャワーで全身の泡あわを流した黒雪姫は、スツールから立ち上がり、振り向いた。ハルユキと目が合うと、少し咎とがめるような笑えみを浮うかべて右手を持ち上げ、指先についた水すい滴てきをぴしっと弾はじき飛とばす。ハルユキが反射的に顔をそむけた隙すきに浴よく槽そうのお湯に滑すべり込み、反対側の縁ふちに背中を預けると、長い脚あしを伸ばして深くため息をつく。

「あの……お、お疲つかれ様さまです」

　お湯はジェットノズルのせいで白はく濁だくしているが、それでも視線を向けないように気をつけながらハルユキがそんなことを言うと、呆あきれたような声が返った。

「キミだって、毎日同じことをしているだろう」

「で、でも……僕なんか、がしがしシャンプーして終わりですから……。大変なんですね、女の人って」

「うむ、一つ学んだな」

　再びにやっと笑うと、黒雪姫は左手で壁かべに触ふれた。するとプラスチックパネルの一部が音もなくスライドし、小型のコンパートメントが現れる。中にはグラスが一つセットされていて、上部のノズルから透とう明めいな液体が注がれる。

　たちまち側面を曇くもらせるグラスを、黒雪姫はハルユキに差し出した。

「どうぞ、ただの水だが」

「あ、ありがとうございます……いただきます」

　両手で受け取り、口をつけると、よく冷えた水は陶とう然ぜんとしてしまうほど美お味いしかった。少々脱だつ水すい気味だったのか、ひと息に飲み干してしまったハルユキは、深く息をついてからグラスを返した。

　黒雪姫は再び水を注ぐと自分も一口、二口飲み、グラスをコンパートメントに戻もどした。パネルが隙すき間まなく閉じると、しゅうっという洗せん浄じよう音おんが響ひびく。

「……キミは風ふ呂ろが好きか？」

　突とつ然ぜんそう問われ、ハルユキは少し考えてから答えた。

「えっと……普ふ通つう、ですね。別に嫌きらいじゃないですけど、時々は面めん倒どうくさいと思うこともありますから」

「はは、キミぐらいの年とし頃ごろの男子はそうかもな。実は私もそんな感じだ」

「え……ええっ？　このお風ふ呂ろ、装備が凄すごいんで、てっきり先せん輩ぱいはお風ふ呂ろ大好きなのかと……」

「嫌きらいじゃないさ。だが、こうして入浴していると、どうしても現実身体の不自由さを再さい認にん識しきさせられるからな……。人間の本質は一本のチューブ、つまり消化管であり、手足も感覚器も脳さえも、そのチューブを効率よく運用するためのパーツでしかない……などということを考えてしまう。時々、自分の体を内側からひっくり返して、隅すみ々ずみまで洗ってやりたくなるよ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメにしては妙みように捨すて鉢ばちに響ひびくその言葉に、ハルユキはどう応じていいのか解わからなかった。先せん輩ぱいは綺き麗れいです、と言いたいが、黒雪姫が外見的な美び醜しゆうについて語っているわけではないことぐらいは解わかる。

　よほど情けない顔をしていたのだろう、黒雪姫はハルユキを見ると、水面でぱしゃっと手を合わせた。

「すまん、おかしなことを言ってしまったな。人間の本質はチューブ……幼い私にそう言ったのは姉、白の王ホワイト・コスモスだ。まったく、あれから何年も経たつのにまだそんな戯ざれ言ごとに囚とらわれているんだから、呪のろいを掛かけられたようなものさ」

「……でも、僕、人間が口と消化器のある動物から進化してよかったと思います……」

　ハルユキが思わずそう応じると、黒雪姫は軽く眉まゆを持ち上げた。

「ほう、どうしてだ？」

「だって、もし全身から養分を吸収するような生物だったら、料理とかも発達しなかったわけで……その場合、《ネガ・ネビュラスご飯の会》も、みんなで養分プールみたいのに入って終わりだし……」

　途と端たん、黒雪姫は小さく噴ふき出した。

「ふ、あはは……キミの想像力には負けるよ。確かにそれは勘かん弁べんだな、私もどうせ食べるなら美お味いしい料理がいい。さっきのかぼちゃコロッケやバゲットサンドみたいにな」

「そ、そうですよね」

「うん……それに、最近になって、姉の言葉には別の意味もあったのかもしれないと思うんだ……」

「別の意味……？」

　今度はハルユキが首を傾かしげる。

　黒雪姫は睫まつ毛げを伏ふせ、数秒間黙だまり込んでいたが、やがて呟つぶやくような問いを発した。

「ハルユキ君、キミはニューロリンカーの基本原理を知っているか」

　直前の話題から大きく飛ひ躍やくするその内容に、ハルユキも数秒間かけて思考を切きり換かえ、恐おそる恐おそる答えた。

「基本原理って、量子接続のこと……ですよね？　ユーザーの脳と量子レベルの無線接続をして、感覚情報の入出力をするっていう……」

「うむ。一いつ般ぱんには公開されていないが、その量子接続技術は、開発段階ではこう呼ばれていたらしい……《ソウル・トランスレーション・テクノロジー》と」

「そ……ソウル、トランス……レーション？　魂たましいの……翻ほん訳やく、ですか？」

　ぎりぎりハルユキの英語力に含ふくまれている単語だったのでそう訊たずねると、黒クロ雪ユキ姫ヒメはこくりと頷うなずいた。

「その通り。略りやく称しようは《ＳＴＬＴ》……つまりニューロリンカーは、正確には人間の脳のう細さい胞ぼうではなく魂たましいと交信しているんだ」

「た、魂たましいって……そんなの、実在するんですか……」

「する、とＳＴＬＴの開発者たちは考えたんだろうな。私もざっくりとした知識しかないんだが、なんでも人間の全身の細さい胞ぼうには《微び小しよう管かん》という、その名の通り微び細さいな管状構造が存在していて、細さい胞ぼうの形成や保持、運動に関わっているらしい。もちろん、微び小しよう管かんは脳の神しん経けい細さい胞ぼうにも存在していて……その内部には、コヒーレント状態の光子が封ふう入にゆうされている。その光子たちが引き起こす波動関数の収縮デコヒーレンスこそが、人間の意識、魂たましいである……」

　黒雪姫の言葉は、ハルユキには一割も理解できなかった。しかし、脳の中に封ふうじ込められた光の集合という概がい念ねんはなぜか容易にイメージできて、ハルユキは呆ぼう然ぜんと空中を見つめた。ふと、そのイメージが何かに結びつきそうな感覚が訪おとずれ、息を詰つめる。

　しかしその何かが形を成すより早く、黒雪姫が口を開いた。

「すまん、少し脱だつ線せんした。ともかく、その細さい胞ぼう中ちゆうの微び小しよう管かんのことを、英語で《マイクロ・チューブル》と呼ぶんだ。チューブルというのは細いチューブという意味の言葉だ」

「チューブ……」

　繰くり返かえしたハルユキに、黒クロ雪ユキ姫ヒメはそっと頷うなずきかける。

「そう。ことによると、姉が口にした『人間の本質はチューブだ』という言葉は、消化管ではなく脳の微び小しよう管かんを指していたのかもしれないな。だからと言って、あの女に対する私の評価が変わるわけではないが」

「……あ……もしかして……」

　そう呟つぶやいてから、ハルユキは続きを口にするべきかどうか迷った。しかし目配せで促うながされ、腹を括くくって訊たずねる。

「……もしかして、先せん輩ぱいの首のバーコードが、大人になったら消えるって言ったのも、お姉さんなんですか……？」

「ほう、勘かんがいいな。そのとおりだ」

　微笑ほほえみながら頷うなずくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメはぱしゃっと音を立てて持ち上げた右手でうなじのあたりに触ふれた。

「ここまで話したのだから、全て話すべき……なんだろうな」

　そう呟つぶやいてから右手を下ろし、黒雪姫は浴よく槽そうの反対側からまっすぐにハルユキを見つめた。ずっと直視しないようにしたが、いまだけは視線を逸そらすべきではないと感じて、ハルユキも漆しつ黒こくの瞳ひとみをじっと凝ぎよう視しした。

「──ニューロリンカーの民生用第一世代機が市し販はんされたのは、西せい暦れき二〇三一年四月……キミが生まれる二年前、そして私が生まれる一年前のことだ」

　そう告げた黒雪姫は、反対側の壁かべのフックに掛かけたままの、自分のニューロリンカーをちらりと見やった。

「第一世代機を発売した企き業ぎようは、最大手の総合電機メーカー《レクト》と、準大手ネット機器メーカー《カムラ》の二社だった。なぜニューロリンカーの根幹を成すＳＴＬテクノロジーが同時に二社で実用化されたのかは私にも解わからない。しかし、当時レクトはＳＴＬＴの利用範囲をニューロリンカーだけに留とどめていたのに対して、カムラはより野心的だった……。人間の魂たましいをデコードするという超技術を用いて、神の領域にまで手を伸ばそうとしたのだ」

「神の……領域……？」

「ハルユキ君、もしも人間の魂たましいを構成する全情報を読み書きできるのだとすれば、その技術はインターフェース以上のものを実現できる、とは思わないか？」

「インターフェース以上……ええと、つまり……」

　難解すぎる話を懸けん命めいに理解しようと頭をフル回転させているうちに、一つの言葉がぽろりと口からこぼれ落ちた。

「…………複製デユプリケート？」

　自分の想像に戦せん慄りつするが、口は止まろうとしない。

「人の脳をメディアだと考えれば……誰だれかの魂たましいをロードして、それを他の誰だれかの脳に書き込むことができる……？」

「そう、その通りだ」

　頷うなずいた黒雪姫の顔も、お湯に浸つかっているのにどこか青ざめて見える。

「もしも《魂たましいの複製》が可能だとして……しかし、実際に行えばそれは殺人に等しい。コピー先となった人間の意識は、上書きされて消しよう滅めつしてしまうわけだからな。さしものカムラもそこまではできなかったようだが……しかし彼らは、コピー先のメディアさえも作り出すことで、その障しよう壁へきを突とつ破ぱしようとした」

「メディアを……。つまり、本物の脳の代わりに魂たましいを保存できる、機械的な記き憶おく装そう置ちってことですか？」

　それしかあるまい、と確信しながらハルユキはそう言った。しかし黒雪姫は、ゆっくりと首を左右に振り動かした。

「違ちがう。カムラは、人間を作ったのだ。技術的なハードルは高くなかっただろう、二〇三〇年にはもう人工子宮は実用化されていたからな」

「で……でも、人工子宮があっても、人間をゼロから作るのは無理だって、生物の授業で習いましたよ」

「その通りだ。しかし、精子を提供する男性と、卵らん子しを提供する女性さえいれば、体外受精させた胚はいを人工子宮で育てることはできる。現在でも、不ふ妊にん治ち療りようとして普ふ通つうに行われていることだ」

「そ、それは、そうですけど……」

　小さく頷うなずいてから、ハルユキは小刻みにかぶりを振った。

「けど、そうやって生まれた赤ちゃんの脳に、誰だれかの魂たましいを上書きするなんて……許されることじゃないでしょう？　もともと存在した赤ちゃんの魂たましいは、消えちゃうんでしょう!?」

「そうだな。しかし、カムラは……いや、私の両親はそれをやったのだ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメのその言葉を聞いた途と端たん、脳が理解するよりも早く、ハルユキの全身が激しく震ふるえた。お湯の中で固く両手を握にぎり締しめながら、掠かすれきった声で呟つぶやく。

「せ……んぱいの、両親、って……どういう……」

「カムラは、漢字では《神邑》と書く。私の母親の旧きゆう姓せいだ……母はカムラ創業家の出身であり、父はカムラの研究者だった。結婚後も二人はＳＴＬテクノロジーの研究に従事し、ついには禁断の実験に手を染めたのだ。人間の魂たましいの複製、というな……」

　両目を限界まで見開いたハルユキの視界に、紫むらさき色いろの残像が揺ゆらめいた。白い肌はだに刻印された、小さなバーコードと数字。

「先せん輩ぱい……せんぱい」

　うわごとのように呟つぶやきながら、ハルユキは浴よく槽そうの中で黒雪姫に向けてにじり寄った。しかし黒雪姫の爪つま先さきが、ハルユキの右みぎ膝ひざをそっと押さえ、前進を止めた。

「もう解わかっただろう。私は、母の腹から生まれたのではない。体外受精させた胚はいを人工子宮で育てた、いわゆる《マシンチャイルド》さ。その呼び方は差別用語として忌き避ひされているが、当人が使うぶんには問題あるまい」

　ふふ、と微笑ほほえむと、黒雪姫は水中から両手を持ち上げた。左右の掌てのひらを、まるで見慣れない生き物か何かのように眺ながめながら、衝しよう撃げき的てきな告白を続ける。

「たとえマシンチャイルドでも、遺伝的には両親の子供であることには違ちがいない。しかし私は、まだ人工子宮に入っているあいだにニューロリンカーを装着され、魂たましいの複製処置を施ほどこされた。首のバーコードは、その名残なごりだろう……。つまり魂たましいレベルでは、両親とは何の繫つながりもないということだ」

「なら……それなら」

　自分にも聞き取れないほどかすかな声で、ハルユキは問いかけた。

「それなら、先せん輩ぱいの魂たましいの、お父さんと、お母さんは……？　どこかにいるはずですよね、本当の……」

　そこまで言いかけてから、ハルユキは鋭するどく息を吸い込んだ。

「あっ……すみません、先せん輩ぱいのご両親が、本当のご両親じゃないなんて言うつもりはなかったんです……」

「いや、いいさ。私も、白しろ金かねの家の両親に、親子としての情愛を感じたことはほとんどない。いままで、少なくとも物質面では不自由なく生活させてくれたことに感謝はしているが、彼らにとって私はあくまで実験体だったわけだからな。好き嫌いをするなと[image: ]ったのも、メニューが成分的に計算されていたからさ……」

　そう呟つぶやくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは左手だけをお湯の中に戻もどした。空中に残した右手を反転させ、ピアノを弾ひくように指先で水面を叩たたく。小さな波は紋もんが幾いくつも生まれ、広がり、消える。

「……私の脳に上書きされた魂たましいが、どこから来たのかは私も知らない。ただ、恐おそらくは大人や子供のものではなく、赤あかん坊ぼうのものだったんじゃないかな……。大人の魂たましいの全情報を書き込むには、胎たい児じの脳では容量が足りなかったはずだ……」

「赤ちゃんの……魂たましい……？」

「全ては推測に過ぎないが……たとえば、生まれてすぐに死んでしまった赤あかん坊ぼうの魂たましいを、私に移植しようとした、とかな」

「……あの、詳くわしい事情を、ご両親に訊きいてみたりはしなかったんですか？」

　ハルユキの質問に、黒雪姫はそっとかぶりを振った。

「白金の両親は……恐おそらくまだ、私が自分の出生の秘密を知っているということを知らない。ここまでの情報は全て、《ＳＳＳオーダー》を与あたえられてから、私が自力で探さぐり出したことだからな」

「と……トリプル……？」

「ああ、キミはまだ知らなかったか。あとで教えてやるが、いまは話を続けよう。私はカムラ本社の基幹システムに侵しん入にゆうし、十五年前の実験について、得られる限りの情報を得ようとした。しかしデータはほぼ全て消去されていてな……サーバーを隅すみ々ずみまで浚さらうようにしてかき集めた情報を繫つなぎ合あわせ、どうにかアウトラインだけは把は握あくできたんだ。しかし細部は穴だらけだし、実験の最終目的も不明のまま……私の魂たましいがどこから来たのかも、推測すらできない。姉にだけは事実をぶつけてみたが、さっきの、大人になったら消えるはずという言葉しか返ってこなかった」

「……そう、ですか……」

　ハルユキが俯うつむくと、黒雪姫が触ふれ合あったままの左足でハルユキの膝ひざをとんとん叩たたいた。

「キミがしょんぼりする必要はないよ、私だって希望を持っていないわけではない。ささやかだが、手がかりだってあるんだ」

「手がかり……？」

「うむ。キミも見たろう、首のバーコードの隣となりに刻印された八桁けたの数字を」

「はい。２０３２０９３０……でしたよね」

「何を意味しているか、解わかるか？」

　そう問われ、ハルユキはぽかんと口を開けた。意味と言っても、と答えかけてから、ようやく気付く。この並びは、年月日以外では有り得ない。となると、九月三十日というのは確か──。

「あ……せ、先せん輩ぱいの、誕生日ですか？」

「あと三秒早く答えて欲ほしかったな」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが少し拗すねるような顔をしたので、ハルユキは「すみません……」と首を縮めてから改めて訊たずねた。

「でも、誕生日が、何の手がかりに……」

「記録によれば、私は十三ヶ月も人工子宮に入っていたようだ。特に発育不全というわけではなかったにもかかわらずな。……それに、誕生日をわざわざ刻印する意図も解わからん。つまり、この日付には何か特別な意味があるのだ。何らかの理由で、私は九月三十日を選んで人工子宮から出された……」

「九月、三十日……。何かの記念日とかでしたっけ……？」

　ハルユキが呟つぶやくと、黒雪姫は真顔で答えた。

「くるみの日、らしい。あと、クレーンの日」

「く、くるみ……クレーン……どっちも関係なさそうですね……」

「そうだな」

　頷うなずき、くすっと笑う。

「だが、いつかどこかで、きっと私はこの日付と出遭うはずだ。その時、私に書き込まれた魂たましいの来歴も解わかる……そんな気がするんだよ……」

　黒雪姫の微笑ほほえみは小さな子供のように無む垢くで、それゆえにいまにも透すき通とおって消えてしまいそうなほど儚はかなく思えて、ハルユキは無意識のうちに右みぎ膝ひざに押し当てられた左足をそっと外し、更さらに二十センチほど前進すると、空中に留とどまったままの黒雪姫の右手を自分の両手でしっかりと包つつみ込んだ。

「先せん輩ぱい……。先せん輩ぱいが人工子宮で育ったとしても、ＳＴＬＴの実験を受けていても……それは、生まれる前の話です。生まれてからいまこの瞬しゆん間かんまで、ご飯を食べて、ぐっすり寝ねて、勉強や運動を頑がん張ばって、いっぱい泣いたり笑ったりして、そうやって自分を作ってきたのは先せん輩ぱい自身なんです。僕や、楓フウ子コ師し匠しようや、四シ埜ノ宮ミヤさんやあきらさん、タクやチユや、ニコやパドさん……たくさんの人が好きなのは、いまの黒雪姫先せん輩ぱいなんです」

　ハルユキが懸けん命めいにそこまで言い終えても、黒雪姫は少しだけ首を傾かたむけたまま、しばらく何も言わなかった。

　見開かれていた黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみが、不意に何度も瞬まばたきを繰くり返かえす。目め許もとできらりと散った光は、浴よく槽そうのお湯か、汗あせか、それとも……とハルユキが思った、その時。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは、握にぎられた右手はそのままに、大きく上体を乗り出して左手をハルユキの首に回し、強く引き寄せた。お湯の中で肌はだと肌はだが密着し、お互たがいの境界がよく解わからなくなる。

「……ありがとう」

　耳みみ許もとで、かすかな囁ささやき声ごえ。

「私は大だい丈じよう夫ぶ……いつもキミがこうやって、私をしっかりと繫つなぎ止とめてくれるからな」

「…………はい」

　そう囁ささやき返すことしかできなかったが、それで充じゆう分ぶんに伝わるはずだと思えた。ハルユキは瞼まぶたを閉じ、自分の両目からも零こぼれそうになるものを必死に堪こらえ続けた。
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　入浴しているあいだに、黒雪姫はハルユキが脱ぬいだものを洗せん濯たく乾かん燥そう機きにかけてくれていた。それはつまりパンツも触さわられてしまったということで、ハルユキは大いに動転したのだが、黒雪姫は「そんなことじゃ将来大変だぞ」と謎なぞめいた言葉を返すのみだった。

　二人とも長湯をしすぎて少しのぼせ気味だったので、冷たい麦茶を飲みながらしばしクールダウンしていると夜の十時半を回ってしまった。しかし母親への連れん絡らくを噓うそにはできないので、眠ねむい目を擦こすって夏休みの宿題に挑いどんだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメが隣となりでアドバイスしてくれたので予想以上に捗はかどったものの、深夜十一時四十五分、ついに稼か働どう限げん界かいが訪おとずれた。

　ハルユキとしては、黒雪姫にはちゃんとベッドで眠ねむってもらって、自分はリビングのビーズクッションが使えれば充じゆう分ぶん……と思っていたのだが、黒雪姫は隣りん室しつからブランケットを持ってくると、当然のようにハルユキをクッションに寝ねかせ、自分も隣となりに横たわった。こんな状じよう況きようで眠ねむれるわけないよ、と思ったのが、七月二十一日最後の思考となった。睡すい魔まはあっという間に訪おとずれ、黒雪姫と体をくっつけ合いながら、ハルユキは優やさしい暗くら闇やみの奥おくへと吸い込まれていった。




　翌、二〇四七年七月二十二日月曜日──夏休み二日目の午前七時。

　ハルユキは、メールの着信音で目覚めた。










　　　７




　と言っても、最初は脳の一割ほどしか起動せず、ハルユキは数回瞬まばたきしただけでまたすぐに目を閉じてしまった。背中は不思議な弾だん力りよくに包まれ、右半身は何やら柔やわらかくて温かいものに密着していて、総じて喩たとえようもなく心ここ地ちいい。このまま、あと一時間……いや二時間眠ねむっていたい──。

「う……ん……」

　というかすかな声とともに、右耳を誰だれかの吐と息いきがくすぐり、ハルユキは再び瞼まぶたを開けた。

　見慣れない天てん井じよう、色の違ちがうカーテンを見た途と端たん、ここが有アリ田タ家の自室ではなく南みなみ阿あ佐さヶが谷やの黒雪姫の家だということを思い出す。そっと顔を右に回すと、黒雪姫がハルユキの右肩に頭を乗せるようにして、あどけない寝ね顔がおを見せている。

　一いつ瞬しゆんだけ心臓がどきんと跳はねたが、叫さけびながらクッションから転がり落ちてしまう──というようなことはなかった。代わりに、切ないまでの愛いとおしさと、この人を守るのだという決意が胸を満たす。

　黒雪姫を起こさないよう、左手で仮想デスクトップを操作し、着信したばかりのメールを開く。差出人は【ＲＭ】となっている。

　はて、誰だれのイニシャルだろうと思いながら本文を開いたハルユキは、鋭するどく息を吸い込んだ。今度こそ意識が完全に覚かく醒せいし、食い入るように短い文章を読む。

【伝言を受け取った。私も相談したいことがある。ＲＭ】

　ＲＭ……ローズ・ミレディー。間ま違ちがいない。四し聖せいアマテラスは、ハルユキとの約束を守ってミレディーに伝言を伝えてくれたのだ。

　すぐにでも返信したいが、その前に──。

「……あの、先せん輩ぱい」

　ハルユキは左手を伸のばし、眠ねむる黒クロ雪ユキ姫ヒメの肩かたをそっと揺ゆさぶった。

「お休みのとこすみません……オシラトリのミレディーさんから連れん絡らくがありました」

　途と端たん、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞼まぶたが、ばちっと音がしそうなほどの勢いで開いた。




　熱い紅茶と、昨日食べられなかったレモンタルトで簡単な朝食を済ませたハルユキと黒雪姫は、午前九時に家を出た。

　天候は薄うす曇ぐもり、気温もさほど高くない。予報では一日中同じような空模様が続き、雨になる心配はないようだ。ハルユキに合わせて制服姿の黒雪姫は、ちらりと空を見上げてから、ハルユキに微笑ほほえみかけた。

「昨日ほどは暑くならなそうでよかったな」

「はい。……笹ささ塚づかまで、どうやって行きますか？」

「ンー……杉すぎ並なみはタテ移動が面めん倒どうなんだよな。いったん地下鉄で新しん宿じゆくに出てから京けい王おう線せんで折り返すか、環かん七ななまで出てバスに乗るか……。こんな時は、自前の移動手段があるニコやフーコが羨うらやましいな」

「バイクはパドさんのですし、師し匠しようも車はお母さんのじゃ……」

「だったら、私が来年免めん許きよを取るから、キミはバイクを手に入れてくれ」

「ぼ、僕だって免めん許きよなんか持ってないですよ！」

「おや、知らないのか？　車やバイクを所有するのに、運うん転てん免めん許きよ証しようは必要ないんだぞ」

　そう言ってにやりと笑うと、黒雪姫は空中に指先を走らせた。

「中学生には少々贅ぜい沢たくだが、行きはタクシーを使ってしまおう。無論、私の奢おごりだ」

「え……す、すみません……」

「昨日の差し入れのお礼だと思ってくれ」

　などと話しているうちに、軽かろやかなモーター音を響ひびかせて、タウンハウス前の道路に超小型のＥＶが滑すべり込んでくる。２シーターの無人タクシーだ。

　ハルユキと黒雪姫が乗車し、シートベルトを締しめると、タクシーは静かに走り始めた。ホロディスプレイ兼けん用ようのフロントガラスに、走行ルートと予よ想そう到とう着ちやく時じ刻こくが表示される。ハルユキが座すわっているのは運転席側だが、完全自動運転車なので眼前にはハンドルもペダルも存在しない。レースゲームをやりこんでいるハルユキとしては腕と足がむずむずしてしまうが、いまは雑念に囚とらわれている場合ではない。

「……ミレディーさんは、どうして現実世界こつち側の笹ささ塚づかを指定してきたんでしょう……」

　ドライバーがいないのをいいことにそう訊たずねると、左の黒クロ雪ユキ姫ヒメは腕うで組ぐみをして唸うなった。

「うーむ……普ふ通つうに考えれば、通常対戦ステージを利用して接せつ触しよくするつもり……なのだろうが、それなら笹塚ではなく《渋しぶ谷や第一エリア》と指定すればこと足りる。──ま、行ってみれば解わかるさ。渋シブ一イチは現在、ネガ・ネビュラスの領土なのだから、私とキミには乱らん入にゆう拒きよ否ひ特とつ権けんがある。罠わなということはあるまい」

「ですよね……。──領土と言えば、今週末の領土戦、ウチは渋谷第一と渋谷第二、それと港みなと区く第三エリアを防衛するんですか？」

　ハルユキの新たな質問に、レギオンマスターは「ふむ」と呟つぶやく。

「──渋一と渋シブ二ニは、グレート・ウォールから譲じよう渡として貰もらったわけだが、オシラトリとの戦いが終わったあとどうするのかは再協議の必要がありそうだな。無む償しよう譲じよう渡とではなくバーストポイントを支し払はらったんだから、タダで返すのも癪しやくだが……」

「支し払はらったのはグラフさんですけどね」

「あいつのポイントは私のもの、私のポイントは私のものだ」

　澄すまし顔でそう言い切ると、黒雪姫は再び眉み間けんに皺しわを寄せた。

「渋谷はさておき、港区第三は、間ま違ちがいなくオシラトリに攻こう撃げきされるだろうな。次の土曜まで連中の陣じん容ようが維い持じされていれば……だが」

「プラチナム・キャバリアーは、たとえ五レギオンの総そう攻こう撃げきが始まっても脱だつ退たいするメンバーは一人もいない、って言ってました。でも、だからって全員が全対戦に勝ち続けられるわけじゃないですよね。《七連矮星セブン・ドワーフス》はともかく、一いつ般ぱんメンバーはハイランカーの連続乱入には耐たえられないでしょう。もちろん、ニューロリンカーのグローバル接続を切りっぱなしにする手もありますけど、それじゃ領土の防衛もできない……」

「そういうことだな。もしも総そう攻こう撃げきが始まれば、どんなにレギオンの結束が固くとも、いずれメンバーの半数はポイント全損に追い込まれるだろう。その前に、一人でも多くのメンバーが自ら脱だつ退たいしてくれればいいんだが……」

　そう言った黒雪姫は、自じ嘲ちようするような吐と息いきを漏もらし、すぐに言葉を続けた。

「王たちの総そう攻こう撃げきを恐おそれ、グローバル接続を切って引きこもる……それはかつて私が二年間も続けたことだ。キミが梅うめ郷さと中ちゆうに入学し、バーチャル・スカッシュゲームでとんでもないスコアを叩たたき出さなければ、私はまだ同じ雌し伏ふく……いや落らく魄はくの日々を送っていただろう。そんな私に、オシラトリメンバーたちの選せん択たくをどうこう言う権利もないがな……」

「……それは僕も……、いえ、僕こそ……」

　膝ひざの上で両手を思いきり握にぎり締しめ、湧わき立たちそうになる色々な感情を抑おさえ込むと、ハルユキは丁てい寧ねいに言葉を探しながら言った。

「僕こそ、あの日先せん輩ぱいがスカッシュコーナーに現れて、話しかけてくれなければ、いまも足あし許もとだけ見て生きてました。先せん輩ぱいがブレイン・バースト・プログラムをくれなければ、加速世界が……いえ、現実世界がこんなに広いことにも気づけなかった。オシラトリの一いつ般ぱんメンバーも、きっと同じはずです……だから彼らが、白の王と加速研究会のやっていることが間ま違ちがっていると気づいてくれればって思うのは当然です」

「ン……そうか、そうだな……」

　呟つぶやくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメはフロントガラスの向こうを見み詰つめたまま右手を動かし、ハルユキの左手をそっと握にぎった。

　自動運転タクシーは住宅街の狭せまい道路を南西へと走り続け、井いの頭かしら通りで左折した。そこから京けい王おう線せん笹ささ塚づか駅えきまではほんの五分。停車したタクシーから降りると、賑にぎやかな街の音が押し寄せてくる。広い歩道沿いには飲食店やコンビニ、雑多なショップが建ち並び、多くの通行人が行いき交かっている。

「……ミレディーは《笹塚》とだけ指定してきたんだよな？　待ち合わせ時刻の十五分前だが……このまま待っていればいいのか？」

「えと……ちょっと確かく認にんしてみます」

　メーラーを立ち上げ、笹塚に着いたことを知らせると、すぐに返信があった。

「あ……駅の南口にある笹塚図書館に来られたし、ですって」

「図書館……？」

　黒雪姫は一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せたが、すぐに頷うなずいた。

「では行こう。公こう共きよう施し設せつ内ないなら確実にソーシャルカメラがあるから、ＰＫ……リアルアタックを恐おそれる必要はないはずだ」

「そうですね……」

　それでも万が一の時は僕が先せん輩ぱいの盾たてに、と内心で決意しながら、ハルユキは先に立って歩き始めた。

　甲こう州しゆう街かい道どうを渡わたり、京王線の高こう架かをくぐるとすぐ、右側に灰色の高こう層そう複ふく合ごう施し設せつが見えてくる。ニューロリンカーのナビによれば、笹塚図書館はビルの四階。冷れい房ぼうの効いたエントランスからエレベータに乗り、四階で降りるとすぐ右手に入り口があった。

　黒雪姫と一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから、中へ。

　思いのほか広々とした空間の大部分は閲えつ覧らん用ようテーブルで占しめられていて、書しよ架かは奥おくの壁かべ際ぎわに数列しかない。紙の新刊図書がほぼ絶ぜつ滅めつしているのだから当然だが、館内でのみ電でん子し書しよ籍せきを無料で閲えつ覧らんできるサービスがあるので、テーブルの六割ほどは大人の利用者と、勉強中の学生で埋うまっている。ハルユキはそれとなく館内を見み渡わたしたが、中高生と思おぼしき女子が二十人以上もいて、誰だれがローズ・ミレディーなのか──そもそもここに彼女がいるのかも判別できない。左の壁かべには視し聴ちよう覚かく資し料りよう閲えつ覧らん用ようの個室が並んでいるが、その中まではチェック不可能。

「とりあえず座すわろう」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがそう囁ささやいたので、頷うなずいて傍そばのテーブルに並んで腰こし掛かける。ふう、と息を吐はいてから、到とう着ちやくしたことをメールで知らせようとしたが、一いつ瞬しゆん早く着信アイコンが点灯したので、反射的にそれを叩たたく。

【図書館に着いたら四番の視し聴ちようブースに入って。九時三十五分ちょうどから三秒だけドアのロックを解除する】

「…………」

　ハルユキはメーラーを可視化すると、隣となりに滑すべらせた。一いち瞥べつした黒雪姫が、現在時刻を確かめてから唸うなる。

「うーむ……これはつまり、ブースからフルダイブ、もしくは加速しろということか。現実身体を無防備にするのは不安だが……指示に従わないわけにはいかないだろうな」

「そう……ですね。ブースの中にもソーシャルカメラはあるはずですが……」

　などと話しているうちに指定時刻が近づいてきたので、二人同時に席を立つ。四番の視し聴ちようブースに歩み寄──ろうとして、もしも室内にミレディーがいれば、この動きからハルユキと黒雪姫のリアルを割ることが可能だと気付くが、いまさら尻しり込ごみもできない。せめて振り向かないよう気をつけながら移動し、タイミングを計ってブースの前に立つ。

　ドアのインジケータは使用中の赤ランプが点灯していたが、メールの指示どおり、九時三十五分になった瞬しゆん間かん青に変わった。黒雪姫がすかさず手を伸ばし、ドアを引き開ける。

　二畳じようほどのスペースは無人で、中央に大型のリクライニングチェアが一脚、奥おくのテーブルにはニューロリンカー非使用者のためのものであろうフラットモニタが一台設置されている。どこかで見たような……と考え、すぐに気付く。《対戦の聖地》アキハバラＢＧがホスティングされているダイブカフェの個室ブースにそっくりだ。

　あの時は、一人用のチェアにパドさんと二人で無理やり座すわったために密着度が大変なことになってしまった。もしかして今回も似たような展開に……などと考えていると、黒雪姫がハルユキの背中を押し、自分も中に入るとドアを閉めた。すぐにかちんとロック音が響ひびく。

「さて、と……次の指示は何だろうな」

　と、黒雪姫が呟つぶやいた、その時だった。

　眼前のリクライニングチェアがぐるりと半回転し、ハルユキは絶ぜつ叫きようしながら飛び上がりかけたが、黒雪姫の左手が後ろからバシッと口を塞ふさぐ。しかしその黒雪姫も右手を、まるでブラック・ロータスの剣のように突き出している。

　チェアに腰こし掛かけているのは、かなり小こ柄がらな……小学生なのか中学生なのか微び妙みように迷う外見の女子だった。制服は明るい水色のワンピースタイプ。髪かみはワンレングスのショートで、前まえ髪がみが顔に被かぶさっているのでほとんど左目しか見えない。
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　硬こう直ちよくするハルユキと黒クロ雪ユキ姫ヒメを二秒ほど無言で観察してから、女子生徒は落ち着いた口調で言った。

「こんなところまで呼びつけてごめんなさい。でも、お金を使わずにリアルで安全に話せる場所が、ここしか思いつかなかったの」

　少しハスキーな声は、年ねん齢れい相応に幼い。しかしそれでいて、加速世界と共通する甘あまい響ひびきがある。ハルユキは、眼前の少女がローズ・ミレディーであることを確信し、肩かたの力を抜いた。黒雪姫も右手を下ろし、呟つぶやく。

「いや……移動は手間ではなかったが、むしろお前が我々にリアルを晒さらしたことに驚おどろいたぞ。てっきりここからダイブチャットなり加速なりするのかと思ったが」

「ダイブチャットは危険……対戦ステージはもっと危ない。追つい跡せきや盗とう聴ちようの可能性を排はい除じよするには、こうするしかなかった」

　そう答えると、ミレディーはスカートのしわを両手で伸ばし、リクライニングチェアから立ち上がった。

「椅い子すが一つしかないから、あなたが座すわって、ロータス」

　すると黒雪姫は、ちらりとハルユキを見てから小さく肩かたをすくめた。

「どうして私がブラック・ロータスだと判断したんだ……と訊きくのは無意味だろうな」

「だって、どう見てもあなたがロータスで、こっちがクロウでしょう」

　恐おそらく年下であろう少女に怜れい悧りな視線を向けられ、ハルユキは首を縮めた。

「で……でも僕、あんまりデュエルアバターと似てないと思いますけど……」

「それはわたしもお互たがい様だわ」

　と言われれば、確かに、と思わざるを得ない。ローズ・ミレディーのアバターは長ちよう身しん瘦そう軀くで全身トゲトゲ、眼前のちんまりした女の子とはイメージが百八十度……とは言わないが百五十度くらいは違ちがう。

「えっと……何年生なんですか？」

　思わず訊きいてしまうと、ミレディーは前まえ髪がみの隙すき間まからじろりとハルユキを睨にらんだ。

「その情報、どうしても必要？」

「い、いえ、どうしてもってわけじゃぜんぜんないですが……」

「中三」

「えっ」

　虚きよを衝つかれたハルユキは、つい声を上げてしまった。途と端たん、ミレディーの左目に剣けん吞のんな光が宿る。

「えっ、てどういう意味？」

「そ、その……」

　小学生かと思ったから、とはさすがに言えずに、ハルユキはどうにか当あたり障さわりのなさそうな、そしていちおう噓うそではない返事を口にした。

「は、ハイエスト・レベルでレイカーさんと話してた時の印象は、高校生かなって感じだったので……」

「レイカーは高校生なの？」

　すかさずそう訊きかれ、やべっリアル情報の漏ろう洩えい、と思ったがもう遅おそい。黒クロ雪ユキ姫ヒメをちらりと見るが、無言で肩かたをすくめるだけなので、観念して頷うなずく。

「そ、そうです……」

「ふうん。で、あなたは？」

「中二です……」

　ミレディーが無言で視線を向けると、黒雪姫もあっさりと答えた。

「私は中三だ」

「なるほどね。──リアルネームも交こう換かんする？」

「お前が望むなら、応じないでもない」

　その返事に、ミレディーは少し考えるような表情になったが、すぐに「なら応じてもらうわ」と言い、空中で指を滑すべらせた。

　送られてきたネームタグには、ローズレッドの明みん朝ちよう体たいフォントで【越賀莟】と書いてある。漢字だけでは読み方が解わからず、その下のローマ字表記に目を凝こらすと、「こしか　つぼみ」と読むらしい。併へい記きされているメールアドレスは、ハルユキとの連れん絡らくに使用しているものと同一。

　ハルユキがタグを返すと、ローズ・ミレディー改め莟ツボミは軽く頷うなずき、次いで黒クロ雪ユキ姫ヒメのタグを見て眉まゆをひそめた。

「……これ、本当にリアルネームなの？　住基ネット認にん証しよう印いんはついてるけど……」

「そういうことにしておいてくれ。呼び方は、黒クロ雪ユキでも姫ヒメでもご自由に」

「……じゃあ、黒雪って呼ぶわ。わたしのことは越コシ賀カと」

「莟じゃだめなのか？」

「名前は嫌きらいなのよ」

「了りよう解かいした。では越賀、さっそくだが本題に入らせて貰もらおう」

　そう前置きした黒雪姫は、せっかく莟が譲ゆずってくれたリクライニングチェアに座すわろうともせず、ブースの扉とびらに寄より掛かかったまま言った。

「こちらの用事とそちらの用事、実は同じだと思うんだが」

「えっ!?」

　と声を上げてしまったのはハルユキだ。しかし莟のほうはまったく表情を動かすことなく、「そうでしょうね」と応じた。それでようやくハルユキも、昨日ハイエスト・レベルで遭そう遇ぐうしたローズ・ミレディーの、最後の言葉を思い出す。

　──オーキッド・オラクルのために、そしてサフラン・ブロッサムのために、わたしが為なすべきことをするわ。

「こ……越賀さん」

　ハルユキがそう呼びかけると、莟はようやく視線を向けてくる。

「なに？」

「あの……つまり、何か情報があるってことですか？　オラクルさんの救出に繫つながるような……」

　すると莟は、この会談が始まって以来初めて、小ぶりな唇くちびるに笑えみらしきものを──明らかに苦く笑しようではあったが──浮うかべた。

「リアルでもせっかちなのは同じね。わたしと黒雪の駆かけ引ひきが無む駄だになったわ」

「え……その、すみません……」

「いいわよ、前置きを省きたいのはわたしも同じだから。──確かに、こちらには、オッキー……オラクルの現状に関して幾いくばくかの情報があるわ。それと交こう換かんで、そちらからも情報を提供して貰もらいたいの」

　莟の言葉にハルユキは小さく息を吞のんだが、黒雪姫の反応は変わらず冷静だった。

「要求される情報の種類にもよるが……基本的にはこちらも望むところだ。だが、情じよう報ほう交こう換かんを始める前に、一つ確かく認にんしたいことがある」

　そう言うと、黒雪姫は扉とびらの前から離はなれ、リクライニングチェアの隣となりに立つ莟に歩み寄った。黒クロ雪ユキ姫ヒメも中学三年生の女子としては格段背が高いというわけではないが、莟ツボミが小学生と見み紛まがうほどの体格なので、向き合うとかなりの身長差がある。

　しかし莟は、さすが《七連矮星セブン・ドワーフス》の第三位と思わせる悠ゆう然ぜんとした態度で黒の王を見上げた。なに？　と言うかのように小さく頭を傾かたむける。

　そのアクションを受けて、黒雪姫はごく密ひそやかな──それでいて明めい瞭りように聞こえる声で問いかけた。

「こうして我々にリアルを晒さらし、ブラック・バイスことアイボリー・タワーに囚とらわれていると思われるオーキッド・オラクルを助けようとする。それはつまり、ローズ・ミレディー、きみはオシラトリ・ユニヴァースと白の王ホワイト・コスモスから離り反はんする道を選んだと思っていいんだな？」

　途と端たん、莟の横顔に、刹せつ那なの苦く悩のうが過よぎったようにハルユキには見えた。しかしそれはたちまち消しよう滅めつし、小こ柄がらなハイランカーは静かに頷うなずいた。

「……構わないわ。わたしはレギオンの大義よりも、オラクルの命を優先する」

「命……か。それは……」

　黒雪姫の声がそこで途と切ぎれたので、ハルユキは剣の主に視線を移した。

　越コシ賀カ莟が口にした《命》という言葉は、もちろんオーキッド・オラクルこと若ワカ宮ミヤ恵メグミの、バーストリンカーとしての命を指すものとハルユキは理解した。しかし直後、莟は低く張はり詰つめた声で、驚おどろくべきことを告げた。

「このままだと、現実世界でもオラクルの生命が危ないかもしれない。早く加速を停止させないと、魂たましいが体に戻もどれなくなる可能性があるの」

「た……魂たましい、だと？　どういうことだ？」

　両目を見開く黒雪姫に、莟はもどかしそうな表情でかぶりを振った。

「魂たましいというのは便べん宜ぎ的てきな表現だけど、わたしの理解度ではそうとしか言えないのよ。加速中のバーストリンカーは、ブレイン・バースト中央サーバー……別名メイン・ビジュアライザーの中に構築された、専用の量子回路を使って思考する。そして加か速そく終しゆう了りようと同時に回路との接続が断たたれ、記き憶おくが同期される……」

　その説明は、ハルユキには容易に吞のみ込めないものだった。二人とは反対側の壁かべ際ぎわで小さくしていた体を一歩前に出し、掠かすれ声ごえで訊たずねる。

「ちょ、ちょっと待ってください。回路で思考するとか、記き憶おくが同期されるとか……それじゃまるで、加速中の僕たちは、自分の脳で考えてないみたいな……」

「端たん的てきに言ってしまえばその通りだわ。そうすることでＢＢシステムは、バーストリンカーの《魂たましいの寿じゆ命みよう》が大量に消費されることを回かい避ひしている。正常にバーストアウトした時と比べて、ニューロリンカーを物理的に引っこ抜いて加速停止すると少しだけ記き憶おくの混こん濁だくが起きるのは、記き憶おく同どう期きプロセスがほんのわずかだけど遅おくれるからよ」

「記き憶おくの……同期……」

　その言葉からハルユキが連想したのは、昨夜のレギオン・ミーティングで久しぶりに会った日クサ下カ部ベ綸リンだった。

　彼女は、病院で昏こん睡すいしているという実の兄、日下部輪リン太タのニューロリンカーを用いて加速し、アッシュ・ローラーとして対戦している。しかし加速中の出来事は、おぼろげにしか憶おぼえていないらしい。その理由が、彼女の特異な状じよう況きようが原因で、《記き憶おくの同期》がうまく働かないからだとすれば──。

　黙だまり込むハルユキから黒クロ雪ユキ姫ヒメに視線を戻もどすと、莟ツボミは説明を再開した。

「いまのオラクルは、その仕組みを利用……いえ、悪用されて、自分のものではない量子回路に接続されているの。このままの状態が続くと、魂たましいの形が歪ゆがんでしまって、記き憶おくの同期ができなくなる……それどころか、加速世界から戻もどれなくなる可能性すらあるわ」

「戻もどれなくなる、だと？　ニューロリンカーを首から引き抜いてもだめなのか？」

「引き抜いて、充じゆう分ぶんに遠ざければ、もしかしたら……。けれどその場合は、記き憶おくが正常に同期されずに、人格に何らかの悪あく影えい響きようが残るかもしれない。そんな危険を冒おかすことはできないわ、何としてもオラクルを加速世界から正常にバーストアウトさせなくては……」

　伏ふせていた顔をきっと持ち上げ、莟は黒雪姫の左腕を摑つかんだ。

「わたしがいま提供できる情報はここまでよ。次はあなたたちが協力する番だわ」

「……解わかった。オラクルの、何が知りたいんだ？」

「知りたいと言うか……行きたいの。現実世界の、オラクルがいる場所に」




　笹ささ塚づか図書館を出た黒雪姫とハルユキ、そして越コシ賀カ莟は、甲こう州しゆう街かい道どうで再びタクシーに乗った。やはり自動運転車だが、今回は２シーターではなく前後に座席がある四人乗りだ。ハルユキが助手席に座すわり、黒雪姫と莟は後席に乗り込む。

　車が走り出すと、黒雪姫が静かに言った。

「なるほど……なぜ笹塚なのかと思っていたが、オラクルの自宅がこのあたりだと見当をつけていたんだな」

「そうよ。ずっと昔、まだオシラトリに入る前に、オラクルが笹塚の図書館の話をしたことがあったの。だからこの近くだと思ったんだけどね」

「ふむ……。しかし実際には、オラクルの家は……いや、もうリアルネームを教えてもいいだろう」

　そう呟つぶやくと、黒雪姫は仮想デスクトップを操作した。

「オラクルの本名は《若ワカ宮ミヤ恵メグミ》だ。私とハルユキ君が通う杉すぎ並なみの中学校では文芸部に所属し、生徒会の書記も務めている」

　恵の名前が表示されているのであろう空間をじっと見つめていた莟は、十秒近くも経たってから、ごく密ひそやかな声で囁ささやいた。

「若ワカ宮ミヤ……恵メグミ。……あの子は、昔から本が好きだったわ。無制限フィールドでもよく、どこで手に入れたのか、大きな本を抱かかえるようにして読んでた……」

「加速世界で、か？　それはどんな本だ？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの質問に、莟ツボミは一度瞬まばたきしてから答えた。

「確か、表紙にも背表紙にもタイトルがなくて、代わりにいろんな色のガラスがパッチワークみたいに嵌はめ込まれてて、とっても綺き麗れいだった。でも、当時のわたしは本になんかまるで興味なくて、オラクルがそれを読んでると不ふ機き嫌げんになってね……。でもオッキーは嫌いやな顔ひとつせずに本を閉じて、エネミー狩がりやショップ探しに付き合ってくれた……」

「……オラクルが……恵がオシラトリに入ったあと、なぜポイント全損してしまったのかは、お前も知らないと言ったらしいな？」

「ええ。ある日いきなり姿を消してしまって、レギオンメンバーに何があったのか訊きいても、誰だれも……コスモスでさえも事情を知らなかった。わたしは、オッキーがどこかで強いエネミーに襲おそわれてポイント全損してしまったんだと思うしかなかった。悲しむわたしにコスモスは、いつか必ずオッキーを復活させると約束して……一昨日の領土戦の直前、本当にオッキーは帰ってきた……」

「しかしそれすらも、白の王と加速研究会の陰いん謀ぼうの一部だった……というわけだ。──私は、オラクルを全損させたのがコスモス自身だったとしても驚おどろかないよ。お前とオラクルの《親》、サフラン・ブロッサムと同じようにな」

　黒雪姫のその言葉に、越コシ賀カ莟は何も答えようとせず、シートの上で両りよう膝ひざを抱かかえてしまった。そうしていると、小こ柄がらな莟は年下の子供にしか見えず、ハルユキは体の向きを戻もどすとフロントガラスを凝ぎよう視しした。

　タクシーは、甲こう州しゆう街かい道どうを西に走っていく。梅うめ郷さと中ちゆうの生徒名めい簿ぼに登録されている若宮恵の住所は、笹ささ塚づかからは二キロほど離はなれた杉すぎ並なみ区く下しも高たか井い戸どらしい。平日だからか下り車線は空いていて、数分でウインカーが点てん滅めつする。

　タクシーを降り、玉たま川がわ上じよう水すい跡あとの緑地を横切って住宅街に入る。大きなお寺の反対側に並ぶ、瀟しよう洒しやな一戸建てのひとつが、目指す若宮家だった。恵とはずっと仲良くしていても、自宅を訪おとずれるのは初めてだという黒雪姫が、緊きん張ちようした面おも持もちでインターホンを鳴らそうとしたが、その指を空中に留とどめたまま隣となりに立つ莟を見る。

「……越賀、きみの説明だと、恵は一昨日の領土戦が終わってからずっと加速しっぱなし……ということになるな？」

「ええ、そのはずよ」

「ならば、家族は恵が二十四時間以上も目覚めない理由を、どう……いや、ここまで来たら、あれこれ考えても仕方ないな……」

　呟つぶやき、ボタンを押す。

　軽かろやかなチャイムの音が響ひびき、数秒後、女性の声で応答があった。

　来意を説明した黒クロ雪ユキ姫ヒメに、母親らしき女性はどこか事務的な口調で、恵メグミが昨日から入院していることを告げた。
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　この朝三度目となるタクシー移動は、距きよ離りにして六キロ、約二十分を要した。

　目的地の国こく立りつ成せい育いく医い療りよう研けん究きゆうセンターに到とう着ちやくしたタクシーが車止めで停とまるや否いなや、黒雪姫と莟ツボミがドアから飛び出す。ダッシュしたいのをどうにか堪こらえるような二人の早足に、ハルユキも懸けん命めいに追つい随ずいする。

　都内でも随ずい一いちの規模を誇ほこる高度専門医い療りよう機き関かんだけあって、ベージュ色の建物は予想より遥はるかに巨きよ大だいだった。広々とした一階ロビーを横切り、入退院受付窓口へ。恵の母親が玄げん関かん先さきで認にん証しようしてくれた面会申もうし込こみ書しよを提出すると、すぐに三人ぶんのデジタル面会証が交付されたので、それを表示しながらエレベーターに乗る。十階の入院病びよう棟とうで降り、ナースステーションで再度受付をしてから、ナビに従って廊ろう下かを歩く。

　──そう言えば、この病院にはマゼンタさんと仲がいいアボカド・アボイダが入院しているはずだ。

　足を動かしながらハルユキはふとそう思ったが、まさか加速して対戦を吹ふっかけるわけにもいかない。そもそも三人はこの世せ田た谷がや第五エリアのマッチングリストに出現しているはずなのに、まったく乱入されないのは過か疎そエリアだからか、あるいはここを支配しているグレート・ウォールに何らかの通達が出ているのか。

　そんな考えを巡めぐらせつつ歩いていると、緑色のナビラインは、病びよう棟とう東側のとある個室の前で消えた。ロックが自動的に解除され、かすかなモーター音とともにドアが開く。消毒薬の匂においに混じって、甘あまい香かおりが仄ほのかに漂ただよう。

　凍こおり付ついたように動かない黒クロ雪ユキ姫ヒメの背中を、莟ツボミが軽く押した。ぎこちない足取りで中に入る二人に、ハルユキも続く。

　決して広いとは言えない部屋は薄うす暗ぐらく、カーテン越ごしの外光が窓まど際ぎわのベッドを柔やわらかく照らしている。サイドボードに置かれた小ぶりな花か瓶びんには、薄うす桃もも色いろの生花。形からして恐おそらくランの仲間だろうが、ハルユキには品種名までは解わからない。

　その花たちに見守られるようにして、ふんわりした髪かみ型がたの少女が瞼まぶたを閉じていた。ほっそりした首には、ランと同じ色のニューロリンカー。

「……恵メグミ……」

　呟つぶやいた黒雪姫がベッドに近付き、しかし手を伸ばすことができずに立ち尽くした。莟も反対側に立ったものの、そこで動きを止めてしまう。顔がかすかに歪ゆがみ、唇くちびるが一いつ瞬しゆん動いたが、何と言ったのかは聞こえなかった。ハルユキは再びベッドに視線を落とした。

　若ワカ宮ミヤ恵の表情に苦しさは感じられず、ただ眠ねむっているようにしか見えない。しかし母親の話だと、恵は土曜の夕方から一度も目を覚ましていないという。さすがにおかしいと思ったのが、日曜の朝。その時点で救急車を呼び、この病院に搬はん送そうされ、検査したところ脳出血等の異常は見つからなかったが、脳波が極きよく端たんに徐じよ波は化かしているということで入院になったらしい。

　ハルユキたちにそこまで説明してくれた母親の態度がやけに淡たん々たんとしていたのが気になったが、気が気でない心理状態だからそう見えてしまっただけかもしれない。無論ハルユキたちは恵が目覚めない理由を知っているわけで、それを言えないのは心苦しかったが、たとえ言っても信じては貰もらえないだろう。

　ともあれ、若宮恵は土曜日の領土戦が終しゆう了りようした午後四時過ぎから現在まで、四十二時間ものあいだ加速しっぱなしということになる。加速世界では実に千七百五十日……すなわち四年と二百九十日。それほどの長期間向こう側に留とどまった経験は、もちろんハルユキにはない。

　同じことを考えたのか、黒雪姫が再び口を開いた。

「早く……早く恵の加速を止めないと。越コシ賀カ、きみは何か考えがあってここに来たのだろう？　どうすれば恵を安全に目覚めさせられるんだ？」

「…………」

　莟は、無言のままワンピースのポケットに手を入れ、白いＸＳＢケーブルを取り出した。片方のプラグを恵のニューロリンカーに接続しながら、黒雪姫を見て言う。

「オッキーの意識は、ウルフラム・サーベラスが三つ持っている量子回路の一つに囚とらわれてる。けれど無制限中立フィールドのどこかには、オッキー自身のデュエルアバターも存在しているはず。彼女を見つけて、ポータルから離り脱だつさせる……それしかないわ」

「見つける……？　しかしいったい、どうやって……無制限フィールドは、事実上無限の広さがあるんだぞ」

「そのための直結回線よ。詳くわしく説明している時間はないけれど、こうすることでオッキーを追つい跡せきできるかもしれない。もし五分経たっても覚かく醒せいしなかったら、わたしのニューロリンカーを引き抜いて」

　そう言うと、莟ツボミはベッドのそばの床ゆかに躊躇ためらいなく腰こしを下ろした。いまにも加速しそうな様子を見て、ハルユキは慌あわてて割り込んだ。

「ちょっと待ってください！　ぼ、僕も行きます！」

　ポケットから自分のＸＳＢケーブルを引っ張り出し、プラグを差し出す。それを見た莟は、前まえ髪がみの奥おくからじろりとハルユキを見上げる。

「……あなたとの直結も、あなた自身も、特に必要というわけじゃないけれど……来たいと言うなら拒きよ否ひはしないわ」

　そう言ってプラグを受け取り、ニューロリンカーに繫つなぐ。手て許もとにあるプラグを自分のニューロリンカーに接続しながら、ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメを見た。

　内心では、黒雪姫も恵メグミを助けにいきたくてたまらないだろう。しかしそれは不可能だ。無制限フィールドに入った瞬しゆん間かん、黒雪姫はこの病院ではなく太陽神インティの内部に実体化し、核かく融ゆう合ごうの炎ほのおによって即そく死ししてしまう。

「……先せん輩ぱい、必ず……」

　黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみをまっすぐに見つめながら、ハルユキは誓ちかった。

「必ず、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいを助けて戻もどってきます。だから、信じて待っていてください」

「…………ああ、信じているとも」

　頷うなずいた黒雪姫は、ハルユキの右腕を軽く叩たたいてから、床ゆかに体育座りする莟に目を向けた。

「越コシ賀カ……いや、莟。ハルユキ君と恵を、よろしく頼たのむ」

「優先順位はオッキーのほうが上だけど、まあ、やれることはするわ。急いで、クロウ」

　アバター名で呼ばれ、ハルユキは慌あわてて莟の隣となりに座すわった。すかさず、莟がカウントダウンを開始する。

「三、二、一……」

　鋭するどく息を吸い込み、タイミングを合わせてハルユキは叫さけんだ。

「「アンリミテッド・バースト！」」










　　　９




「……《月光》ステージね……」

　そんな声に目を開けると、漆しつ黒こくの夜空に浮うかぶ巨きよ大だいな月が見えた。

　病院の建物は白い大理石の神しん殿でんへと変化し、円柱だけを残して全ての壁かべも消え去ったので、広いフロアの全体が見み渡わたせる。ぐるりと視線を巡めぐらせてみるが、もちろん恵メグミの姿も、黒クロ雪ユキ姫ヒメの姿も見当たらない。

　ダイブ前の誓ちかいの言葉を改めて嚙かみ締しめながら、ハルユキは隣となりに立つローズレッドの女性Ｆ型アバターを見た。

　ハイエスト・レベルも含ふくめれば対面するのはこれが三回目だが、何度見ても特とく徴ちよう的てきな姿だ。極限まで細い手足や胴どう体たいに煌きらめく鋭するどいスパイクは、「美しい薔ば薇らには棘とげがある」という警句をこれ以上ない形で具現化している。アバターのデザインが似ているマゼンタ・シザーと並べばいっそう絵になりそうだが、その機会は当分ないだろう。

　そんなことをぼんやり考えていると、ローズ・ミレディーはゴージャスな巻き毛に半ば隠かくれたアイレンズでじろりとハルユキを睨にらんだ。

「シルバー・クロウ、Ｆ型アバターをそんなふうにじろじろ眺ながめるものではなくてよ」

「は、はひっ、すみません」

　反射的に直立不動ポーズを取りながらも、いまの台詞せりふを口にしたのはあのちんまりと可か愛わいい越コシ賀カ莟ツボミなのだ……と思うと何やら心がほっこりしてくるが、それがばれたら痛くされてしまう予感がするので黙だまっておく。代わりに、素す通どおしの神しん殿でん外がい縁えん部ぶへと視線を移動させつつ訊たずねる。

「そ、それで……ここからどうやってオラクルさんの居場所を調べるんですか？」

「方法は二つ考えられるわ」

「えっ、ふ、二つも……？」

「一つはあなたも思いつけるはずだけど」

　そう言われてからようやく、昨夜のレギオン・ミーティングで黒雪姫と交かわした会話を思い出す。あの時、二人の念頭にあったのは鍛か冶じ屋やショップだったが、理り屈くつは同じはずだ。

「もしかして、ハイエスト・レベル……ですか？」

「そう」

　頷うなずくと、貴婦人アバターは神しん殿でんの外に広がる青白い夜景を見やった。

「《上》にシフトすれば、ミーン・レベル全体を俯ふ瞰かんできる。けれど、膨ぼう大だいな数の光点から、オッキー一人を見つけ出すのは至難の業わざだわ……」

「そう……ですよね。それらしい光点を見つけたら、そのたびにハイエスト・レベルから出て確かく認にんしに行かないとですし……」

「いざとなったらそれをする覚かく悟ごはあるけれど、ロータスに約束した五分は、こちらでは三日と十一時間二十分……あちこち移動していたら、それくらいの時間はすぐに経たってしまうわ。だからハイエスト・レベルに行く前に、もう一つの方法を試ためす」

「そ……その方法って……？」

　ミレディーの横顔に問いかけると、返ってきた言葉は予想外のものだった。

「《占うらない》よ」

「う……うらないぃ!?」

「言っておくけど、別にここでタロットカードをめくったり亀かめの甲こう羅らを焼いたりするわけじゃないからね」

　そう前置きするや、ミレディーは「屋上に行くわよ」と言って神しん殿でんの中央へと歩き始めた。追いかけると、すぐに建物を貫つらぬく螺ら旋せん階段が見えてくる。やはり大理石のそれを三階ぶん上り、神しん殿でんの屋上へ出る。

　周囲に高い建物がないので、月光ステージの絵画のような風景がぐるりと一望できて、ハルユキは思わずため息をついた。かつて、《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーとの決戦の舞ぶ台たいとなったのも月光ステージで、苦しい戦いの記き憶おくはまだ鮮せん明めいに残っているが、月明りに照らされる神しん殿でん群ぐんの美しさが損そこなわれることはない。

　いっぽうミレディーは、風景に見とれている暇ひまはないと言うかのように、広い屋上に整然と立ち並んでいる円柱を次々と破は壊かいし始めた。ハルユキも慌あわてて柱割りに参加し、必ひつ殺さつ技わざゲージを充じゆう塡てんする。

　地形オブジェクトの破は壊かいによるチャージは効率が悪いが、柱も数え切れないほど立っているので、三分足らずでゲージが満タンになった。一足先にチャージを終えていたミレディーの所に引き返すと、貴婦人アバターは真しん紅くのスパイクが並ぶ右腕を高く掲かかげた。掌てのひらを夜空に向け、おもむろに技わざ名めいを発声する。

「《フラワー・ディヴィネーション》」

　途と端たん、掌てのひらから紫むらさきがかったピンク色の閃せん光こうが放たれ、ハルユキは銀面の下で目を細めた。

　光はすぐに収束し、しかし消えることなく、掌てのひらの上に大きな蕾つぼみを作り出す。それはたちまち綻ほころび、大輪の薔ば薇らとなって一いつ瞬しゆんだけ咲さき誇ほこるや、儚はかなく散り始める。

　空中に零こぼれた数十枚の花弁たちは、しばらくそのままふわふわと漂ただよい、やがて風もないのに一列に並んで建物の外へと流れていった。きらきら光るリボンを見送りながら、ミレディーが呟つぶやく。

「東北東……。あなたも花びらが飛んでいった方向を憶おぼえておいて」

「は、はい。──もしかして、あの方向に、オラクルさんが……？」

「解わからないわ、あくまで占うらないだから。さっき使った技わざは、《わたしがいま必要としているもの》の在あり処かを教えてくれるの」

「必要としているもの……？」

「通常対戦なら、ステージ属性にもよるけど、チャージ系のアイテムとか、武器とか、乗り物とかね。だから……飛んでいった花びらたちも、単にその手のオブジェクトに引き寄せられただけかもしれない。実際、昨日から今朝まで何度占うらなってもそうだった。でも、わたしはいま、現実世界でオッキーと直結している。その繫つながりが花たちを導いてくれると信じて、追いかけるしかないわ」

　そう言って、再び階段に向かおうとするミレディーを、ハルユキは慌あわてて呼び止めた。

「で、でもミレディーさん、花びら、もう見えなくなっちゃいましたけど……」

「あれは地形を無視して飛んでいくから、ずっと追いかけるのは無理よ。方向を憶おぼえておいて、定期的に技わざを使うしかないわ。とりあえず一階に下りたら、病院の前の世せ田た谷がや通どおりを東に……」

　そこまで聞いた時点で、ハルユキは背中の銀ぎん翼よくを勢いよく展開した。

「だったら、僕がミレディーさんを運びます！　フルスピードで飛べば、さっきの花びらに追いつけるかもしれません」

　急せき込みながら両手を差し出したが、ミレディーはじりっと上体を引き、胡う散さん臭くさそうにハルユキを見た。

「運ぶって……具体的に、どうやって？」

「え？　えと、それは……何というか、抱だっこ的な感じで……」

　途と端たんに、はぁ──っと大きなため息。さすがに、先日まで敵同士だった相手にいきなり抱だっこはまずかったかと思い、それなら脚あしに摑つかまってもらう方式でも、と言おうとしたのだが。

　いきなり、ミレディーの全身に生えたスパイクが、しゃきっ！　と歯切れのいい音を響ひびかせて装そう甲こうの内部に引っ込んだ。呆あつ気けに取とられるハルユキに一歩近付き、「じゃあ、その抱だっことやら、お願い」と両手を浮うかせる。

「は……はい」

　頷うなずき、ハルユキはミレディーの背中に右みぎ腕うでをあてがった。細い体を後ろに傾かたむけさせ、左腕で両りよう脚あしを慎しん重ちように持ち上げる。横よこ抱だき姿勢が安定すると、普ふ段だんより五割ほど控ひかえめに翼つばさを振しん動どうさせ、離り陸りく。

　二十メートルほど上じよう昇しようしてから東北東の方角に目を凝こらすと、ピンクの光がかすかに瞬またたいた気がした。夜のステージでなければ見分けられなかっただろうその光を目指して、飛行を開始する。

　十秒ほど飛んだところで、ミレディーが呟つぶやいた。

「ふうん……これが加速世界唯ゆい一いつの飛行アビリティってわけね……」

「じ、実はそこまで珍めずらしいわけじゃないっぽいですけどね。《七連矮星セブン・ドワーフス》のプラチナム・キャバリアーさんも飛んでたし……」

　ハルユキがそう答えると、貴婦人はふんと鼻を鳴らす。

「《はにかみ屋バツシユフル》のペガサスは、《幻想の手綱ミステイカル・レインズ》っていう強化外装で言うことを聞かせてるだけよ。あいつ自身の力じゃないわ」

「へえ……。──そのアイテム、どんなエネミーも手て懐なずけられるんですか？」

「まさか。原則、一対一で戦って勝てる相手だけ……だから、ほとんどの神獣レジエンド級きゆうは無理ね。もちろん太陽神インティにも使えないわ」

「そう、ですよね……」

　頷うなずき、ハルユキは視線を前方の小さな光へと向けた。

　幸い、花弁たちの移動速度はさほどでもないようで、ゲージ節約優先のエコ飛行でもじりじりと追いつきつつあるようだ。雑念を振り払い、目の前のミッションに意識を集中する。

「……あの花びら、もうけっこうな距きよ離りを飛んでますよね。なら、アイテム類に引き寄せられてるわけじゃないような……。そもそも月光ステージって、アイテムはほとんど湧わかないはずですし」

「そうね……。ただ……」

　そこで一いつ瞬しゆん言いよどむと、ミレディーは進行方向の右側を見つめ、続けた。

「……実はわたし、オッキーが閉じ込められていそうな場所に、ある程度見当をつけていたのよ。でも、少しずつ方向がずれている気がする……」

「え……その場所ってどこなんですか？」

「あなたも一度、攻せめ込んだことがあるはずよ。港みなと区く第三エリアの、エテルナ女子学院……。オシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちであり、わたしが通う学校でもある」

「えっ!!」

　叫さけんだ拍ひよう子しに右手が少しだけ滑すべり、ミレディーの体ががくんと揺ゆれた。

「きゃっ」

　と可か愛わいらしい悲鳴を上げた貴婦人アバターが、右手でハルユキの首をホールドする。

「ちょ、ちょっと、しっかり支えていなさい！　この高さから落ちたら、わたしでも無傷ってわけにはいかないわよ！」

　──死なないだけでも凄すごいですよ。

　と思うに留とどめて、ハルユキはこくこく頷うなずいた。

「す……すみません、ちょっとびっくりして……。──じゃあ、現実世界でミレディーさんが着てた水色のワンピース、エテ女の制服だったんですね」

「《ルナ女》よ」

「へっ？」

「エテルナ女子学院を《エテ女》と略す奴やつには、百三十年間溜たまりに溜たまった呪のろいが降りかかるから気をつけなさい」

「あ……は、ハイ……」

　再び頷うなずき、話題を戻もどす。

「──確かに、オラクルさんが閉じ込められてるなら、オシラトリの本ほん拠きよ地ちの可能性は高いですね……。でも……」

　少し高度を上げ、眼下に広がる純白の街並みに視線を走らせる。

「……あの道が環かん七ななで、交差してる水道橋みたいなやつが首都高渋しぶ谷や線せんだとすると……確かに、方向がずれてますね。花びらは港みなと区く第三じゃなくて、渋しぶ谷や第一エリアのほうに飛んでるみたいです」

「そうね。渋谷を超こえると青あお山やま、赤あか坂さか、そして……帝てい城じよう……」

　ミレディーがそう呟つぶやいた途と端たん、ハルユキは再び体を硬こう直ちよくさせてしまいそうになり、慌あわてて両りよう腕うでに力を込めた。

「まさか……オラクルさんは、帝城に!?　もしそうだとしたら、僕たちだけじゃ四方門は突とつ破ぱできないですよ！」

「……さすがにそれは考えられないわ。神器ザ・ルミナリーのアビリティ《王権神授デイヴアイン・ライト》も、四し神じんには通用しなかったと聞いているもの」

「それが……インティをテイムした力、なんですね」

「ええ。白の王の計画を支える、重要なピースの一つ……」

「…………計画？」

　ミレディーの口からぽろりと零こぼれた単語が妙みように耳に残り、ハルユキは鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。

「その計画って、いったい……」

　しかしミレディーは答えようとせず、右手で前方を指差した。

「見て、花びらが渋谷駅を越こえるわ。どこまで飛ぶのかしら……」

「帝城じゃないといいですけど……」

　仕方なくそう答え、ハルユキは必ひつ殺さつ技わざゲージを一いち瞥べつした。レベル５まで四回積み重ねた飛行力強化ボーナスによって巡じゆん航こう時じの燃費も良くなっているが、ミレディーを抱かかえて世せ田た谷がやから渋谷まで飛ぶうちに、ゲージの六割以上を消費している。このあたりは地上を徘はい徊かいするエネミーも多いので、なるべく降りたくない……と思いながら、半ば独り言のように呟つぶやく。

「それにしても……不思議な力ですね。ミレディーさんが必要としているもの……って、誰だれが決めてるんでしょう……？」

「ＢＢシステム、なんでしょうね。いまのわたしは、武器もアイテムも求めていない。ただ、オッキーが無事に戻もどってきてくれれば、それでいい。それが叶かなうなら、今日、ここで全損してもいい……」

　ハルユキの首を摑つかむミレディーの右手に、少しだけ力が入った。

　オーキッド・オラクル──若ワカ宮ミヤ恵メグミは黒クロ雪ユキ姫ヒメの親友だ。しかしローズ・ミレディーにとっては、お互たがいサフラン・ブロッサムの《子》、つまり姉し妹まいと言っていい関係なのだ。複数の子を持つのは《最初の百人オリジネーター》にのみ許された権利なので、ハルユキたちの世代ではもう決して感じることのできない特別な絆きずな──。

「……クロム・ファルコンの記き憶おくの中で……」

　ハルユキがそう切り出すと、ミレディーの全身がかすかに震ふるえた。

「サフランさんは、こう言ってました。どれくらい時間がかかるか解わからないけれど、《子》を作って、互ご助じよレギオンを結成して、いつか加速世界のみんながゲームを笑って楽しめるようにしたい……って。ミレディーさんも、オラクルさんも、サフランさんにとっては希望そのものだったと思うんです。だから……だから僕は……」

　そこで言語化能力に限界が訪おとずれ、ハルユキは胸に溢あふれるものを言葉にできずにただ浅い呼吸だけを繰くり返かえした。

　ぽん。

　ぽん、ぽん、と少々ぎこちない動きで、ミレディーがハルユキの首を叩たたいた。

「そうね……。仮にもバーストリンカーたる者、全損してもいいなんて言っちゃだめよね。わたしはオッキーを助けて、一いつ緒しよにロータスのところに戻もどるわ。だから、あなたも力を貸して。わたしに勝った力を」

「い、いえ……あの時は、リードやベルと協力しても本当にギリギリで……──あっ！」

　ハルユキの叫さけび声ごえに、ミレディーも素す早ばやく首を動かした。

　数百メートル前方で、ピンク色に輝かがやくリボンが緩ゆるやかに下降していく。その先にそびえ立っているのは、ひときわ巨きよ大だいな高層ビル。周囲の建物同様、白はく亜あの神しん殿でんに変身しているが、板が何枚も組み合わさったような外がい壁へきの意い匠しようには見覚えがある。

「あれって……もしかして、ミッドタウン・タワー……？」

「そうみたいね……。どうしてあんな所に……」

　ハルユキとミレディーは、月光に照らされる巨きよ塔とうをしばし無言で見つめた。

　東京ミッドタウン・タワーは、加速研究会がＩＳＳキット本体を設置し、ザ・ルミナリーでテイムした大天使メタトロンに守らせていた場所だ。しかしメタトロンは──もちろん第一形態だけだが──ネガ・ネビュラスの総そう攻こう撃げきによって倒たおされ、ＩＳＳキット本体も黒クロ雪ユキ姫ヒメに破は壊かいされた。以降、加速研究会は拠きよ点てんとしてのミッドタウン・タワーを放ほう棄きした……と思っていたのだが。

　二人の視線の先で、花弁の群れは螺ら旋せんを描えがきながらミッドタウン・タワーの屋上に舞まい降おり、そこで花火のように瞬またたいて消えた。

「……行くしかない、みたいね」

「なんだか、嫌いやな予感がしますけどね……」

　そう応じはしたものの、ハルユキの心も決まっていた。必ひつ殺さつ技わざゲージは残り二割、滑かつ空くうを併へい用ようすれば少しスピードを上げても辿たどり着つける距きよ離りだ。

「……行きます」

　囁ささやき、金属フィンの振しん動どう数すうを上げる。降り注ぐ月光を切きり裂さいて加速すると、夜空に青白く浮うき上がる巨きよ塔とうがたちまち近づく。ハルユキは当然、屋上に着地するつもりでコース取りをしていたのだが。

「いったん停とまって！」

　突とつ然ぜんミレディーが押し殺した声で叫さけんだので、慌あわてて速度を落とす。

「ど……どうしたんですか!?」

「屋上にエネミーがいる」

「えっ」

　ホバリングに移行しながら目を凝こらすが、広い屋上には中央に小さな尖せん塔とうが生えているだけで、動くものはない。何かがいるとすれば、その塔とうが作り出す影かげの中に──。

「…………あっ」

　ようやくそれを視し認にんして、ハルユキは無意識のうちにミレディーを抱だく両りよう腕うでに力を込めた。

　濃のう密みつな影かげよりもなお黒い何者かが、尖せん塔とうの側面に貼はり付つくようにしてひっそりと立っている。シルエットは人型だが、この距きよ離りからではエネミーなのか大おお柄がらなバーストリンカーなのか判別できない。

「ど……どうしてあれがエネミーだと……？」

「頭をよく見て」

　言われるまま、視線をシルエットの頭部に集中させる。すると、屋上に降り注ぐ月光の照り返しを受けて、ほんの一いつ瞬しゆんだけ銀色の光がリング状に瞬またたいたように思えた。

「あ……何か、冠かんむりみたいな……」

　という自分の言葉で連想が繫つながり、ハルユキは再び喘あえいだ。

「あれ……もしかして、ザ・ルミナリーの……」

「間ま違ちがいないわ。ルミナリーは宝冠ダイアデムと王笏セプトラム、二つ一組の強化外装なの。宝冠からエネミーをテイムするための荊けい冠かんを生み出し、王笏でコントロールする。王笏は他のバーストリンカーに一時的に譲じよう渡とすることが可能だけど、最終的な所有権は宝冠を装備している者が……つまり白の王が持つ」

「二つ……一組。じゃあ、ブラック・バイスやプラチナム・キャバリアーが持っていた杖つえは、ザ・ルミナリーの本体じゃなかったんですね……」

「そういうことね。コスモスが宝冠を手放したところは見たことがないわ」

「だとすると……ミッドタウン・タワーには、あの黒いエネミーだけじゃなくて、王笏を持ってるオシラトリのメンバーが……？」

　ハルユキの呟つぶやきに、ミレディーは数秒考えてから答えた。

「それが可能なのは《減速能力》を持つブラック・バイスだけでしょうけど……わたしの知る限り、バイスは五人の王たちを道連れに死んで、そのまま蘇そ生せいしていないはず。蘇そ生せいするにはインティを数分間にせよ動かす必要があるし、それを王たちに察知されて無限ＥＫから脱だつ出しゆつされたら何もかも水の泡あわだもの。多分あなたたちも、何らかの手段でインティの動向を監かん視ししているんでしょう？」

「え……ええまあ、いちおう……」

　実際には、インティの監かん視しに当たっているのはグレート・ウォールに所属するグラファイト・エッジだが、そこまでは説明せずに頷うなずく。ミレディーは不ふ審しんがる様子もなく、三百メートルほど離はなれたミッドタウン・タワーを見つめながら続ける。

「恐おそらく、白の王とブラック・バイスの計画が最終段階に到とう達たつするまで、インティが動くことはないわ。だから、ロータスと他の王たちを救出しようとするなら、インティを撃げき破はするしかないと思ったほうがいい」

　再び出てきた《計画》という言葉が耳に残るが、いま追つい及きゆうするのはやめておいてハルユキは言った。

「ええ……、僕たちもその前提で攻こう略りやく方法を検討してるところです。というか……これはまだ僕が勝手に考えてることですが、オラクルさんを救出できれば、インティ撃げき破はに少し近づくんじゃないかって……」

「ああ……オラクルの《パラダイム・レボリューション》ね。あれでステージを《大海》あたりに変えて、インティの炎ほのおを消すつもりなんでしょう？」

「え……ええ、技わざ名めいまでは知りませんでしたけど、オラクルさんにそういう必ひつ殺さつ技わざがあることは聞いてますから……。ただ、太陽神インティの炎ほのおは水じゃ消せないって話もあって、うまくいくかは解わからないですけど……」

「インティの炎ほのおを水じゃ消せないのは本当よ。そこまで知ってるのに、どうして？」

　ミレディーにそう問われ、ハルユキは曖あい昧まいな思考の断だん片ぺんをどうにか形にしようとした。

「えっと……インティに水が無効でも、決して好きってわけじゃないと思うんです。だって、いままで無制限フィールドが《大海》や《暴風雨》に変へん遷せんした時は、インティは姿を現さなかったんですよね？　そこに何か、攻こう略りやくの鍵かぎがある気がしてて……」

「ふうん……なるほどね。わたしも、アマテラスとあれこれインティ攻こう略りやくの可能性を話し合ったけど、水を使う方法は最初から排はい除じよしてたわ。いつかルドラにも会いにいく必要があるかもね……」

　独り言のようにそう呟つぶやいてから、ミレディーは軽く首を振り、再びミッドタウン・タワーを見つめた。

「いえ、いまはインティのことよりあの塔とうね。屋上には近寄れないけど、外がい壁へきには幾いくつか開口部があるわ。あのどこかから入れるかも」

「え……僕らで屋上のエネミーを倒たおすのはだめですか？」

「あれは恐おそらく、神獣レジエンド級きゆうエネミー《エインヘリヤル》よ。ヴァルハラ・ダンジョンからここまで移動させたんだわ。二人がかりでも絶対に勝てない……とは言わないけど、相当に苦労する相手よ。それに、オッキーを見つけるまでは、騒さわぎを起こしたくない」

　初めて聞く固有名詞の二連発にハルユキの興味はいやが上にも搔かき立たてられたが、いまはそこに食い付いている場合ではないと我が慢まんして頷うなずく。

「解わかりました……。でも、あの感じだと、塔とうの中にもテイムされたエネミーがいそうですよね。ルミナリーは複数同時テイムが可能なのに屋上に一匹しかいないのは、ビルを目立たせないためでしょうし……それにまだ、ミッドタウン・タワーにオラクルさんがいるって決まったわけでもないですし」

「確かにそうね。でも、わたしは《フラワー・ディヴィネーション》の導きと、オッキーとの絆きずなを信じるわ。少なくとも、あんな上級のエネミーに守らせているからには、あの塔とうには間ま違ちがいなく何かがあるのよ……オシラトリの計画にとって重要な何かが」

　そこまで聞けば、もう否定的な意見を並べたてる必要はなかった。深く頷うなずくと、ハルユキも白はく亜あの巨きよ塔とうを改めて注視した。

「解わかりました……じゃあ、外がい壁へきのどこかから中に入ります。なるべく高いところがいいと思うんですが……」

「そうね。ただ、あまり屋上に接近しすぎるとエインヘリヤルに気付かれるわ。確か、タワーの高さが二百五十メートルだから……そうね、上から四分の一ぐらいのところを狙ねらってちょうだい」

「了りよう解かいです」

　いちど深呼吸してから、ハルユキは翼つばさを広げた。推力をほぼカットし、無音の滑かつ空くうでミッドタウン・タワーに近づく。

　神しん殿でんと化した高層ビルの壁かべには、ミレディーの言葉どおり、ランダムに開口部が存在する。これが《鉄鋼》ステージや《煉れん獄ごく》ステージだったら入り口を探すのも一苦労だったはずで、月光ステージを引き当てたミレディーの強運に感謝しつつ、低速でタワーを西側から北側へと回り込んでいく。

　すると、北ほく壁へきの上から四分の一ほどの高さに小さめの開口部が存在した。ハルユキが無言で指さすとミレディーも頷うなずいたので、いったん屋上より低いところまで下降し、エネミーの視界から逃のがれつつ接近する。ぎりぎり五パーセントほど残っている必ひつ殺さつ技わざゲージを消費して減速、開口部にすぽっと飛び込んで着地。

　すかさず周囲の様子を探さぐるが、動くものの気配は感じない。息を吐はき、立ち上がろうとしたその時。

「もう、下ろしていいわよ」

　と耳みみ許もとで囁ささやかれ、自分がまだミレディーを横よこ抱だきにしたままであることに気付く。少し前までのハルユキなら反射的に両りよう腕うでを引っ込めて床ゆかに落としてしまったところだが、その悲劇は危あやうく回かい避ひし、腰こしを屈かがめてミレディーの足を床ゆかに触ふれさせる。

「……ありがとう、クロウ」

　そう言って立ち上がると、ミレディーは少し離はなれ、体の前で両りよう腕うでをクロスさせた。しゃきんと軽い音を立てて無数のスパイクが再び生はえ揃そろい、トゲトゲのフォルムを取とり戻もどす。

　もしかしたら、黒の王の《手》と同じく、あの棘とげを出し入れできるようになるまでには大変な苦労があったのかも……などと考えながら、ハルユキは改めて周囲を見回した。

　二人が立っているのは、外がい壁へきに沿って左右に伸びる通路の中ほど。内部の壁かべも白大理石製で、ハルユキやミレディーが全力で殴なぐれば破は壊かいできる可能性はあるが、派手な騒そう音おんが新たなエネミーを引き寄せてしまうだろう。当分は、地形に沿って探たん索さくするしかない。

「まずは上り階段を探しましょう。さっき、花びらが屋上に吸い込まれていったのは、タワーの高いところに探し物があるからだと思うの」

「そうですね……。確か、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいたちが破は壊かいしたＩＳＳキット本体は、このビルの四十五階にあるポータルを取り込む形で設置されてたはずです。まずは、そこを目指してみるのはどうでしょう」

「解わかった。わたしが先行するから、クロウは後ろの警けい戒かいをお願い」

　軽く頷うなずき合うと、二人は通路を南に向けて走り始めた。

　東京ミッドタウン・タワーは五十四階建て、その上から四分の一あたりに侵しん入にゆうしたのだから、現在位置は四十階前後ということになる。四十五階まではたった五フロア、階段さえ見つかれば一気に駆かけ上のぼれる。

　もしもそこでオーキッド・オラクルが見つかれば、同じ階にあるポータルから離り脱だつするのは容易だ。どうかオラクルさんがいますように……と加速世界の神様に祈いのりながら、ハルユキはミレディーの背中を追いかけた。




　幅はば広ひろの通路は、二十メートルほど先で左に折れていた。曲がり角で立ち止まり、ミレディーが壁かべに背中をつけてから、さっと先を覗のぞく。体を戻もどし、張はり詰つめた声で囁ささやく。

「二十五メートル先に広いホールがあって、エネミー……エインヘリヤルが一匹立ってるわ。たぶん階段もありそうだけど、見つからずに通り抜けるのは無理ね」

「ええと……そのエインヘリヤルって、エテ、じゃなくてルナ女を守ってた騎き士し型がたエネミーと同じ奴やつですか？　僕、あれとなら戦ったことあるんですが……」

「ああ、あれは巨獣ビースト級きゆうエネミー《ヴァリヤーグ》よ。もちろん強敵だけど、エインヘリヤルはヴァリヤーグの三倍は強い。けど、ここまで来たら、なんとかするしかないわね……。幸い、このタワーを守ってるエインヘリヤルには、本来存在しない弱点があるわ」

「え……」

　三倍という言葉に少々怖おじ気けづいていたハルユキは、弱点って何ですかと聞き返そうとして、寸前で気付いた。

「そ、そうか……ルミナリーの荊けい冠かんですね。あれを破は壊かいできれば、エネミーの動きはしばらく止まるはず……」

「その通り。と言っても、もちろん楽じゃないわ……しかも大暴れさせないためには、一人が動きを止めて、もう一人が一いち撃げきで破は壊かいしないと。それに、他の階のエインヘリヤルを呼び寄せてしまうから、心しん意い技わざは使えない」

「心意抜きの一いち撃げきで……ですか」

　ミレディーの隣となりで大理石の壁かべに背中を押しつけながら、ハルユキは屋上の影かげの中に垣かい間ま見みたエインヘリヤルの姿を思い出そうとした。サイズ的には巨きよ大だいというほどでもない……せいぜい身長二メートルというところだが、エテルナ女子学院で戦った騎き士し型がたエネミーの三倍というのは尋じん常じようではない強さだ。そんな相手の動きを一秒でも止めることは、残念ながらいまのハルユキには難しい。しかし──。

「……破は壊かいのほうなら、できるかも……」

　ハルユキが呟つぶやくと、ミレディーが少々胡う散さん臭くさそうな視線を向けてきた。

「本当に？　見た目は華きや奢しやでも神器の分身なんだから、耐たい久きゆう値ちはかなり高いわよ」

「わ、解わかってます……」

　実際、メタトロン第一形態を操あやつっていた荊けい冠かんを破は壊かいしようとした時は、心意強化した貫ぬき手てを何十回とヒットさせなくてはならなかったのだ。しかしいまのハルユキには、エインヘリヤルと同じ神獣レジエンド級きゆうエネミー──いや、更さらなる上位存在である《四し聖せい》の力が貸し与あたえられている。

「──やれます。やってみせます」

　両手を握にぎり締しめながらハルユキが言うと、ミレディーもゆっくりと頷うなずいた。

「解わかった。なら、破は壊かいはあなたに任せる。わたしは動きを止めるけど……心意技が使えないから、完全に静止させられるのは三秒ってところだと思う」

「充じゆう分ぶんです」

　そう言い切ると、ハルユキは小声でボイスコマンドを唱えた。

「着装、メタトロン・ウイング」

　神しん殿でんの天てん井じようを貫つらぬいて純白の光が降り注ぎ、シルバー・クロウの背中に新たな翼つばさを生み出す。剣けんのように鋭するどい白はく翼よくを見たミレディーが、アイレンズをいっぱいに見開いてから小さく吐と息いきを漏もらす。

「それは……大天使メタトロンの翼つばさね。そんな奥おくの手てがあるとは知らなかったわ」

「普ふ段だんは、本当に必要な時以外使わないようにしてるんですが、いまはその時だと思いますから……」

「…………」

　二秒ほど沈ちん黙もくしてから、ローズ・ミレディーはいっそう密ひそやかな声で囁ささやいた。

「……訂てい正せいするわ」

「な、何をですか？」

「オッキーの病室で、あなたは必要ないって言ったことよ。一いつ緒しよに来てくれて助かったわ……わたし一人じゃ……」

　そこまで聞いたところで、ハルユキは右手を持ち上げてミレディーの言葉を遮さえぎった。

「それは、オラクルさんを助け出してから聞きます。……行きましょう」

「そうね」

　頷うなずき合い、同時にいちど深呼吸。ミレディーが床ゆかを蹴けり、角の向こうの通路に飛び込む。

　途と端たん、ガシャッという金属音が遠くで響ひびいた。続いて、重く硬かたい足音。ハルユキも隠かくれ場ば所しよから飛び出し、通路の奥おくを凝ぎよう視しする。

　神獣レジエンド級きゆうエネミー《エインヘリヤル》は、漆しつ黒こくの鎧よろいをまとう亡ぼう霊れいの如ごときおぞましい姿だった。兜かぶとの中には実体ある闇やみが蠢うごめき、両目だけが青い鬼おに火びのように光っている。左手には傷だらけのカイトシールド、右手には激しく刃は毀こぼれした長ちよう剣けん。しかしそれで斬きられれば、メタルカラーのシルバー・クロウといえども容易に手足が飛ぶであろうことは直感的に解わかる。

　まさしく死神と言うべきエネミーの猛もう突とつ進しんに、ローズ・ミレディーは真正面から対たい峙じした。右手を持ち上げ、最低限の音量で叫さけぶ。

「《オルネート・スキュワリング》!!」

　ミレディーの足あし許もとから迸ほとばしった薔ば薇ら色いろの光が、凄すさまじいスピードで床ゆかを走り、エインヘリヤルに命中した。

　キキキキキン！　と硬こう質しつな音を響ひびかせて、紅色のツルが何本も伸び上がって騎き士しに絡からみつく。頭まで達した直後、ひときわ鋭するどい金属音とともに、ツルの各所から針のように鋭するどい棘とげが伸びて騎き士しの鎧よろいを突き刺す。

「いまよ！」

　ミレディーが叫さけんだ時にはもう、ハルユキは高く掲かかげた左手を振り下ろしていた。

「《エクテニア》!!」

　左のメタトロン・ウイングが一条の光線となって伸び、エインヘリヤルの兜かぶとに食い込む銀色の冠かんむりを直ちよく撃げき──

　すると見えた瞬しゆん間かん、騎き士しが吼ほえた。

「ヴァルルルウウウ!!」

　耳をつんざくような異音を放ちながら、騎き士しの右腕が動いた。突き刺さっていた無数の棘とげが鎧よろいを引ひき裂さき、赤いダメージ・エフェクトが飛び散るが、エネミーは痛みなどまったく感じていないかのように剣を掲かかげ、エクテニアの光を弾はじいた。

「まだ……だっ！」

　ハルユキが右手を振ると、右のメタトロン・ウイングも発射される。今度は直線軌き道どうではなくエインヘリヤルの左腕側から弧こを描えがいて飛ひ翔しようし、わずかに壁かべを掠かすめてから急ターンして、死角から銀の荊けい冠かんを痛つう撃げきした。

　バキィィン！　という雷らい鳴めいじみた破は壊かい音おん。無数の鉤かぎ針ばりを組み合わせた形状の冠かんむりがバラバラに分解し、床ゆかに散らばってから溶け崩れた。

　途と端たん、エインヘリヤルの兜かぶとの中の鬼おに火びが消え、糸が切れた人形のようにがくんと項うな垂だれた。全身を拘こう束そくする薔ば薇らのツルが消しよう滅めつすると、そのまま地面に膝ひざを突いてしまう。

「走って！」

　叫さけんだミレディーと同時に、ハルユキも床ゆかを蹴けった。

　エインヘリヤルは静止したままだが、直感で解わかる。もうすぐあのエネミーは再起動し、ザ・ルミナリーの制せい御ぎよから解き放たれて再びハルユキたちに襲おそいかかってくるはずだ。この場にメタトロンを召しよう喚かんできれば、エテルナ女子学院の時のように非攻性ノンアクテイブ化してくれるかもしれないが、楓ふう風ふう庵あんでの修復が完全に終わるまで彼女の眠ねむりを妨さまたげるつもりはない。

　疾しつ駆くする二人がエインヘリヤルの横を通り過ぎようとした途と端たん、エネミーが低く唸うなった。

「ヴォル……」

　全身がひやりと冷たくなるが、ハルユキは恐きよう怖ふを押し殺し、翼つばさの推力も利用してスピードを上げた。ミレディーを追い抜いてしまいそうになったので、反射的に右手を伸ばして細い手首を摑つかむ。広いホールに到とう達たつすると、右側に大型の階段が見えたので、迷わず駆かけ上のぼる。

　踊おどり場ばでターンするとエインヘリヤルの姿は消えたが、スピードを落とす気にはなれない。三段飛ばしでダッシュを続け、次の階へ。幸いここにはエネミーの姿はなかったのでそのまま折り返し、上り続ける。四十二階、四十三階……四十四階を通過した時、背後でミレディーが叫さけんだ。

「も……もういいわ、停とまって！」

「あ……は、はい……」

　走る速度を緩ゆるめ、次の踊おどり場ばに立ち止まる。途と端たん、一気に全身が重くなってハルユキはその場にへたり込みそうになってしまった。しかし膝ひざが床ゆかに触ふれる寸前で右手を引っ張られ、辛かろうじて踏ふみ留とどまる。

　顔を上げると、ローズ・ミレディーが呆あきれ半分、その他の何か半分といった気配をフェイスマスクに浮うかべてハルユキを見下ろしていた。

「まったく、おかしな人ね、シルバー・クロウ。仲間に自分ごとわたしを斬きらせたり、土ど壇たん場ばであんな高精度なピンポイント攻こう撃げきをする度胸があるかと思えば、逃にげ足あしが止まらなくなった挙げ句に腰こしを抜かすんだから」

「そ、その……すみません……」

「謝あやまらなくていいわよ、見事な攻こう撃げきだった。わたしの拘こう束そくが甘あまくて初しよ撃げきを弾はじかれちゃったのに、即そく座ざに二に撃げき目めを放ったのは驚おどろいたわ」

「べ、別に、ミレディーさんを信用してなかったとかじゃないですよ。無む我が夢む中ちゆうで、自動的に撃うった感じで……」

「そんなこと言ってないじゃない」

　再び呆あきれ顔がおになると、ミレディーは階段の先を睨にらんだ。

「……さて、この上が問題の四十五階ね。またエインヘリヤルが配置されてるかもしれない……その場合は、今度こそ倒たおす必要があるかも……」

「そうですね……」

　呟つぶやき、ハルユキはあの恐おそろしい死神の騎き士しを倒たおす方法を懸けん命めいに捻ひねり出そうとした。ふと、先刻見たミレディーの拘こう束そく技わざを思い出し、訊たずねる。

「そう言えば……さっきの《オルネート・スキュワリング》っていう必ひつ殺さつ技わざ、領土戦の時に僕が喰くらった心しん意い技わざ、ええと……《秘密の花園シークレツト・ガーデン》でしたっけ、あれと似てましたね」

「よく憶おぼえてたわね。そうよ……秘密の花園は、さっきの必ひつ殺さつ技わざのグレードアップ版」

「あの薔ば薇らのツル、ものすごい締しめ付つけで、まったく動けませんでした。心意技がエネミーを引き寄せちゃうのは解わかってますけど……四十五階にはポータルがあるはずです。もしオラクルさんが見つかったら、その時はもう心意技を使っちゃっても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないでしょうか。エインヘリヤルの動きを止めて、オラクルさんと一いつ緒しよにポータルに飛び込めばいいわけですから」

「そう……ね……」

　ミレディーはゆっくり頷うなずくと、振り向いてハルユキを見た。

「……ここからは、臨機応変に対処するしかないわね。拘こう束そくするだけでこと足りる状じよう況きようなら、わたしも迷わず秘密の花園を使う。ただ……」

「ただ……？」

「……いえ、何でもないわ。そろそろ動きましょう」

「…………はい」

　ミレディーの顔にかすかな懸け念ねんが漂ただよっているように思えたが、それはすぐに消え去り、代わりに強い決意が浮うかんだ。しっかりと摑つかんだままのハルユキの右手を引っ張り、ミレディーは残りわずかとなった階段を慎しん重ちような足取りで上り始めた。三週間前に決行された大天使メタトロン攻こう略りやく戦せんのあと、ハルユキはブラック・バイスに拉ら致ちされてしまったニコを救出するべくエテルナ女子学院に移動したので、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コ、あきら、謡ウタイがミッドタウン・タワーで繰くり広ひろげたＩＳＳキット本体との激げき闘とうには参加していない。全てが終わってから詳くわしい話を聞いたが、ポータルが設置されている四十五階を自分の目で見るのは今回が初めてだ。

　もちろんステージの属性が違ちがうので──前回は永遠の夕焼けが続く《黄たそ昏がれ》ステージだった──ビルの内部デザインも異なっているだろう。だが、基本的な構造は共通しているはずだ。四十五階には広いホールになっていて、その奥おくにポータルがある。仮にホールを新手のエインヘリヤルが守っていたとしても、ミレディーが十秒、いや五秒間拘こう束そくしてくれればポータルに逃げ込むことは難しくない。全ては、エインヘリヤルにターゲットされる前に、オーキッド・オラクルを発見できるかどうかに懸かかっている……。

　そこまで考えた時、ふと新たなアイデアが生まれ、ハルユキは先を歩くミレディーを囁ささやき声ごえで呼び止めた。

「あの、ミレディーさん……」

「なに？」

「四十五階に突とつ入にゆうする前に、もういちど《フラワー・ディヴィネーション》を使ってみるのはどうでしょうか？　オラクルさんのだいたいの位置が解わかるだけでも、かなり作戦の成功率が上がると思うんですが」

「確かにそうね」

　ハルユキの二段上に立つミレディーは、いちど頷うなずかせた首をすぐ左右に振ふった。

「でも、残念だけど、病院でチャージした必ひつ殺さつ技わざゲージはさっきのスキュワリングでほぼ使い切っちゃったわ。壁かべを壊こわせば多少は溜たまるでしょうけど、大きな音は立てたくないし」

「あ……そっか、そうですね……」

　言われてみれば、ハルユキの必ひつ殺さつ技わざゲージも残量二割足らず。エインヘリヤルの荊けい冠かんを破は壊かいした時に幾いくらか溜たまったのだが、心こころ許もとないのは同じだ。通常対戦なら殴なぐったり殴なぐられたりしているうちにどんどん溜たまるが、無制限フィールドではチャンスを逃のがさず積極的にチャージしていかないと、いざという時に困こん窮きゆうすることになる。

　しかし、無い物ねだりをしても仕方がない。手持ちのカードで勝負するしかない……それは通常対戦だろうと領土戦だろうと無制限フィールドだろうと変わらない、ブレイン・バーストの基本原則だ。

「……さっきも言ったけれど、あとはもう出たとこ勝負しかないわ。行動の優先順位だけ決めておいて、インプロヴィゼーションで動き続ける。クロウ、わたしに勝ったあなたならできるはずよ」

「さ、さっきも言いましたけど、勝ったなんて思ってないですし……。あと、インプロ何とかって何ですか？」

　途と端たん、ミレディーはかくっと体を傾かたむける仕草をしてから、ため息交じりに答えた。

「即そつ興きよう、アドリブのことよ。得意でしょう、そういうの？」

「別に得意ってわけじゃないですけど……でも、ベストを尽つくします。四十五階の大ホールに突とつ入にゆうしたら、オラクルさんを見つけて、運んで、ポータルに飛び込む。エネミーがいてもなるべく回かい避ひか拘こう束そく優先、戦いはなるべく避さける……それでいいんですよね」

「いいわ。付け加えるとすれば……わたしよりも、オッキーの救出を優先して。わたしが先に行けって言ったら、迷わずオッキーと一いつ緒しよにポータルに入るのよ」

「で……でも…………」

　そんなことできません、とハルユキは答えようとした。しかしローズ・ミレディーのアイレンズは領土戦で対たい峙じした時よりも真しん剣けんな光を湛たたえていて、それ以上何も言えなかった。

　代わりに、数十秒前の言葉を繰くり返かえす。

「……ベストを尽つくします」

「頼たよりにしてるわ。じゃあ……行くわよ」

　そう囁ささやくと、ローズ・ミレディーは振り向いて、最後の二十段ほどを駆かけ上のぼり始めた。

　ようやく辿たどり着ついた四十五階は、床ゆかや廊ろう下かのデザインこそ下の階と同じだが、なぜか空気がひときわ冷たく感じられて、ハルユキは小さく身み震ぶるいした。

　階段ホールを横切る通路には、エネミーの姿はない。正面の壁かべに大きな二に枚まい扉とびらがあり、その奥おくがポータルのある大ホールだろう。恐おそらく、オーキッド・オラクルもそのどこかに囚とらわれているはずだ。

　無言で頷うなずき合い、階段ホールを横切って扉とびらの前へ。冷たい大理石の表面にヘルメットの側面を触ふれさせてみるが、何の音も聞こえない。

　左側で同じようにしていたミレディーが、一いつ瞬しゆんかぶりを振ってから扉とびらを指さした。何も聞こえないから開けてみるしかない、というサインだろう。頷うなずき、右みぎ肩かたと左手を大理石に押し当てる。ミレディーが指を三本立て、中指、人差し指と畳たたんでいき、親指が折おり畳たたまれた瞬しゆん間かん。

「…………！」

　ハルユキは、力強く扉とびらを押した。

　分厚い大理石が震ふるえ、重々しく軋きしみながら奥おくに開き始める。もっと静かに！　と胸の中で叫さけぶが、無生物が相手ではどうしようもない。左の扉とびらを押すミレディーも緊きん迫ぱくした表情で後方に視線を走らせる。この音を聞き付けて階段側からエネミーが出現したら二手に分かれるしかないが、それは絶対にしたくない。

　緊きん張ちように満ちた数秒間が経過し、扉とびらはついに二人が同時に通れる幅はばにまで開口した。素す早ばやく中に滑すべり込み、背中で扉とびらを押し戻しながら状じよう況きようを確かく認にんする。

　広い。

　タワーのワンフロア全体が一つのホールになっているのだろう、左右の幅はばは三十メートル、奥おく行ゆきは五十メートルほどもありそうだ。壁かべには細い縦スリット状の窓が何十本も設けられ、月光が床ゆかに縞しま模も様ようを描えがいている。正しよう面めん奥おくには青く脈打つ楕だ円えん形けいの光……ポータル。あそこまで辿たどり着つければ、亡ぼう霊れい騎き士しのうろつくこの塔とうから脱だつ出しゆつできる。

　しかし、それを妨さまたげようとするかの如ごとく、ポータルの手前で仁に王おう立だちになる黒い影かげがあった。漆しつ黒こくの鎧よろい、額には銀の荊けい冠かん──テイムされたエインヘリヤルだ。四十階で戦った個体と違ちがって背中にはぼろぼろに解ほつれたマント、左手には盾たての代わりに鎖くさりつきの棘とげ鉄てつ球きゆう……いわゆるモーニングスターを装備している。右手の長ちよう剣けんも一回り大きい。

「指揮官クラス……！」

　ミレディーの掠かすれ声ごえを聞きながら、ハルユキは室内の目視を続けた。オーキッド・オラクルの姿を求めて、視線を右側の壁かべの中央あたりに向けた、その時。

　床ゆかから天てん井じようまで続く太い円柱の根元に、人ひと影かげが見えた。

　シルバー・クロウよりやや小こ柄がら……それしか解わからない。なぜなら人ひと影かげは、異様に太い鉄てつ鎖さで頭から足あし許もとまで、背後の柱にぐるぐる巻きに縛しばり付つけられているからだ。鎖くさりの隙すき間まに辛かろうじて細い手足や胴どう体たいの一部が見て取れるが、月光の照り返しだけでは装そう甲こうの色や形までは確かく認にんできない。

　だが、この状じよう況きようでは、あれがオーキッド・オラクルだと判断すべきだろう。そう考えたハルユキは、すぐ左に立つミレディーに向けて、小声で叫さけんだ。

「見つけました！」

　まったく同じタイミングで、ミレディーも叫さけんだ。

「見つけたわ！」

　しかし──。

　ミレディーが指さしているのは、ハルユキが人ひと影かげを見つけた右側ではなく、左側の壁かべだった。急いで目を凝こらすと、対たい称しよう位い置ちにそびえ立つ円柱の根元でも、一体のアバターが鎖くさりでぐるぐる巻きにされている。サイズ感もハルユキが見つけたアバターとほぼ同一。

「え……!?」

　ハルユキが驚おどろきの声を漏もらしたのと同時に、ミレディーも右側の柱にくくりつけられた別の虜りよ囚しゆうに気付いたようだった。「どういうこと!?」と喘あえぐミレディーの右手を、ハルユキは無意識のうちに摑つかみ、言った。

「こうなったら、どっちも助け出すしかないです！　僕は右側のアバターの鎖くさりを切りますから、ミレディーさんは左側の……」

「いえ、無理よ」

　その声には、深い苦く悩のうと焦しよう燥そうが滲にじんでいた。

「あの鎖くさり、異常に優先度が高い。たとえ心しん意いを使っても簡単には切れないわ……そのあいだにエネミーが動き出してしまう」

「…………っ」

　ゴーグルの下で歯を食くい縛しばりながら、ハルユキはポータル前に陣じん取どるエインヘリヤル指揮官を見やった。いまはまだギリギリ攻性化アグロ範はん囲い外がいのようだが、囚とらわれのアバターたちに向かって数歩でも近づけば即そく座ざに反応し、突とつ進しんしてくるに違ちがいない。

「ど……どうすれば……」

　立ち尽くすハルユキの左手を、ミレディーが強く握にぎり返した。

「──戦うしかないわ」

「え……」

「あのエインヘリヤルを倒たおし、それから鎖くさりを切る。他にオッキーを助ける方法はない……二人のどっちがオッキーなのか解わからないけどね」

「そう……ですね」

　確かに、他に方法はない。

　いったんタワーを出て他のポータルから現実世界に戻もどり、陣じん容ようを整えて再度ここに攻せめ込むという選せん択たく肢しもないとは言えない。しかし、四十階のエインヘリヤルの荊けい冠かんを破は壊かいした時点で、オシラトリ側に侵しん入にゆうを気け取どられている可能性がある。次にここを訪おとずれた時にはタワーは蛻もぬけの殻から、あるいはエネミーに加えて《七連矮星セブン・ドワーフス》までもが待ち構えているかもしれない。オーキッド・オラクルを助け出すチャンスはいまこの瞬しゆん間かんしかないと思うべきだ。

「解わかりました、戦いましょう。心しん意い技わざは……？」

「極力使いたくない。ぎりぎりまで我が慢まんして」

「了りよう解かいです」

　最小限の意い思し疎そ通つうを終えると、ハルユキはミレディーの右手を離はなした。その手を左ひだり腰こしに触ふれさせ、新たなボイスコマンドを囁ささやく。

「着装、《ルシード・ブレード》」

　左手の中に白銀の輝かがやきが生まれ、凝ぎよう集しゆうし、細身の長ちよう剣けんを作り出した。

　それを見たミレディーが、かすかに微笑ほほえんで言った。

「わたしを斬きった剣ね。あの時と同じ切れ味、期待してるわよ」

　言葉で答える代わりに、ハルユキは右手でゆっくりと剣を引き抜いた。

　無言でいちど頷うなずき合い。

　二人は、全力で床ゆかを蹴けった。










　　　10




　ハルユキは四日前、帝てい城じよう内ない部ぶで巨きよ大だいな武者エネミーと戦った。

　単独ではなくトリリード・テトラオキサイドとの共きよう闘とうだったし、武者のステータスは巨獣ビースト級きゆう相当だったが、それでもほんの少し気が緩ゆるめば巨きよ大だいな太た刀ちの直ちよく撃げきを受け、即そく死ししていただろう。今回も隣となりにはリードと同じくらい頼たのもしいハイランカーがいてくれるが、敵も帝城の武者エネミーより格上の神獣レジエンド級きゆう。本来なら十人、二十人規模の集団で戦うべき相手だ。

　だからハルユキは、攻こう撃げきを仕し掛かける前から、容易ならざる敵であることを充じゆう分ぶんに覚かく悟ごしているつもりだった。

　しかし戦せん闘とう開始後わずか五秒で、まだまだ認にん識しきが甘あますぎたことを思い知らされた。




「ヴォラアッ！」

　雄お叫たけびとともに振り下ろされた鉄球が、ハルユキの左ひだり肩かたを掠かすめて床ゆかを叩たたき、爆ばく発はつじみた衝しよう撃げき力りよくで深い穴を穿うがった。

「く……！」

　よろけながらも背中の羽根を使って飛とび退のき、散さん弾だんのように広がる大理石の破は片へんを回かい避ひする。まだ直ちよく撃げきは喰くらっていないのに、たった三回のわずかな接せつ触しよくで、体力ゲージは一割以上も削けずり取とられてしまった。しかもこちらの攻こう撃げきは、ただの一度も命中していない。

　苦戦を強しいられているのは、エインヘリヤルの主武器である右手の大たい剣けんを捌さばくミレディーも同じだった。ハルユキ同様、直ちよく撃げきこそ免まぬがれているが斬ざん撃げきの圧力だけでダメージを受けてしまうので容易に近寄れない。ミレディーの主武器は両手から生える棘とげつきの鞭むちで、ハルユキよりは遠い間合いからの攻こう撃げきが可能──実際に何度か命中もさせているが、指揮官エネミーの分厚い鎧よろいにひっかき傷が増えるだけで、四段もの体力ゲージは数ドットしか減っていない。この難敵を物ぶつ理り攻こう撃げきで撃げき破はするには、鎧よろいの継つぎ目めを狙ねらうか引ひき剝はがす必要がある。

「ヴォウッ！」

　エインヘリヤルのほうも、ちょこまか跳はね回まわる敵に苛いら立だつかのようにひと声吼ほえると、右手の剣と左手の鉄球を大きく振りかぶった。ハルユキとミレディーはすかさずバックダッシュ。二つの武器が床ゆかに叩たたき付つけられると、ひび割れと衝しよう撃げき波はが同時に広がり、ハルユキたちの足を掬すくうと同時に装そう甲こうを叩たたく。体力ゲージが更さらに五パーセント削けずられる。

「このままじゃジリ貧ひんね……」

　呟つぶやくミレディーに、ハルユキは早口で提案した。

「あいつも荊けい冠かんを壊こわせば動きが止まるんじゃ……」

「ほんの五、六秒止まっても、そのあいだにゲージを四本削けずり切るのは無理よ。それに四十階のエインヘリヤルもあいつも、本来よりほんの少し動きが遅おそい気がする。たぶんルミナリーによるテイムが反応を鈍にぶらせてるんだわ」

「じゃ、じゃあ……荊けい冠かんを壊こわせば、あいつはもっと強く……」

　ハルユキの、その呻うめき声ごえが聞こえたかのように。

　両りよう腕うでを振り下ろしたまま静止していたエインヘリヤル指揮官が、のっそりと体を起こした。兜かぶとの奥おくで、二つの鬼おに火びが青白く揺ゆらめく。

　神獣レジエンド級きゆうエネミー。それは帝てい城じよう四方門を守護する超ちよう級きゆうエネミー《四し神じん》を除けば、無制限中立フィールドで最強の存在だ。メタトロンやアマテラスたち《四し聖せい》でさえ、ランクとしては神獣級にカテゴライズされている。古こ来らい数多あまたのバーストリンカーを死亡マーカーに変えてきた、加速世界の支配者。

　…………僕は、いつの間にか思い上がっていたんだ。何度も帝城のスザク門を突とつ破ぱしたり、メタトロン第一形態を撃げき破はしたりしたことで、神獣レジエンド級きゆうですら甘あまく見るようになっていた。いままでの勝利は、全部誰だれかの力を借りたものだったのに。

　遅おそまきながら己おのれの無力さを自覚し、項うな垂だれかけたハルユキの背中を、ミレディーが力強く叩たたいた。

「クロウ、怖おじ気けづくのはいいけど、諦あきらめるのはバーストリンカーのすることじゃないわよ。あいつは確かに強い……わたしが思っていた以上に強い。でもまだ勝機はある」

「勝機……どこに……」

「エインヘリヤルは死せる勇者の霊れい。鎧よろいの胸当ての中に魂たましいがあって、それを破は壊かいすれば一いち撃げきで倒たおせるわ。最初に言わなかったのは、強力な銃じゆうがなければ実行不可能な作戦だからだけど……でも、あなたならあの鎧よろいを斬きれる。少しでも隙すき間まを作ってくれたら、わたしが魂たましいを引きずり出す」

「僕が…………」

　ハルユキは小刻みに首を振り動かした。

「……無理です。手足にだって当てられないのに、胸を斬きるなんて……」

「隙すきはわたしが作るわ。一か八かで《秘密の花園シークレツト・ガーデン》を使う。でも、赤か青、黄色以外の薔ば薇らが咲さいたら何も考えずにポータルから逃にげて」

「え……それ以外の色が咲さいたら、どうなるんですか？」

「説明してる時間はない。──来るわよ！」

　ミレディーの声に、エインヘリヤルの雄お叫たけびが重なった。

「ヴォルアアアアアッ!!」

　大たい剣けんとモーニングスターを高々と振りかざし、猛もう然ぜんと走り始める。凄すさまじいプレッシャーにハルユキは半はん歩ぽ下がってしまったが、ミレディーは逆に右足を大きく踏ふみ込むと、鞭むちを収納した右手を掲かかげ、叫さけんだ。

「──《秘密の花園シークレツト・ガーデン》」

　ローズレッドのアバターから、いっそう濃のう密みつな深しん紅くの過剰光オーバーレイが解き放たれる。それは瞬しゆん時じに大理石の表面を拡散し、床ゆか一いち面めんに緑の葉を幾いく重えにも茂しげらせる。

　突とつ進しんするエインヘリヤルの足あし許もとから無数のツルが伸び上がり、黒い鎧よろいに絡からみついた。騎き士しはがくっと体勢を崩くずしたが、前進を止めない。ツルを力任せに引きちぎり、葉を蹴け散ちらしながらハルユキたちに迫せまる。あと五歩でミレディーが大たい剣けんの間合いに入ってしまう。四歩、三歩──二歩。

　その時、騎き士しの首元にまで達したツルの各所に、涙るい滴てき型がたの蕾つぼみが膨ふくらんだ。それらは音もなく綻ほころび、鮮あざやかな黄色の花弁を広げ……。

　──黄色!!

　──行けっ!!

　自分に向けてそう叫さけぶと、ハルユキは迷いや恐おそれを振り切り、全力で飛び出した。翼つばさを使って高々とジャンプしながら、ルシード・ブレードを両手で振りかぶる。狙ねらいはエインヘリヤルの胸きよう甲こう、そのどこか一点──。

　だが。

「────っ!?」

　予想外の事態に、ハルユキは両目を見開いた。

　ハルユキはいままで、グレイシャー・ビヒモスのホーンやローズ・ミレディーのスパイクを、《極小の一点に斬ざん撃げきの威い力りよくを集中させる》というロジックによって切断してきた。鋭えい利りな刃やいばで角や棘とげの頂点を正確に捉とらえることで、衝しよう突とつ点てんに発生する威い力りよくを最大限に高め、剣を滑すべり込ませるようにして斬きる。

　しかし、エインヘリヤルの胸きよう甲こうは滑なめらかな曲面だけで構成されていて、尖とがった部分がまったく存在しない。これではハルユキの、まだ名前のない剣けん術じゆつは効果を発揮できない。

　──どうする。真ん中を一か八かで斬きるか。いや、それじゃ絶対に跳はね返かえされる。どこか一点、一いつ箇か所しよだけでいい、威い力りよくを集中させられる場所……《目》を探すんだ。

　思考と感覚のスピードが限界に達し、時間の流れがゆるやかになる。空気がまるで液体のように密度と粘ねん度どを増す。視界が狭せばまり、青っぽく変色していく。

　どこだ、どこだ、どこだどこだどこだどこだ…………。




　──斬きるべき場所を探しているようではまだまだじゃな、シルバー・クロウ。




　不意にそんな声が聞こえて、ハルユキは仰ぎよう天てんしながら周囲を見回そうとした。しかし体が動かない。大たい剣けんを振りかざすエインヘリヤルの巨きよ軀くが視界いっぱいに広がって、それ以外のものは何も見えない。




　──《極きよく微び》に《極大》を重ねる、その理り路ろは正しい。しかしクロウよ、それは我わが剣けん法ぽう、《オメガ流》の出発点に過ぎんのじゃ。




　……お、オメガ流？

　……あなたは、いったい誰だれなんですか？

　ほぼ停止した時間の中で、ハルユキはいままでにも何度か聞こえた謎なぞの声に呼びかけた。

　──儂わしか。儂の名は《セントレア・セントリー》。しかしおぬしにとっては、こちらの名のほうが馴な染じみがあるじゃろう。三代目のクロム・ディザスター、それが儂じゃ。

　……ええっ!?

　更さらなる驚きよう愕がくに打たれ、ハルユキは観念の中で喘あえいだ。

　……さ、三代目……？　青の王ブルー・ナイトに討うたれたっていう……？

　──嫌いやなことを思い出させよって。言っておくが、あれはナイトめに花を持たせてやったのじゃ。そんなことはどうでもいい。シルバー・クロウよ、おぬし、あのデカブツを斬きりたいのじゃろう？

　……き、斬きりたいよ。でも《目》が見つからないんだ。

　──だからまだまだだというのじゃ。おぬしはそろそろ次の段階へと進まねばならん。

　──《極きよく微び》とはすなわち、極小の一点のことじゃ。トゲだのツノだのの先っちょに極きよく微びを見み出いだすのは容易たやすい……しかし考えてみろ、どれほどカーブの緩ゆるやかな曲線であろうとも、曲率がゼロでない限り、直線との接点は一つしか存在せんじゃろう。それこそが極小の一点よ……ほれ、《目》なぞ無限にあるじゃろうが。

　……じゃ、じゃあ、斬きりたいものが完全な平面とか凹へこんでる面の時はどうするの？

　──その時は師し範はんの儂がまた世話を焼いてやるから、いまは目の前の敵に集中せい。エインヘリヤルの鎧よろいは硬かたく、分厚い……しかし曲面である以上、そこに《極きよく微び》を見み出いだすことは可能。おぬしはただ、絶対の確信とともに剣を振ればよい。

　……絶対の確信なんて、どうやって……。

　──自信を持て。おぬしは加速世界の最さい強きよう剣けんにして邪じや道どうの極きわみと謳うたわれた《オメガ流合がつ切さい剣けん》の、たった一人の後こう継けい者しやなんじゃぞ。




　その言葉を最後に、謎なぞの声は消えた。

　そんな怪あやしげな剣けん法ぽうの後こう継けい者しやになった覚えはないよ！　と叫さけぶ猶ゆう予よを与あたえずに、時間の流れが再び加速し始める。青く染まった視界が、徐じよ々じよに元の色合いを取とり戻もどしていく。空気の粘ねん度どが低下し、液体から気体に戻もどり──。




「ヴォラアアアアッ!!」

　エインヘリヤル指揮官が、ツルを引きちぎりながら大たい剣けんを振りかぶった。

　エネミーの全身に咲さき乱みだれる黄色い薔ば薇らが、花弁を散らしながら眩まばゆく輝かがやく電でん撃げきを迸ほとばしらせた。膨ぼう大だいなスパークが鎧よろいの表面を這はい回まわり、騎き士しの動きを止める。ローズ・ミレディーの心しん意い技わざ、《秘密の花園シークレツト・ガーデン》の効果だ。ハルユキが喰くらったのはトゲで物理ダメージを与あたえる赤あか薔ば薇らだったが、黄き薔ば薇らは電でん撃げきを生み出すらしい。

　この一いつ瞬しゆんを──必ず生かす！

「おおおッ!!」

　鋭するどい気合いとともに、ハルユキはルシード・ブレードを振り下ろした。

　切っ先が、漆しつ黒こくの胸きよう甲こうの最も盛り上がった部分に触ふれる。感覚の解像度を限界まで引き上げ、刃はと鎧よろいが接せつ触しよくする一点のみに威い力りよくを集中させる。

　極きよく微びを、極大で断たつ。

　両手に伝わる抵てい抗こう感かんが、一いつ瞬しゆんのうちに最小から最大、また最小へと変化した。金属ではなく竹を割るような快音を響ひびかせて、ルシード・ブレードは分厚い胸きよう甲こうを五センチほど切きり裂さき、真下に抜けた。エネミーの体力ゲージの一段目が、一割ほど消しよう滅めつした。
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　全部で四段もあることを思えば、ささやかなダメージ。

　しかし、落下し始めるハルユキの左ひだり肩かたを掠かすめるように、後方から伸びてくるものがあった。ローズ・ミレディーの鞭むちだ。針のように鋭するどい先せん端たんが、エインヘリヤルの胸きよう甲こうに刻まれた数ミリの隙すき間まに突き刺さり、すぐに引き抜かれた。

　直後、全ての薔ば薇らが散り、電でん撃げきも消きえ失うせたが、エネミーは剣を掲かかげたまま動こうとしない。床ゆかに着地したハルユキは、エインヘリヤルの巨きよ体たいから視線を引ひき剝はがし、後方のミレディーを見た。

　左手から伸びる鞭むちの先せん端たんには、青く燃える炎ほのおが搦からめ捕とられている。先刻言っていた《弱点》……エインヘリヤルの魂たましいに違ちがいない。ミレディーが勢いよく左手を振ると、鞭むちが唸うなりを上げて地面に叩たたき付つけられ、青い炎ほのおが無数の火花となって飛び散った。

　ハルユキが恐おそる恐おそる振り向くと、エネミーの体力ゲージが一気に四段目まで消しよう滅めつし──。

　神獣レジエンド級きゆうエネミー、エインヘリヤル指揮官は、漆しつ黒こくの鎧よろいをばらばらに分解させながら床ゆかに崩くずれ落おちた。




「勝っ……た……？」

　そう呟つぶやきながらも、いまだ勝利を信じられずに、空気に溶とけるように消えていく鎧よろいの山を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると。

「ぼんやりしている時間はないわよ！」

　ハルユキの前に回り込んだミレディーが、ホール右側の柱を指差しながら叫さけんだ。

「クロウはあっちのデュエルアバターを助けて！　わたしは左に行く！」

「は……はい！」

　深く頷うなずき、意識を立て直す。エインヘリヤルを倒たおすのがミッションの目的ではない。一刻も早くオーキッド・オラクルを救出し、ポータルから離り脱だつしなくては。

　右手にルシード・ブレードを握にぎったまま、ハルユキは緑の葉が消えた床ゆかを走った。

　円柱の一メートル前まで来ても、太い鎖くさりでぐるぐる巻きにされているのがオラクルなのか、そうでないのか判別できない。まずは鎖くさりを切断するべく、狙ねらいを定めながら剣を振りかぶる。ミレディーが言っていたとおりとんでもなく頑がん丈じようそうだが、エインヘリヤルの鎧よろいより硬かたいということはないはずだ。

「……フッ！」

　鋭するどく息を吐はきながら振り下ろしたルシード・ブレードは、しかし派手に火花を散らしただけで跳はね返かえされた。鎖くさりの表面には、うっすらと傷がついただけだ。

「あ、あれ……」

　焦あせりながら二度、三度と斬ざん撃げきを繰くり返かえすが、結果は同じ。どこかで三代目ディザスターことセントレア・セントリーがため息をついたような気がして、いったん鎖くさりから離はなれる。

　力でも、速さでもない。オメガ流の極ごく意いは、断たたれるべき一点を断たつこと。《目》さえ見み極きわめられれば、極論、振り下ろす必要すらない……はずだ。

　肩かたの力を抜き、ハルユキはルシード・ブレードの切っ先を鋼鉄の鎖くさりにそっと乗せた。極きよく微びの接せつ触しよく点てんを感じ、そこに刃やいばを滑すべり込ませるイメージで……。

　すん、という感覚とともに剣が鎖くさりに沈しずみ、真下に抜けた。

　剣を鞘さやに戻もどすと、切断された箇か所しよを左右に引っ張る。超ちよう高こう優ゆう先せん度どの鎖くさりはなおも抵てい抗こうしたが、やがて甲かん高だかい悲鳴とともに輪が一つ砕くだけ散ちり、直後、全体がじゃらじゃらと音を立てて床ゆかに落下した。

　その時。

「オッキー!!」

　後方で悲鳴じみた叫さけび声ごえが聞こえ、ハルユキは慌あわてて振り向いた。目を凝こらすと、円柱の根元にひざまずいたミレディーが、両手でピンク色のアバターを抱だいている。トレードマークの帽ぼう子しは存在しないが、胸むな元もとの大きなリボンやドレス状の装そう甲こうは、オーキッド・オラクルのものに間ま違ちがいない。

　……良かった。

　という安あん堵どと、

　……じゃあ、こっちの人は誰だれなの？

　という疑念を同時に感じながら、ハルユキは再度振り向いた。そしてぽかんと目と口を開けた。

　鉄てつ鎖さから解き放たれ、円柱にもたれかかるように立っているのは、全身が鈍にぶい銀色で、寸ずん胴どうなボディに細い手足が生えた──ロボットだった。

　いや、ロボットに見えるデュエルアバターは珍めずらしくない。広く見れば、シルバー・クロウも含ふくめてほとんどのデュエルアバターはロボット風のデザインだとも言える。しかしデュエルアバターには、色とりどりの装そう甲こうの内部に、《アバター素体》と呼ばれる灰色のヌードボディが入っているという共通点がある。全身が水でできているように見えるアクア・カレントですら例外ではない。

　なのに、いまハルユキの目の前に存在するロボットは、胴どう体たいの一部や関節が金属のフレームやケーブルだけで構成されていて、素体が見えない。デュエルアバターには絶対に有り得ないデザイン。

「あの……あなた、誰だれですか？」

　恐おそる恐おそる訊たずねながらロボットの顔を見たハルユキは、新たな驚きよう愕がくに襲おそわれた。

　フードを被かぶっているような、シンプルなデザインの頭部に、銀色の鉤かぎ針ばりを無数に繫つなげたような冠かんむり──この塔とうで何度も見た、ザ・ルミナリーの荊けい冠かんがしっかりと食い込んでいる。ロボットアバターがハルユキの言葉に反応しないのはそのせいかもしれないが、だとしたらルミナリーの恐おそるべき能力《王権神授デイヴアイン・ライト》は、エネミーのみならずバーストリンカーにまで精神支配力を発揮できるということに……。

「何それ……《ドローン》じゃない」

　不意にそんな声が背後で響ひびき、ハルユキはまたしても振り向いた。

　ローズ・ミレディーが、オーキッド・オラクルを大切そうに横よこ抱だきにして立っている。オラクルの装そう甲こうは激しく破損しているが、頭に荊けい冠かんは嵌はまっていない。ハルユキは急いでミレディーに訊たずねた。

「あ、あの、オラクルさんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？　意識は……？」

「意識はないわ……オッキーはいま、サーベラスの量子回路に接続させられているから。けど、ポータルに入れば正常にバーストアウトして、現実世界のオッキーは目覚めるはず」

「そ……そうですか、良かった……。じゃあ、ミレディーさんは先に離り脱だつして下さい。僕は、誰だれだか解わかりませんけどこの人を助けてから離り脱だつ……」

「人、っていうかバーストリンカーじゃないわよ、それ」

　ミレディーの言葉に、再度ぽかんとしてから恐おそる恐おそる訊たずねる。

「え……じゃ、じゃあ、エネミーですか？」

「それも違ちがう。そのヒトはドローン、つまりショップの店員よ。無制限フィールドのＮＰＣ。あなた、ショップに行ったことないの？」

「え……ええ、ないんです……先せん輩ぱいに禁止されてて……」

　そう答えながら、ハルユキは改めて銀色のロボットを眺ながめた。

　エネミーでもバーストリンカーでもなく、ＮＰＣ。そう言われれば、毒気のないデザインは確かにそれっぽい。だが、謎なぞはますます深まる。オシラトリ・ユニヴァースは、いったい何の目的で、ショップの店員をテイムした挙げ句こんなところに監かん禁きんしていたのか。

「えと……店員さんってことは、危険な存在ではないんですよね？」

「こっちから攻こう撃げきしない限りはね。無敵属性で体力ゲージがないから、攻こう撃げきしても意味ないけど」

「なら、頭の冠かんむり、外してもいいですよね」

　ハルユキが訊たずねると、ミレディーは一いつ瞬しゆん考えるそぶりを見せてから頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

「じゃあ……」

　左ひだり腰こしのルシード・ブレードを抜き、切っ先を荊けい冠かんの鉤かぎ針ばりに引っかける。見た目以上の強度があるはずなので、再び《極きよく微び》を意識しながら、オブジェクトの《目》を断たち割わる。

　ピン、というかすかな音が響ひびき、切断された鉤かぎ針ばりが床ゆかに落ちた。続いて、残りのパーツも落下し、消える。

「ねえ、シルバー・クロウ」

　背後から呼びかけられ、ハルユキは剣を鞘さやに戻もどしながら振り向いた。

「は、はい？」

「わたしが斬きられた時や、さっきエインヘリヤルの鎧よろいを斬きった時も思ったんだけど……あなた、その技わざ、独学で身につけたの？　それともロータスに教わった？」

「え……も、もちろん先せん輩ぱいにはたくさん教わりましたけど……」

　しかし実際には、ハルユキの剣けん術じゆつには先生がもう一人いた、らしい。謎なぞの《オメガ流》師し範はん、セントレア・セントリー。

　だがその名前を口に出したものかどうか、ハルユキは迷った。なぜなら、セントリーは自分が三代目のクロム・ディザスターだと名乗ったのだ。遥はるか昔に全損したはずの三代目と交感できると知られたら、ハルユキの内部にまだディザスターの因子が残っているのではと疑われかねない。

「クロウ。あなた、もしかして……」

　ミレディーが一歩前に出たその時、背後で奇き怪かいな音が響ひびいた。
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　電気的なノイズのような、しかし明らかに何らかの言語だと感じられるその音を発しているのは、いつの間にか再起動したロボット改め《ドローン》だった。フードの奥おくの、半円形のアイレンズを白く点てん滅めつさせながら、なおもハルユキに語りかけてくる。

「[image: ][image: ][image: ]……？」

　と言われても、当然ながらまったく意味は解わからない。ハルユキが途と惑まどっていると、

「助けてくれたのはお前か、と言っているわ」

「え……!?」

　ミレディーに視線を移し、訊たずねる。

「こ、このヒトが言ってること、解わかるんですか？」

「ま、伊だ達てに長くバーストリンカーやってないのよ。答えてあげたほうがいいんじゃないの？」

「で、でも僕、ドローン語喋しやべれないし……」

　そう呟つぶやきつつも、ハルユキはロボットに向き直り、日本語で言った。

「い、いちおう、きみの頭に嵌はまってた輪っかを壊こわしたのは僕だよ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ありがとう、ですって」

「い、いや、どういたしまして。でも……きみはどうしてこんな所に？　なんで捕つかまっちゃったの？」

　ハルユキの問いかけに、ドローンは、細い両りよう腕うでを人間のように広げた。電子ノイズを、背後のミレディーが通訳する。

「久しぶりに東京に戻もどってきたら、白いトンガリアバターに遭そう遇ぐうした。そいつの注文を片付けたら、いきなり頭に変なのを嵌はめられて、体が動かなくなった……ですって」

「白い……トンガリ。アイボリー・タワーでしょうか……」

「かもね……。だとしたら、あいつはこのドローンから何を買ったのかしら。そして、なぜこんなところに監かん禁きんしたの……？」

　ミレディーの疑問には、もちろんハルユキも答えられない。再びドローンを見て、少し考えてから訊たずねる。

「えっと、そもそもきみは何屋さんなの？　何を売ってるの？」
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　ドローンの電子音を、ミレディーが日本語に変えた。

「放ほう浪ろうの鍛か冶じ屋や、ミスター・スミスです、だって……。──えっ、鍛か冶じ屋や!?　鍛か冶じ屋やって、あの伝説の!?　実在したの……!?」

　ミレディーの驚きよう愕がくの、恐おそらく三倍ほどの衝しよう撃げきがハルユキを襲おそった。

　無制限中立フィールドを放ほう浪ろうする鍛か冶じ屋や。太陽神インティ攻こう略りやく作さく戦せんの最重要ファクターであり、これからネガ・ネビュラスの……いや五大レギオンの総員が血ち眼まなこになって捜そう索さくする予定の《ショップ》が、いま目の前にいる。

　となれば、アイボリー・タワーらしきデュエルアバターが鍛か冶じ屋やに何をさせたのかも容易に推測できる。ザ・ルミナリーに耐たい熱ねつ性せい能のうを与あたえ、インティの炎ほのおでも溶とけないよう改造したのだ。そして、他のバーストリンカーに同じことをさせないように、改造してもらったばかりのルミナリーで鍛か冶じ屋やを支配し、このミッドタウン・タワーまで運んでオラクルと一いつ緒しよに拘こう束そくした。

「え、えと……えっと……」

　何を言っていいのか解わからず、口をぱくぱくさせるハルユキを見て、ドローン改め《ミスター・スミス》は再び電子音を響ひびかせた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]？　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「何か注文はあるか？　なければまた旅に出る、と言ってるわ……」

「ち、注文……」

　呟つぶやいてから、超ちよう高こう速そくで首を上下に往復運動させる。

「あ、あるよ、あるあるある！　武器の強化をお願いします！」

　そこまで言って、気付く。

　昨日のミーティングでは、鍛か冶じ屋やに強化して貰もらうのはトリリード・テトラオキサイドの持つ神器《ジ・インフィニティ》に決定した。しかし、いまここにリードはいない。ポータルから現実世界に戻もどり、連れん絡らくを取って無制限フィールドにダイブしてもらい、中で合流して再度この場所に来る……ことは理り屈くつでは可能だが、リードが即そく座ざに反応してくれたとしても、内部時間では恐おそらく丸一日以上が経過してしまう。それまで鍛か冶じ屋やがここで待っていてくれるかどうか──。

　望のぞみ薄うすだが、頼たのむだけ頼たのんでみようとハルユキが口を開きかけた時だった。

　意識のないオラクルを抱だくミレディーが、さっと顔を大おお扉とびらのほうに向け、張はり詰つめた声を出した。

「まずい……エネミーが階段を上ってくる。三体……いえ、それ以上。わたしの心しん意い技わざに反応したのね。クロウ、鍛か冶じ屋やに何かを頼たのむなら、もう時間がないわ」

「う……ううっ……」

　更さらに一秒苦く悶もんしてから、ハルユキは決断した。鍛か冶じ屋やはまた見つけられるかもしれないし、これが最後のチャンスかもしれない。ならば、レギオンの計画には反してしまうが、もうこうするしかない。

　右手に握にぎったままだったルシード・ブレードをずいっと突き出し、叫さけぶ。

「お願いします、この剣を強化してください！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　鍛か冶じ屋やドローンが電子音を発すると、ハルユキの目の前に紫むらさき色いろのウインドウが表示された。武器強化のメニュー一覧らしき文字列が、幸い日本語で表記してある。物ぶつ理り攻こう撃げき力りよく強化、耐たい久きゆう力りよく強化、炎えん熱ねつ属ぞく性せい付ふ与よ、耐たい腐ふ食しよく性せい能のう強化……とずらずら並んでいるメニューのかなり下の方に、求めるものがあった。

「こ……これ！　この《炎えん熱ねつ属ぞく性せい無効》をお願いします！」

「[image: ][image: ][image: ]￥」

　強化メニューの上に、新たな小ウインドウが浮うき上がる。表示されているバーストポイントの額をろくに確かめもせず、ＯＫボタンを押そうとして、寸前で凍こおり付つく。

「えっ…………」

　高速で瞬まばたきを繰くり返かえし、人差し指でゼロの数をかぞえる。

　足りない。まったく足りない。

　現在レベル６のハルユキは、ハイランカーたるレベル７に到とう達たつするべく相当な量のバーストポイントを貯ため込んでいる。タクムとの対戦の約束は遠ざかってしまうが、インティ討とう伐ばつ作さく戦せんのためならそのポイントを全部注つぎ込んでもいい……と覚かく悟ごしたのに、要求されたポイントは実に手持ちの三倍近い。

　そんなムチャクチャな！　と思ったが、考えてみれば武器を炎ほのお無む効こうにするのも無茶な話だ。冷静に判断すれば適正価格なのかもしれないが、払はらえないものはどうしようもない。

　藁わらにもすがる気持ちで、分ぶん割かつ払ばらいを受け付けてくれるか鍛か冶じ屋やに訊きこうとしたが、一いつ瞬しゆん早くミレディーがウインドウを覗のぞき込み、呟つぶやいた。

「うわ、何この値段……炎えん熱ねつ無む効こう？　それは高くて当然よ、なんだってそんな強化を……」

　そこまで言いかけてから、刹せつ那なの間を置き、すぐに続ける。

「いえ、決まってるわね。太陽神インティを撃げき破はするためか……。──なら、わたしが知らんぷりはできないわね……」

「え……？」

　啞あ然ぜんとするハルユキの前で、ミレディーはオラクルを左手だけで支え、右手をウインドウに伸ばした。

「わたしが払はらってあげるわ」

　と言うや、躊躇ためらいなくＯＫボタンを押す。清算サウンドが鳴なり響ひびき、ウインドウが全て消える。

「えっ、でっ、ででででも、あんなとんでもない値段……！」

「その話はあと。早く剣を鍛か冶じ屋やに！　新手のエインヘリヤルが上がってくるまで、あと一分もないわよ！」

　厳しい声で急せかされれば、従うしかない。ハルユキが改めてルシード・ブレードを差し出すと、鍛か冶じ屋やは左手で無造作にそれを受け取り、なぜかその場に正座した。

　直後、がしゅしゅしゅん！　とかっこいい音を立てて、ロボットの下半身が変形する。出現したのは、四角い作業台──いや鉄かな床とこか。

　続いて右手も変形。鋼鉄の外板が回転と展開を繰くり返かえし、直径二十センチはありそうな巨きよ大だいなハンマーを作り出す。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　それでは、的な電子音を発すると、鍛か冶じ屋やは鉄かな床とこにセットしたルシード・ブレード目め掛がけて、乱暴と言ってもいいほどの適当さでハンマーを振り下ろした。ガインガインガイン！　と金属音が轟とどろくたび、星形の火花が飛び散り、床ゆかにバウンドして消えていく。まさかこれ、失敗とか大失敗とか武器ロストとかあるんじゃなかろうな、とハルユキがハラハラしながら見守る中、十回目の打だ撃げきがひときわ派手な星を散らし──。

　ルシード・ブレードを、真しん紅くの輝かがやきが包んだ。あまりの眩まぶしさに顔をそむけそうになるが、懸けん命めいに視線を固定する。光は徐じよ々じよに薄うすれ、やがて消える。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　お待ちどう、的な電子音とともに差し出された愛あい剣けんを、ハルユキは恐おそる恐おそる受け取った。

　外見にはほとんど変化はない。しかし、光の当たり具合で、刀身がわずかに赤っぽく輝かがやくようにも見える。本当にこれでインティの超ちよう高こう熱ねつに耐たえられるようになったのか、にわかに信じられないが確かく認にんする方法もない。

　再び、がしょしょ！　と小気味のいい音を響ひびかせて鍛か冶じ屋やが人型に戻もどった。二人を順に見て、別れの挨あい拶さつ的てきな電子音を響ひびかせるや、足裏から炎ほのおを噴ふき出して離り陸りく。ジェット噴ふん射しやでホールを横切り、左の壁かべの窓をぶち抜いて夜空の彼方かなたへと飛び去る。

「あ、あの……ありがとうございます！」

　と鍛か冶じ屋やに向けて叫さけんでから、ハルユキはミレディーにも深々と頭を下げた。

「ミレディーさんも、本当にありがとうございます。さっき立たて替かえていただいたポイント、時間はかかっちゃうと思いますけど必ず……」

　返します、と言う前に、ミレディーが鋭するどく叫さけんだ。

「来るわ！」

　直後、爆ばく発はつじみた大だい音おん響きようとともに、ホールの大おお扉とびらが勢いよく開いた。暗がりの奥おくに蠢うごめくのは、四、五体ものエインヘリヤル。

「走って！」

　再び叫さけぶや、ホール奥おくのポータル目め掛がけて走り始めるミレディーを、ハルユキも慌あわてて追いかけた。背後からは死神の騎き士したちが地じ響ひびきを立てて迫せまる。振り向く余よ裕ゆうはないが、エネミーたちの殺気が冷たい触しよく手しゆとなって伸び、アバターを搦からめ捕とろうとする。残された精神力を振ふり絞しぼり、ミレディーに追いつくと、オラクルごとしっかり両手でホールドしながらメタトロン・ウイングを羽ばたかせる。

　全身が軋きしむほどの加速。青いポータルがみるみる近づく。

　飛び込む。

　ホワイトアウト。
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　消毒薬と花の匂においを感じながら、ゆっくりと目を開ける。

　最初に見えたのは、わずか三十センチ先からハルユキの顔を覗のぞき込む、黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみだった。何も言えずにしばらく視線を合わせていると、色の薄うすい唇くちびるが震ふるえるように動き、かすかな声で呼んだ。

「ハルユキ君……」

　ローズ・ミレディーこと越コシ賀カ莟ツボミとハルユキが、無制限中立フィールドで活動していた時間はおよそ一時間弱。当初は三日以上かかることを覚かく悟ごしていたのだから予想外に早く目的を達成できたのだが、黒クロ雪ユキ姫ヒメにとってハルユキたちがダイブしてからの三秒半は、とてつもなく長かったに違ちがいない。

「先せん輩ぱい……」

　胸に熱く込み上げるものを感じながら呼びかけたハルユキは、続けて何かを言おうとした。しかし言えなかった。隣となりに座すわっていた莟が、勢いよく立ち上がったからだ。ＸＳＢケーブルが引っ張られ、ハルユキも急いで立つとプラグを引き抜く。

　莟はもう二人のことなど視界に入らないかのようにベッドに身を乗り出し、横たわる若ワカ宮ミヤ恵メグミの顔を覗のぞき込んだ。ハルユキと黒クロ雪ユキ姫ヒメも隣となりに立つ。

　恵は眠ねむり続けている。

　はっとさせられるほど美しいその顔に、表情はない。呼吸も極きわめて静かで、薄うす手での上うわ掛がけがかすかに上下していなければ、生きていることさえ疑ってしまいそうだ。

　五秒。十秒。

　恵は目覚めない。

　ミレディーは、確かにオラクルを抱だいたままポータルに飛び込んだ。その時点で恵はバーストアウトし、彼女の意識を捕ほ獲かくしていた量子回路から解放されたはずだ。なのに、なぜ。

「…………恵」

　囁ささやいた黒雪姫が、上うわ掛がけから出ている恵の右手をそっと握にぎった。

「帰ってこい、恵。お前は沖おき縄なわで私を助けてくれた。だから今度は私がお前を助けたい。お前を苦しめるもの全てから解き放って、また一いつ緒しよに笑って欲ほしいんだ。だから…………」

　それ以上は言葉にならないのか、黒雪姫は華きや奢しやな背中を丸めると、恵の右手に額を押し当てた。

　いっぽう莟ツボミは、ベッドに乗り出していた体をゆっくり起こすと、一歩、二歩と下がった。恵が目覚めないという事実を受け入れられないかのように、小さく首を横に振る。

　ハルユキは無む我が夢む中ちゆうで二人の間に進み出ると、右手を黒雪姫の背中に当て、左手で莟の右手を握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶ……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいはきっと目を覚まします。ミレディーさんの占うらないの花びらを呼んだのは、きっと若宮先せん輩ぱいなんです……だから、だから……きっと……」

　その時──。

　ハルユキは、病室の空気がふわりと揺ゆれるのを感じた。誰だれかの声が、遠く、密ひそやかに、優やさしく響ひびいた。




　──ほら、オッキーちゃん。起きる時間だよ……。




　閉じられたままの瞼まぶたを縁ふち取どる、長い睫まつ毛げがかすかに震ふるえるのをハルユキは見た。

　ゆっくり、ゆっくりと瞼まぶたが開いていく。薄うすい茶色の瞳ひとみに、レースのカーテン越ごしの光がきらきらと揺ゆれる。瞬まばたきを、一度、二度……もう一度。

　瞳ひとみが動き、黒雪姫を見た。わずかに開いた唇くちびるから、音にならない声が零こぼれた。

「…………姫ひめ……」

　深く俯うつむいていた黒雪姫の肩かたが、ぴくりと震ふるえた。

　少しずつ、少しずつ体を起こす。恵の顔を見た途と端たん、再び全身をわななかせる。

「恵」

　親友の名を呼んだ黒クロ雪ユキ姫ヒメに、恵メグミは小さな花が綻ほころぶように微笑ほほえみかけた。そっと頷うなずいてから、視線を動かす。まっすぐにハルユキを見ると、加速世界で何があったのかを全て理解しているかのように、「ありがとう」と囁ささやく。

　更さらに動いた瞳ひとみが、莟ツボミに向けられた。

　白い顔に、不思議そうな表情が浮うかぶ。だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。

「ミレディー……ロージー？」

　莟ツボミにそう呼びかけた恵は、絶対の確信を得たかのように繰くり返かえした。

「ロージー。ようやく、会えたね……」

　ハルユキは視線を動かし、左側に立つ莟を見た。

　長い前まえ髪がみに遮さえぎられ、表情は解わからない。しかし、少しだけ覗のぞくおとがいに、透とう明めいな雫しずくが溜たまっている。音もなく落下し、床ゆかで弾はじける。あとからあとから、雫しずくは絶え間なく滴したたり続ける。

「……オッキー」

　ついに名前を呼んだ、その直後。

　莟は自分の涙なみだで濡ぬれた床ゆかを蹴けり、ベッドに小さな体を投げ出した。恵の胸に顔を押しつけ、か細い嗚お咽えつを漏もらす。

　それはすぐに、幼い子供のような泣き声に変わった。いつの間にか、恵の顔も濡ぬれていた。号ごう泣きゆうする莟の体をしっかりと抱だき締しめながら、泣き笑いの顔で何度も頷うなずく。

　握にぎり締しめた左手で目め許もとをごしごし拭ぬぐってから、ハルユキはカーテンの向こうの空を見上げた。

　今日は一日中薄うす曇ぐもりの予報だったのに、雲の切れ間には抜けるような青空が覗のぞいていた。

　一歩下がった黒雪姫が、ハルユキの右みぎ肩かたに手を置いた。何も言う必要はないと思えたので、ハルユキはただその手の温かさと柔やわらかさを感じながら、ターコイズ・ブルーの空をひたすらに見つめ続けた。





（続く）









　あとがき




　アクセル・ワールド23巻『黒クロ雪ユキ姫ヒメの告白』をお読み下さり、ありがとうございます。

　またしても大変長らくお待たせしてしまいました。21[image: ]22巻が十一ヶ月、そして今回は十ヶ月でのお届けなのでほんのちょびっとペースアップしたのですが、一年一冊なのは変わっていないのでここから更さらに加速していきたいと思っています。

　内容のほうですが、こちらもすみません！　前巻のあとがきで、「次巻では白のレギオンと決着を」とか書きましたが、白どころか太陽神インティさえ倒たおせてませんね。いつか書かねばと思っていた黒雪姫の出生話をこの巻でやったからなのですが、いちおうインティ関係も微び妙みように進んだので、24巻では満を持して攻こう略りやく開かい始し……となる予定です。ただ白の皆みなさんも黙だまって見てはいないような……。

　黒雪姫の話も少し。後付け設定の多い私ですが、今巻で語られたことに関しては１巻執しつ筆ぴつ時じから決めていました。黒雪姫が自分の体を大事にしない傾けい向こうがあったり、瀕ひん死しの重傷を負って入院したのに両親が来なかったりしたのはその設定のせいです。ただ１巻のお話を投とう稿こうサイトで連れん載さいしていた頃ころは、一冊分で終わってその先を書くつもりはなかったので、こうして黒雪姫の口から真実が語られる時が来るとは、私も思っていませんでした。ここまで辿たどり着つくことができたのも、十年近くにわたってアクセル・ワールドを応おう援えんして下さった皆みな様さまのおかげです。シリーズ完結が近いのかどうかは定さだかでありませんが、そこを目指して今後も頑がん張ばりますので、これからも応おう援えんよろしくお願いします！




　さてさて。

　埋うめ草くさに私の近きん況きようなぞ……と思ったんですが書くことがまったくない！　面おも白しろい話もない！　今年前半のうちに一回くらいはバイクでロングツーリングに行きたかったんですが、気付けば外が灼しやく熱ねつステージでバイクメンには厳しい季節になってしまいました。何年もずっと欲ほしかった車種を昨年末にとうとう購こう入にゆうしまして、あったかくなったらこれでヒャッハーするぞー！　と思っていたんですがあったかくなりすぎです……。秋になったら必ず、と思っていますがきっと気付けば冬なんでしょうね。皆みな様さまも、やりたいことがあったら「いつか」と言わずにすぐやらないと永遠にタイミングを見失いますよ！

　などと書いているうちに謝辞のタイミングも見失いかけました。毎巻、素す晴ばらしいイラストで作品を盛り上げて下さるＨＩＭＡさんには、本当に感謝しております。また、スケジュール面で大変ご迷めい惑わくをおかけしてしまった三み木きさんと安あ達だちさんもありがとうございました！　24巻は色々と頑がん張ばります！





二〇一八年七月某ぼう日じつ　　　川かわ原はら　礫れき
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川かわ原はら 礫れき

この本が出る少し前に開催された《電撃文庫×NewDaysコラボ》の書き下ろし掌編のお題が「ブロッコリーをおいしく食べる」だったんですがブロッコリーを買っただけで終わってしまったので四コマで食べさせてみました。
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。
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